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第一章　騎士団員募集中







「世界の結界をのう……」

「修復する方法ってないですかね？」

　僕ぼくの持参したイーシェン特製の煎せん餅べいをバリボリと齧かじりながら神様が考え込む。相変わらずの四よ畳じよう半はんと、そこから広がる雲海。僕は今、神界に来ている。

　電話で聞いても良かったのだが、こういうのは菓か子し折おり持って直接伺うかがうべきかと思ったもんで。

「ないことはない。と、いうか専門の上級神……そうじゃな、結界神とかならちょちょいのちょいじゃな。だが一応、神々が下界に干かん渉しようすることは禁止とされているからの。結界を壊こわしたのが邪じや神しんとかなら、直さんこともないんだが」

　ずずず、とお茶を飲み、ふう、と神様が息を吐く。

「でも五千年前に一度結界が修復されているんですけど」

「そりゃ地上の誰だれかが修復したとしか考えられんのう。そういう能力を持っている者とか種族もいないとは断言できんし」

　誰かって誰だ？　イマイチ的を射ないなあ。

「僕が『神力』を使って直してみるってのは……」

「やめたほうがいいと思うがの。君は蜘蛛くもの巣を素す手でで直せるかい？　大き過ぎる力は精密なコントロールができんうちはあまり使わない方がいい」

　まだ（？）神として承しよう認にんされてない僕なら地上に干渉してもＯＫかと思ったんだけど。確かに逆に結界を壊してしまってはどうしようもない。

「っていうか、何気にスルーしちゃいましたけど、邪神っているんですか？」

「おるよ。まあ、アレらはなんというかワシらとは違ちがって地上で生まれる。怨おん念ねんだとか執しゆう念ねんだとか、あまり良くない気などが集まって、自じ我がを持ってしまったモノが、我ら神々の神器などと融ゆう合ごうしたものじゃな。君の世界で言うところの付つく喪も神がみに近い」

「それなら神様が手を出せるんで？」

「地上にいる以上、直接はダメじゃがの。選ばれし勇者に神の聖せい剣けんを授さずけるくらいのことはしておるよ。階位的には従属神より下じゃからの」

　従属神より下なのか。まあ、言ってみれば神の紛まがい物ものなワケだし。

「ちなみに聖剣を持った勇者がやられた場合は？」

「どうもせんよ。それで終わりじゃ。何回も神の手助けがあるとでも？　最悪、その世界は放置される。神の管理を離はなれた世界は衰すい退たいの一いつ途とを辿たどるから、緩ゆるやかに世界は終しゆう焉えんを迎むかえる。ま、そうならないよういろいろ手は尽つくすがね」

　そう言って神様が自じ嘲ちよう気味に笑う。おそらくだけど、そうやって捨てざるをえなかった世界がいくつもあるんじゃなかろうか。

　僕がそんなことを考えていると、神様がなにか思い出だしたように、あ、と声を漏もらした。

「そうそう言い忘れとったが、冬とう夜や君の持っている、あのスマートフォン、だったか？　アレ、一応神器じゃからな？」

「え!?　これですか!?」

　僕は懐ふところからスマホを取り出してみせる。これ神器だったの!?

「君が死んだ時、それもこっちの世界へ持って来て、さらにワシが手を加えたからのう。間ま違ちがいなく神の力が宿った神器じゃよ。でなければ世界をまたいで情報を得たり、神界に連れん絡らくできたりなんぞできんよ」

　そう言われると確かに。そっか、これって神器だったのか。

「神器って僕にも作れるんですかね？」

「こちらの物質を使って製造し、神力を注げばできないことはないじゃろうな。だが、あまりオススメはせんよ？　さっき言った通り邪神を生み出すきっかけになりかねんからな」

「なるほど」

　邪神を倒たおすために勇者に与あたえられる聖剣。それも神器だよな。じゃあ、その聖剣に邪じや悪あくな気が取とり憑ついたらまた邪神が生まれるのか？　という疑問がふと浮うかんだ。

　神様の話だと邪神を討うつと同時にそういったアイテムは破は壊かいされるか、こっそりと回収、もしくは偽にせ物ものと入いれ替かえるんだそうだ。たまーにそれを忘れて、何百年後にまた邪神がその神器から生まれ、邪神復活、とか騒さわがれてから気付くこともあるとか。ダメじゃん……。

　改めて思うけど、神々っていっても完かん璧ぺきじゃないよな。まあ、元いた世界でも、浮うわ気きしたり、とんでもない失敗したり、人間じみた神々の話はいくらでもある。迷めい惑わくな神々も結構いるしな。……わりと身近に。

「なあ、冬夜君。これはずっと後の話なんじゃが……。君、あの世界を管理する気はないかね？」

「はい？」

「いずれは……まあ、上級神ともなれば、世界のひとつも管理することになる。どうせなら馴な染じみの世界の方がよかろう？」

　いやいやいや。上級神て。姉さんたちより上になるの？　いや、世界神であるこの方の眷けん属ぞくなんだから、おかしくはないのか？

「……やっぱり僕って神様の仲間入りしちゃうんですか？」

「申し訳ないがのう。望んだわけでもないのにな。でも他ほかの神々は喜んでおるよ。新しい神など、ここ数万年ぶりじゃからな。先せん輩ぱい風かぜを吹かせたいんじゃろ」

　喜んでもらえるのはありがたいが……。正直微び妙みような感じだ。

「神族になったとしたら、子供とかいいんですかね？　来年、結けつ婚こんするんですけど……」

「神々との間に子供なんぞ山ほどおるよ。問題ない。まあ、人より並外れた能力を持つかもしれんが、親神ほどじゃなかろう」

　それもそうか。ヘラクレスやペルセウス、アキレウスやクーフーリンなど、神話とかには山ほど出てくる。

　だけど博士の話だと、最低でも息子むすこが一人、娘むすめにいたっては八人も生まれてくるわけで……。全部半神の力を持って生まれてくるとなると、子育てがものすごく大変そうなんだが。

「あの……子育ての神っていませんかね？」

「おることはおるが……。自分の子供は自分で育てた方がいいと思うがね」

「ですよねえ……」

　正論である。育児放ほう棄きをする気はないが、なんでまだ生まれてもいない子供で、こんな気き疲づかれをしないといかんのか。

　まあ、結婚したからってすぐに子供が生まれるってわけでもないだろうし。……ないよな？

「ま、今のうちは神の力なんぞあまり使わずに、やれる範はん囲いでいろいろやってみることじゃな。結果論じゃが、君があの世界に行ったことはそれが運命だったようにも……いや、すまん。ワシが言える立場ではないな。とにかく頑がん張ばってみることじゃ」

「はい」

　やるしかないのはわかっているしな。なるようになるか。

　神様に励はげましをもらって、僕は神界を辞した。







◇　◇　◇







「騎士団員の補ほ充じゆう、ですか」

「はい。建国当初に比べ、町も大きくなってきたので、この辺でもう一度募集をしてみたらどうかと」

　宰さい相しようである高坂さんの説明を聞き、少し考える。確かにうちの騎士団員は全部足しても百人に満たない。しかもそのうち四十人ほどは非戦せん闘とう員だ。この場合の非戦闘員とは、フレームギアに乗らない者たちを指す。

　椿つばきさん配下の諜ちよう報ほう部員や、内ない藤とうのおっさん配下の内勤、外派遣の人員などだ。当然、それなりの戦せん闘とう力りよくはある者たちだが、彼かれらは基本、戦闘訓練は免めん除じよしてある。

　そんなに大きい国でもないし、他国のように千人単位で必要なわけではないが、確かにもう少しぐらい増やしてもいいのかもしれない。

「いいんじゃない？　あたしは賛成」

「拙せつ者しやもでござる。これから町も大きくなるのでござるし」

「そうですね。もう少し騎士団の人員が多いと町の者たちの安全も確かなものになるかと」

　訓練終わりについてきたエルゼ、八や重え、ヒルダが口を揃そろえて賛成した。彼かの女じよたちは騎士団員ではないが、共に行動することが多い。内情を詳くわしく知っている彼女たちも増やすことに賛成か。

「何人くらい必要ですかね？」

「そうですな……。単純に今の人員を倍にするとしたら百人ですが、それとは別に、町の巡じゆん回かい、城の警備、事務用員、そういった人員も含ふくめると百五十は欲ほしいかと」

　百五十人か……。まあ、許容範はん囲い内ないかな。ブリュンヒルド騎士団と名乗ってはいるが、基本的にその運営資金は僕のポケットマネーから全すべて出されているため、実際は僕の私兵団である。

　収入源はミスミドの商人、オルバさんから入るお金や、時たま現れる巨きよ獣じゆう退治の討とう伐ばつ料などだ。足りない時は【サーチ】を使って宝石発はつ掘くつをし、その国から謝礼金をもらったりする。

「そのうちフレームギアに乗ることになる騎き士しは何人くらい？」

「以前の六十名と合わせて百名……四十人ほどではどうかと」

　百五十人中四十人だけか。後の百十人は城の警備や、町の巡回、諜報活動に回されるわけだ。もちろんそれだって騎士団の大切な仕事だ。それをやりたくないとかいう輩やからは、たぶんうちの騎士団には入れないだろう。

「となると、能力別に採用した方がいいってことか……」

　戦闘能力がさほど高くなくても、事務能力に長たけているならば、それは使える人材だと思うし。

　とは言うが、だからと言って水準を下げるわけにはいかない。去年の入団者と同程度の強さは欲しいところだ。

　ま、多少戦闘能力に不安があっても、諸もろ刃は姉さんの剣神ブートキャンプに放ほうり込めば最低限の強さは身に付くだろ。

「じゃ、一応百五十人を目め処どにそれぞれの責任者で摺すり合あわせて下さい。推すい薦せんしたい人がいるなら、それも一いつ緒しよに」

「わかりました」

　あいにくと僕の方には推薦の心当たりがない。

　強しいて言うと冒ぼう険けん者しやのソニアさんや蓮れん月げつさん、あとは新人冒険者のロップたち四人だが、彼らは冒険者の方が稼かせげるだろうからなあ。

　また冒険者ギルドの方でも募集をかけてもらうか。前にも増して希望者が多くなりそうだけど。

　前は面接をユミナと教皇猊げい下かの魔ま眼がんコンビに頼たのんだけど、今回は博士に嘘発見器キーラーポリグラフでも作ってもらうか。というか、『蔵くら』にそんなのがあったような気がする。

　そう思い立ってバビロンに転移すると、いつも博士がいる『格納庫』にはゲルヒルデを整備するモニカとミニロボたちしかいなかった。

「あれ？　博士は？」

「『研究所』の第二ラボでロゼッタと会議中だゼ。なんか次の機体をどうするかで話してたけどよ」

「会議？」

　よくわからないが、モニカの言う通り『研究所』の第二ラボの方へ行ってみると、机の上には様々な設計図と、ミニチュアのフレームギア、壁かべの映像盤ばんにはいろんなパーツのワイヤーフレームみたいなものが浮かんでいた。

　そしてその前に腕うでを組んでうーんうーん、と唸うなり続ける少女が二人。

「どうしたんだ？　また、えらく悩なやんでいるみたいだけど」

「あ、マスター。開発を進めている機体なんでありまスが……。リンゼ殿どのの機体は変形して飛行形態になる可変機体、ということに決まったんでありまスが……」

　そう言ってロゼッタは机の上にあったミニチュアのフレームギアを手にし、腕や足を折おり畳たたみ、翼つばさを広げて飛行形態へと変形させた。へえ。スムーズに変形するもんだな。

　大たい気き圏けん突とつ入にゆうにも耐たえられそうなフォルムだ。上に一体ならフレームギアを載のせて飛べそうでもある。っていうか、このミニチュアというかフィギュア、売れそうだな……。

「問題はリーンの機体でね。どういう方向で進めるかな、と。本音を言うと、全身に重火器を内蔵した殲せん滅めつ戦砲ほう撃げき型を考えているんだけどね。フレイズには魔ま法ほうは効かない。となれば、魔法で起こした爆ばく発はつによって弾だん頭とうを飛ばし、実じつ弾だんで破壊するしかない。君に観せてもらったアニメとやらに出てきたバルカンやガトリング砲ほうとかいう兵器みたいなものを作ろうかと。似たようなものが古代王国時代にもあったしね。ただ……」

　なんでもコスト面で考えるとどうにも非効率らしい。なぜならフレイズの体を傷つける弾頭となると、少なくともミスリル以上のものが理想である。そんなものを撃うちまくった日にゃ、お金をバラ撒まいているようなもんだ。

　あるいは晶材で弾だん丸がんを作って魔ま力りよくを込め、硬こう度どを上げるか。こっちならタダだ。しかも倒した相手から素材を奪えるし。しかしそんなものを何千、何万発と作るのも大変か。まさかそれだけのために『工こう房ぼう』をフル稼か働どうさせるのもなあ。

　また、弾たまを持ち歩くのも限界がある。そりゃあ場所を動かないで固定砲ほう台だいとして使えば弾たま切ぎれの問題はないかもしれないが、それってフレームギアである必要があるか？　ってなるし。

「実際に作って、全力斉射したらどれぐらい撃てる？」

「おそらく一分も持たないんじゃないかな」

「短っ」

　そういやアニメでも弾切れするとガクンと戦闘力が落ちるロボットがあったっけ。

　ずっとフルで撃ちまくるわけじゃないから、稼か動どう時間はもっと長いと思うけど、それにしたって短いよな。全弾撃うち尽くした後は、剣とかの普ふ通つうの攻こう撃げきに切きり替えるしかないか？

　ますますガトリング砲なんかをフレームギアに付ける意味がなくなるような……。

「ガトリング砲なんかより、こう……一発一発、フレイズの核かくを撃ち抜ぬくようなスナイパー……狙そ撃げき型の方が効率がいいんじゃないのか？」

「それはそれでアリなんでありまスが～……。敵を寄せ付けない大火力による徹てつ底てい破は壊かい、動く要よう塞さいにして弾だん薬やく庫こ、そこにこのタイプの魅み力りよくがあるわけでありまして～」

　うにゅ～と、ロゼッタが机に突つっ伏ぷす。そんなにか。

「フレイズが相手じゃなければ【ファイアアロー】なり【サンダーアロー】なりを放つ、魔ま法ほう攻こう撃げきのガトリング砲にしてもよかったんだけどね」

　苦く笑しよう気味に博士が笑う。確かにそれなら弾切れの心配はないが、今度はリーンの魔力切れが問題になりそうではある。

「……そういえば、マスターの銃じゆうの弾はどこにあるんでありまスか？」

「僕の？　一応ほら、腰こしのポーチに入ってるよ。実弾、麻ま痺ひ弾、炸さく裂れつ弾とか、用よう途とに分けてそれぞれね」

　僕は区分けしてあるポーチの中を見せた。中には弾丸がそれぞれ二十発ぐらい入っている。

「……それって戦闘中に自分で装そう填てんし直しているのかい？」

「まさか。自動装填だよ。弾丸が無くなったら薬やつ莢きようを排はい出しゆつして、【アポーツ】で装填されるように【プログラム】してあるか、」

「「それだ！」」

　ら、と言おうとした僕に、二人が立ち上がり、指をビシィッ！　と差してくる。

「何も弾丸を持って歩く必要は無いんでありまスよ！　バビロンに巨きよ大だいな弾薬庫を設置して、そこから武器に直接【ゲート】なり【テレポート】なりで転送させればいいんでありまス！」

「ふむ。多少のタイムラグは出るものの、なにも数分間連続斉射するわけじゃない。充じゆう分ぶんに賄まかなえるね。問題は弾丸の生産ラインだが……」

　なんか知らんが、二人ともテンションが上がってる。なんか置いてけぼりにされた気分だ。

「冬夜君、ちなみに晶材はどれぐらいある？」

「山ほどあるよ。基本的に新型機を作る時ぐらいしか大量消費しないし」

　ユーロンやロードメアの時に、ごっそり貰もらっているからな。市場に流せば価格破壊が起きるぐらいあるぞ。

「材料は充分、と。かと言って、弾丸を作るために『工房』を占せん拠きよされるのもね。……作る、か」

「作る？　作るって何を？」

「別の『工房』を、だよ。もともと第二の『工房』を作る予定はあったし。それほど大きくない、小さな小屋くらいのやつなら作るのも難しくない。『小工房』ってやつかな」

　弾だん薬やく専門の工房を作ろうってのか？　そこまでするかね!?　いや、他の機体の装備にも使えるって考えれば無む駄だじゃないのか？

「でも、そんな簡単にできるもんなのか？　小さいとはいえ『工房』なんだろ？」

「『工房』で作ればいいんでありまスよ」

　はい？　『工房』で『工房』を作る？

　ロゼッタがさらりと言った言葉に僕は固まる。

「『工房』は万ばん能のう工場でありまスよ。小屋程度の大きさの『工房』なら作れないことはないでありまス」

　自じ慢まん気げに胸を張るロゼッタ。

「製作に一週間ほどかな。魔法の組み込みや処理もしなきゃいけないしね。ま、最後だけは冬夜君に【ゲート】で移動してもらわないといけないが。フレームギアと違って歩けないからね」

「いや、それは別にいいんだけど……」

『工房』で『工房』を作るとか……。反則だろ。小屋程度の大きさだからフレームギアとかは作れないけど、ちょっとしたものなら充分に有益か。

「よし！　これでなんとか目処は立った！　早さつ速そく取とり掛かかるぞ！」

「ラジャ！　で、ありまス！」

　ドタバタとラボから二人のチビっ子たちが飛び出していく。なんというか……これがここの平常運転なんだろうなあ。

　机の上の飛行形態に変形したリンゼの機体ミニチユアと、右手にガトリング砲、全身にバルカン砲などの武装をしたリーンの機体ミニチユアを手にとって眺ながめる。

　よく出来てるなあ。空中戦飛行型と殲滅戦砲ほう撃げき型か。

　なんとなしにリンゼの機体にリーンの機体を乗せてみる。うん、なかなかいいな。ちょっとバランスが悪いけど。

　本気でこれ売り出せないかな。もっと小さくしてカプセルトイとしてさ。ガチャガチャ回して買うやつ。子供のお小こ遣づかいで買える値段で売ることができれば、言うことはないんだが。

　そんなことを考えながら、僕もミニチュアを手にラボを後にした。







◇　◇　◇







　ブリュンヒルドでの新規騎士団員採用試験の通達はギルドなどに張り出され、それなりに注目されているようだった。

　それなりに、と言うのは、なにぶんウチの騎士団は給料が安い。加えて出世しても大して上がることもなく、実入りの良さで選ぶなら、他の騎士団に行った方がいいと思われる。

　冒険者などは狩かった魔ま獣じゆうや手に入れた財宝などで、当たり外れが激しいが、それでも二流の冒険者でも確実にウチの騎士団員より稼ぎがいいはずだ。もっと給料を上げてやりたいところだが、今はまだ無理。
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　メリットといえば、ある程度は安定した収入を得られるってことと、衣食住がタダってことくらいか。あと冒険者ほど命の危険もない。フレイズと戦ったりもするけど、フレームギアに乗らない騎士団員もいるし。

　そんなわけだから、せいぜい前回と同じ千人くらいしか集まらないと思っていたのだが（それでもかなりの人数だけど）、予想に反してその三倍の三千人以上の受験者がやってきた。ちょっとびっくり。

　この内百五十人くらいを採用予定だから、倍率はだいたい二十人に一人の割合ということになる。

　とりあえず城の中庭で試験をするのは難しいので、城の北部にあるフレームギアなどを試験運転する大訓練場に希望者を集めた。

　一いつ般ぱんの見学者もなんでか数名来ている。ちょっとした見世物だな。まあ、町の住民たちがいてくれた方が、これからやろうとしてることには都合がいいんだけど。

『ブリュンヒルド騎士団団長、レイン・ネザーランドである。これより新規ブリュンヒルド騎士団員採用試験を行う』

　訓練場に作られた壇だん上じようで、レインさんがマイクに切り替えたスマホでスピーカーを通し、受験者たちに名乗りを上げる。

　ちなみに、副団長の一人、ニコラさんにはストランドという家名があったが、レインさんともう一人の副団長、ノルンさんには家名がなかった。

　それではイマイチ格好がつかないというので、僕が家名をつけて、レインさんは『レイン・ネザーランド』、ノルンさんは『ノルン・シベリア』となった。どっちも兎うさぎと狼おおかみの種類からだが、こっちの世界の人にゃ言わなきゃわかんないから多分大だい丈じよう夫ぶ。獣人である彼女たちにはピッタリだと思うんだが。

　一応、今回の試験では僕は表に出ない方がいいと思い、公式の場には出ていない。けれど【ミラージュ】をかけて、受験者に成りすまし、こうして参加している。やっぱり自分の目でいろいろ確かく認にんしたいし。

【ミラージュ】で変装したのは、けっこう僕の顔は城下じゃ知られているので、知ってる受験者がいると面めん倒どうだからである。

　現騎士団員のみんなにはこのことを知らせてあるので、怪あやしまれることもない。一般の受験者として扱あつかうように言ってある。

　ここからだと他の受験者たちがよく見えるな。早さつ速そくだが何人か不適合者が見つかったよ。

　壇上のレインさんが女性でしかも獣人ということから、舐なめているのか初めからまともに話を聞く気もない輩が何人かいる。間違っても彼らが合格することはないだろう。

　集められた受験者たちを見み渡わたすと、やはり女性が多いように思える。四割近いんじゃないか？

　女性騎士を採用する騎士団は少ないし、さらに言うならそのほとんどが貴族の家いえ柄がらだったりするからな。そこらへん、平民だろうが構わないウチに来るのはわからんでもない。

　獣人や魔族も前回より多いな。獣人はまだいいが、魔族はまさか魔ま王おうからの差し金じゃないだろうな……？

　娘である桜の情報を逐ちく一いち得るためとか？　いくらバカ親、いや親バカでもそれはちょっと引くぞ。……普通の受験者だと思いたい。

『それでは最初の試験に入る。後ろを見たまえ』

「え？」

　レインさんの言葉と共に、受験者ぼくらの背後からバッサバッサと翼をはためかせる音がした。振ふり向むいた彼らの視界に映ったものは、空中でこちらを睥へい睨げいする巨大な竜の姿。

『ゴガアアアアアァァァァァァァァッッ！』

　サファイアの輝かがやきをした竜が天へ向けて咆ほう哮こうする。おいおい、やり過ぎじゃないか？　脅おどかせとは言ったけどさあ。

「ひいいいいっ!?」

「り、り、りり、竜だ！　なんでこんなところに……！」

「逃にげろっ！　殺されるっ……！」

　蜘蛛の子を散らすように、大多数の受験者が我先にと逃げ出した。空に浮かぶ竜――――瑠る璃りは、黙だまってそれを見つめている。

　もちろん、逃げ出した彼らは失格だ。一般の見学者もいるのに、それを放置して真っ先に逃げ出すような奴やつらはいらない。

　ふむふむ、三分の二くらい減ったかな？

　しばらくしてドズンと瑠璃が地面に降り立つと、レインさんが口を開いた。

『守るべき国民を守らず、自分の保身を優先する者は我わが国くにの騎士にあらず。おめでとう。残った諸君たちは合格だ』

　レインさんの言葉で、これが試験であったことにやっと受験者たちが気付く。中にはヘナヘナと腰から崩くずれ落おちる者もいた。余りにも驚おどろき過ぎて逃げ出すことができなかった者もいるようだが、これは想定内だ。どのみちそういった輩はこれから先の試験や面接で弾かれるだろうし。

　逃げ出した奴らの中には、言い訳がましく町に戻もどって守りを固めようとした、とか、周りに流されてつい走ってしまった、とか言ってくる者もいたが、試験官であるノルンさんたちは一いつ切さい取り合わなかった。それでも食い下がってくる者がいたので、念話で瑠璃にひと吠えしてもらうように頼むと、風の速さでその場を去っていった。これで言い訳できまい。

　役目を終えた瑠璃は、バッサバッサと空へと帰っていく。その姿をポカンと見送る受験者の耳に、再びレインさんの声が届く。

『さて第二の試験だが、ここから西にある森の中で三日間過ごしてもらう。食料の持ち込みは禁止、水は川が流れているので心配はない。水すい筒とうも支給する。期限が来るまでに森から出た者は失格だ。さらに、その森には数人の「鬼おに」役となった我が騎士団員がいる。「鬼」には殺されることはないが、あっさりと意識を失うと森の外へ放り出されたりするので注意したまえ』

　レインさんが次の試験内容について説明すると、受験者から次々と質問が飛んだ。

「『鬼』に抵てい抗こうするのは有りでしょうか？」

『むろん、有りだ。倒してしまっても構わない。もちろん、殺すのはなるべく避さけてもらいたいが』

「森の中で、受験者同士が協力して当たるのも有りでしょうか？」

『それも構わない。ただ、集団で固まっていれば、それだけ「鬼」に見つかりやすいことを覚えておきたまえ』

「『鬼』は何人いるのですか？」

『それは答えられない。一人かもしれないし、百人かもしれない。ただ、全員「鬼」の面をかぶっているので、見ればすぐわかるはずだ』

「魔法の使用は許可されますか？」

『残念だが今回は魔法の使用を禁止する。森の中には特とく殊しゆな結界が施ほどこされていて、君たちの魔法は一切使えないので注意するように』

　火属性の魔法で森を焼かれたら、かなわないからなあ。要は三日間『鬼』から逃げのびればいいのだから、魔法が無くてもなんとかなるはずだ。そもそもうちは騎士団員が欲しいのであって、魔法兵が欲しいわけじゃないし。

『三日後まで森に居続けた者が第二試験合格とする。人数に上限はない。全員残っていれば全員合格とする。また、事故による生命の危機、あるいは試験を放棄する場合、これから配るバッジを外して捨てれば、ここへ転移できるようになっている。もうダメだと思ったら無理せず転移するように。ちなみに森の外へ出ても、このバッジが働き、ここへ転移される。もちろん失格になるが』

　前回の試験でも使った転移バッジが配られた。最後の番号を僕が受け取る。

『最後に、当たり前だが故意に他人のバッジを奪うばったり、森の外へ追いやる行こう為いも禁止だ。むろんそれを行った場合も失格となる。諸君らが目指す、騎士として相応ふさわしい行動を期待する』

　レインさんが壇上から降り、ニコラさんが先導する形で西の森へと受験者を連れて行く。

　ぞろぞろと歩く受験者に交じり、僕も歩いていると、隣となりを歩いていた軽装備で黒くろ髪かみの女性が声をかけてきた。

「準備は全て整いました。いつでも動けます」

「まず、二時間くらいは様子を見よう。どういった行動をとるか見たいしね。あ、でもなんかズルするような奴がいたら、問答無用で森の外へ放り出して」

「御ぎよ意い」

　隣を歩く椿さんが小さく頷うなずく。彼女も僕と同じく潜せん入にゆう班だ。実は彼女だけじゃなく、何人か受験者の中に騎士団員が紛まぎれ込んでいる。ほぼ、椿さんの配下だが。

　食料もなく、いつ襲おそわれるかわからない。そんな状じよう況きようにこそ、その人の本ほん性しようが出やすいものだ。それを見み極きわめる人員……ってのもあるが、安全のための人員ってのが本当である。

　よからぬ考えをする奴らもいないとは限らないしさ。それにあの森にはそれなりに強い魔獣もいるしね。

　いろいろと仕し掛かけもしてあるし、果たして何人が逃げ出さずにいられるか楽しみだ。くっくっく……。あ、いかん、悪者みたいになってしまった。反省、反省。

　西の森はけっこう広く、木々も深々と生おい茂しげっていて、視界がかなり狭せまくなる。元々ブリュンヒルドは魔獣の多い土地だったのを、僕が一いつ掃そうしたのだが、それでもまたこの森に住み着く魔獣はかなりの数になってきている。

　時たま、ギルドからの依い頼らいで素材獲かく得とくのために入る冒険者がいるくらいで、普ふ段だんはあまり人間の立ち寄る場所ではない。街かい道どうから離れているため被ひ害がいはほとんどないが、この際だから危険そうな魔獣は狩ってしまおうか。

　そんなことを考えてたらいつの間にか森へ差さし掛かっていた。

　ニコラさんが全員を止め、説明を始める。

「ここからが試験領域となる。水筒を受け取って、番号の順番に入ってもらうが、この時点で棄き権けんする者は自分の番が来た時に申し出るように。また、武器の全くない者は申し出れば普通の武器程度なら貸し出そう。森へ入ったら自由に行動して構わない。『鬼』はすでに森の中にいるので気をつけたまえ。それでは一番、二番……」

　ニコラさんが自分のスマホで森へ入る人間をカメラで撮とり、確かに入ったかチェックしていく。

　同じようにノルンさんもチェックを始め、三十分以上かけて、やっと最後の番号である僕の番号になった。カメラで撮る必要はないのだが、一応撮られておく。

「じゃあ転移先には本ほん陣じんを置いて、回復魔法を使える人と、フローラを控ひかえさせておいて下さい。えっと、ニコラさんとノルンさんも『鬼』役でしたっけ？」

「はい。このあと森の中へ入ります」

「あたしも入るけど、森の中で陛下や潜入組のみんなに会ったらどうしたらいいのかな？」

「他の受験者がいる時は同じように襲ってくれてけっこう。こっちもバレない程度に抵抗するよ。それに夜になったら僕も『鬼』側に回るし」

　僕の返事にノルンさんが引きつった笑いを浮かべた。

「……手は抜いて下さいよ？　陛下の相手してたら、こっちが危ないから」

　まあ、潜入班のみんなもそこらへんはうまく立ち回るだろう。

『鬼』役は騎士団員から内勤組を除いたほとんどが参加している。馬場の爺じいさんも、山県のおっさんも参加しているのだ。ちなみに『鬼』たちには見どころがあると思ったら、わざと見み逃のがせとも言ってある。何か光る物があるのなら、面接までしてみたいからな。

『鬼』役のみんなには、【パラライズ】を付ふ与よしたスタンロッドを持たせているので、受験者を傷つけることはないはずだ。倒しても見どころがあればそのまま見逃せばいいし、無ければバッジを奪って転移させ、失格にしてしまえばいい。

　この『鬼』役に諸刃姉さんも参加したがったが、なんとかなだめすかして辞退してもらった。まったく冗じよう談だんじゃない。誰だれ一人ひとり合格者を出さない気か。

「さて、僕ぼくも入るとするか。じゃ、何かあったらスマホで連絡を」

「わかりました」

「いってらっしゃーい」

　折り目正しく頭を下げるニコラさんと、腕をブンブン振るノルンさんに見送られて、僕は鬱うつ蒼そうと茂る森の中へと足を踏ふみ出した。







◇　◇　◇







「さて、森に入ったはいいがどうしたものか」

　とりあえず水を確保しないといかんか。森に入る時に渡わたされた水筒を手に、水源である川を目指すことにする。確か森の北からやや東南へ流れていたはずだ。

　森を歩き始めると他の受験者も同じように考えたのか、ちらほらと前を歩く姿が見える。

　しかし視界が悪いな。こうも木が多いと……おっ、兎発見。……したはいいが、現在、僕の腰には普通の剣しかぶら下がっていない。

　結界内は魔法が使えないということになっているので、建前上、魔法を使うわけにもいかないし。

　実は僕らブリュンヒルドの人間は、結界の効果から除外されているので、魔法を使える。だけど、どこで誰だれに見られているかわからないしな。【ストレージ】から弓矢とか取り出すわけにもいかないし。

　あれが魔獣ならこっちへ向かって攻撃してきたりするんだが。こうも木が多いと逃げられるか。面倒だし仕方ない、諦あきらめよう。まだお腹なかも減ってないし。っていうか、【ストレージ】に食べ物も入ってるんだけどね。たっぷりと水の入った樽たるもあるけど、受験者として川へ行かないのは不自然だろうしな。

　今回の試験は一応、戦闘をする騎士に加え、城の警備騎士、町の警けい邏ら騎き士し、椿さん配下の隠おん密みつ騎き士し、そこらがメインだ。内勤は後で募ぼ集しゆうするか、今回合格者で使える者がいたなら採用するつもりである。魔法部隊とかは今のところそんなに必要ないし。

　最低でもこのサバイバルを生き抜けるくらいの能力はほしいところだなあ。戦い抜くのもよし、逃げまくるのもよし。ルールの中で、三日間森に居続けるという目的を達成してほしい。

　そんなことを考えながら歩き続けると、水の流れる川の細流せせらぎが聞こえてきた。

　林を抜けると石の転がる河原の先に、川が流れていた。川かわ幅はばは六メートルほどで渡れないほどじゃない。それほど深くもないようだ。

　さっそく水筒に水を入れて、ついでに一口飲んでみる。うん、美味うまい。

　周りを見ると、同じように水を手に入れた受験者たちがたむろしている。ここなら見晴らしもいいし、川もあるから便利だしな。だけど、それだけ目立つから『鬼』に発見されやすい。

　水筒には水を入れたし、もうここにいない方がいい。それをわかっている奴らはすでにここを離はなれている。

　いつまでもここにいるこいつらは合格できるか危ないな。

　再び森の中へ入り、高い木の上に登る。さて、と。

「【ロングセンス】」

　視覚と聴ちよう覚かくを飛ばし、周囲を探さぐる。何人か固まって動いている奴らと、単独で動いている奴らがいるな。

　お、僕と同じように木に登っている奴がいるぞ。顔は覆ふく面めんをかぶっていてわからないが、黒ずくめでまるで忍にん者じやだな。……あれ？　こっちを見てる？

　まさか。一キロは離れてるし、障害物だってあるのに？　あ、手を振ってる。なんとなしに僕も振り返かえすと向こうもなんか驚いているようだった。自分から手を振ったんだろうに、変な奴だな。向こうもこっちが見えているか確認したかったのかな？

　忍者だとしたらなにかの忍にん術じゆつだろうか。それとも魔眼持ちか？　忍者だし、椿さんの推すい薦せん者しやかな。

『お、鬼だ！　ぐあっ！』

『くっ！　うわあっ！』

『にっ、逃げろっ！』

　不意に聴覚に飛び込んできた声に意識を戻し、声がした河原の方へと視覚を向ける。

　河原でたむろしていた奴らが、鬼の仮面をつけたウチの騎き士し団だん員いん二人に次々とやられていた。スタンロッドを振り回まわし、バッタバッタと薙なぎ倒たおしていく。っていうか、アレ馬場の爺さんと山県のおっさんだろ……。

　二人はヒャッハー！　って感じで、情け無用に受験者たちを倒し、バッジを奪っていく。その様は山さん賊ぞくそのものだ。似合い過ぎる。バッジを奪われた受験者は本陣へと転移され、そこには誰も残らなかった。見どころのある人材は一人もいなかったようだ。

　悲鳴を聞いた他ほかの受験者たちは、逃げる者、様子を窺うかがいに行く者、じっと身を潜ひそめる者、様々な動きを見せた。

　さっきの覆面もいつの間にかいなくなっている。素す早ばやいな。やっぱり忍者かな。

　そのうち河原の受験者を狩り尽つくした二人の鬼は、再び森の中へと消えて行った。

『ヤツは右目が潰つぶれている！　そちらから回れ！　常に死角から攻撃をしろ！』

　お？　またどこからか声がした。視覚を飛ばすと河原からだいぶ離れた反対側の森の中で、三人の受験者がキングエイプと戦っていた。いや、キングエイプより一回り大きいな。亜あ種しゆかな？

『足を狙ねらえ！　まずは動きを封ふうじるんだ！』

　三人のリーダーと思われる男は、二十歳はたち過ぎの短い金きん髪ぱつの男だった。古いが結構上物のブレストメイルを身に付けている。なかなか的確な指示を飛ばしているな。おそらくは即そく席せきのパーティーだろうに、うまくそれぞれの特性を活いかしているようだった。

　しばらくそいつらの狩りを見ていたが、やがて見事にキングエイプの亜種を討伐した。

　しかもあのリーダーはちゃんと周りに注意しながら戦っていた。おそらく『鬼』の襲しゆう撃げきを警けい戒かいしていたのだろう。実は受験者が魔獣と戦っている時は『鬼』に襲われることはないのだが、きちんと気を配っていたようだ。あの男は合格するかもしれないな。

　とりあえず木から降りて南の方へ歩くと、今度はなにか這はいつくばって、地面を掘ほっている少年に出会った。

「……なにしてるんだ？」

「!?　……あ、ああ、食べ物、食べ物を確保しようと思ってさ」

　僕が声をかけると鬼と思ったのか、少年は一いつ瞬しゆん、ビクッとしたが、同じ受験者だとわかると安あん堵どの息を吐いた。

「食べ物って？」

「え？　あ、こ、この蔓つるはダイダラヤマイモの蔓で、今の時期なら地面の下のイモが食べられるんだよ。もう三ヶか月げつもすると毒性が出てきて食べられないんだけど」

「へえ……」

「お、鬼に見つかるから火はおこせないし。なら、こういうのを見つけるしかないと思って。た、食べられる野草や木の実もここには結構あるから」

　ああ、そうか。兎とかを捕つかまえても焚たき火びをおこせないんじゃ……。生で食うわけにもな。食えないことはないかもだけど、ちょっと抵抗あるなあ。

　少年の手元には色々な野草が摘つんであった。木の実や果物らしきものもいくつかある。何種類か見たことのある物もあった。ずいぶんとそういったことに詳くわしそうだな。

「こ、ここから南の方にパシモの木があったから行ってみるといいよ。僕は少しだけしか取ってないから、まだあるはずだ」

「ん、ありがとう。行ってみるよ」

　ここにずっといたらなんか彼かれのイモを狙っているみたいなんで、僕はその場から離れた。

　芋いも掘ほりの彼と別れ、言われた通り南の方へ行ってみると確かにパシモの木があった。パシモは柿かきに似た、梨なしのような食感の食べ物だ。食料は【ストレージ】に入っているから、一個だけもいで食べる。美味い。ん？

「ッ!?」

　突とつ然ぜん背後の茂みから飛び出だしてきた者が、握にぎり締しめた拳こぶしを僕へ目め掛がけて放ってきた。

　間かん一いつ髪ぱつでその拳を躱かわし、食べかけのパシモを投げつけて距きよ離りを取る。危なっ！

　襲しゆう撃げき者しやは黒装束に口から上は鬼の仮面をつけていた。長い銀髪が風に揺ゆれる。身体つきから見てまだ少女といった……あれっ？

「はあああっ！」

「だーっ！　ちょっと待った！　君、エルゼだろ！　僕だよ、僕！　冬夜だよ！」

「……冬夜？」

　僕へのボディブローを繰くり出していた拳が寸前でピタリと止まる。あぶなっ！　鳩尾みぞおちギリギリ！

「【ミラージュ】で変装して受験者として参加するって話したろ!?」

「あっ、そういえば」

　忘れてたな……。昨夜、食事の時に試験内容について話したら、エルゼ、八重、ヒルダの三人が自分たちも参加したいと言い出したのだ。

　僕のように受験者としてではなく、もちろん『鬼』として。

「いきなり食事中に背後から襲うってのはどうなんだ……？」

「あれぐらい躱せなきゃウチじゃやってけないわよ。そんなのが諸もろ刃は義姉ねえさんのシゴキ……もとい、訓練に耐えられると思う？」

　そう言われると確かにそうだけども。少なくともある程度の実力と根こん性じようがある奴じゃないとついていけないからな、ウチは。

「それに別に本気でやってないし。本気なら【ブースト】を使ってるわ」

「……試験中は使うなよ。さすがに相手が怪我けがをする」

　いや、あのガントレットで殴なぐられたら怪我の一つもするかもしれないけどさ。一応回復魔法を使えるスタッフも揃そろえてあるから大おお事ごとにはならないと思いたい。

「じゃあ、あたしは次の相手を探すから。冬夜もちゃんと仕事しなさいよ」

「はいはい」

　やれやれ。頼たのもしいやら、怖こわいやら……。

　とりあえず再び近くの木に登り、【ロングセンス】で辺りを監かん視ししながら夕方まで過ごした。そこかしこで鬼が受験者を襲い、また、魔獣に襲われたりしている。今のところ、鬼のみんなにも受験者にも怪け我が人にんは出ていないみたいだ。

　すでに何人かは失格しているが、まだまだだな。だいたい五百人以下にはしたいところだが、さて。










　陽ひが暮れてきた。ここからが本番だ。

　僕はスマホの検けん索さく機能で周りに誰もいないことを確認し、【ミラージュ】を解除して、【ストレージ】から鬼の仮面を取り出した。それを被って衣装も黒ずくめの物に着替えると、木々の間を枝から枝へと飛び移り、森の中を駆かけ抜けていく。

　森の向こうで明かりが見えたので、【ロングセンス】を飛ばすと、焚火の周りに多くの受験者が集まり、周りを警戒しながら、捕まえた獲え物ものを焼いて食事をとっていた。

　なるほど、あれだけの人数が集まっていれば、鬼もそう簡単には手を出せないと考えての行動か。食事をとる集団を囲んで、言わば護衛の集団が外周に気を配っている。

　確かにちょっと手を出しづらいかな。いや、ウチの騎士団員が本気になったら全ぜん滅めつできるけどね。

　とりあえず周りをスマホで検索すると、鬼たちが集まっているところがわかったので、そちらに急行する。

「お疲つかれ～」

「ッ!?　……なんだ陛下ですかい……おどかさないで下さいよ」

「気配を消して忍しのび寄よるなよ、大将。もう少しで飛びかかるところだったぜ」

　集まっていたみんなの背後から声をかけたら怒おこられてしまった。

　ここにはローガンさんと山県のおっさん、馬場の爺さんに、あ、ニコラさんもいる。あと何人か、全部で十人ほどだ。男ばっかりだな。

　まあいいや、気楽だし。騎士団は規律だ！　みたいな方針よりウチは家族や仲間のような集まりだからな。だいたい規律によって縛しばり付つけなきゃいけない人材ならユミナの面接で弾かれてるし。

「それでどう？　めぼしい人材は見つかった？」

「何人か鍛きたえりゃものになりそうなのはいたな」

「私もなかなか見どころのある者を何人か」

　馬場の爺さんとニコラさんが答える。なるほど。それなりに使えそうな人材はいるみたいだな。僕も忍者に鎧よろいの男に芋いも少年と、使えそうな人材はいたけど、あれから鬼のみんなに狩られちゃったかもしれないなあ。特に芋少年はあまり強そうじゃなかったし。

「ところでこれからどうする？　あの集団を襲う気かい？」

「んー。こっちは十人だしなあ。向こうは百人くらいいるだろ？　勝てねえことはねえだろうけど、手加減できねえ。一人一人の資質を測るのは無理っぽいぜ？」

　山県のおっさんが腕うでを組んで唸うなる。確かにそれじゃあ本ほん末まつ転てん倒とうだな。相手に合わせて戦ってると、囲まれたりするからなあ。問答無用、一いち撃げき必殺で倒した方が楽だろうけど、それだと本来の目的が、ね。

　他にも鬼はいるけれど、わざわざ全員集めて襲いかかるほどじゃないし、あの焚火のやつら以外にも受験者はまだまだいるわけだし。

　しかし、あんな派手に火を使っているのは、襲われる覚かく悟ごはできてるのかね？

「陛下ならどうします？」

「僕？　そうだなあ……ちょっと手を出して、わざと負けたふりをして逃げる。で、数人で追いかけてきたら、そいつらを待まち伏ぶせて倒す、ってのは？」

「おいおい、そんな手に引っかかるかあ？」

「いや、引っかかるような奴はどっちみちウチには要いらんだろ。引っかからなけりゃ、それはそれで判断の材料になる」

　馬場の爺さんの言う通り、どっちかと言うと引っかからないでくれた方がいいわけだけど。スマホの【ロングセンス】で、向こうの焚火を囲っている奴らのところを画面に映し出す。

「きちんと周りに気を配っている者もいれば、気を抜ぬいている者もいますね」

　ニコラさんの言うとおり、緊きん張ちようしながらも辺りを窺っている者もいれば、あくびをしたり、隣の奴とおしゃべりをしてる奴もいる。これはあれかな、人数が多いからって余よ裕ゆうぶっこいてるのかな。……おや？

　なにやら焚火の方へやってきた同じ受験者を、焚火を囲っていた十数人が追おい払はらうようにしている。気になったのでスマホのボリュームを上げてみた。

『ダメだダメだ！　あっちへ行け！　ここはもう満員なんだよ！』

『なんでよ！　別に食事をくれって言ってるわけじゃないでしょうが！　ちょっと火を使わせてほしいだけよ！』

　あちらからやってきた受験者は亜人と魔族の男女が二人ずつ。手には何なん匹びきかの兎を持っているみたいだ。あれを焼かせてもらおうと思って来たのかな。ここなら鬼に襲われる確率が低いからな。

「獅し子し族の獣人と有翼族、それに魔族の方はワードッグとアラクネー……ですかね」

　ニコラさんが画面を見て呟つぶやく。へえ。獣人の方はともかく、魔族の方は初めて見る種族だな。

　ワードッグってのは狼の獣人であるノルンさんみたいに、人間に狼の耳や尻尾しつぽが生えた形ではなく、頭から尻尾まで、まるっきり犬人間だった。全身が毛で覆おおわれていて、まるで狼おおかみ男おとこである。人間に変身はしないし、狼じゃなく犬らしいけど。

　アラクネーの方はショートの黒髪を眉まゆ毛げの上で真まっ直すぐ切りそろえた、いわゆる姫ひめカットと言われる髪かみ型がたの女性で、なかなか可愛かわいらしいが、その背中からは蜘蛛くものような足が数本生えていた。下半身蜘蛛タイプじゃないんだな。あと眼が赤い。

『とにかくどっか行けよ！　お前らみたいなのがいると、臭においで魔獣が近寄ってくるかもしれないだろ！』

『そうだそうだ！　獣けもの臭いんだよ、お前らは！』

『お前らが襲われるのは勝手だけど、俺おれたちまで巻き込むんじゃねえよ！』

『なっ……！』

　焚火の周りにいた男たちに殴りかかろうとした獅子族の女性を、ワードッグの青年？　が、肩かたを掴つかんで止める。静かに首を横に振るワードッグを見て、獅子族の女性は拳を下ろし、有翼族の男性とアラクネーの女性を連れて、その場から去って行った。

『ちっ、なんであんな奴らが受験者にいるんだよ。ゼノアスとかミスミドに引っ込んでればいいのによ。募集条件が緩ゆるすぎるぜ』

　吐き捨すてるように追い払った男が口を開く。

『ブリュンヒルドはできたばっかだから人材不足なんだろ。だから獣人でもなんでも使おうってのさ。獣人どころか魔族もいるなんてよっぽどだ』

『団長も獣人だしな。獣人が団長になれるなら、ちょっと手て柄がらを上げれば俺たちも貴族とかにすぐなれるかもな』

『バーカ、お前が貴族なら俺なんて大臣になれらあ。国王からして冒ぼう険けん者しや上がりだからな。この騎き士し団は全然騎士団らしくないし、カッコだけなんだよ』

　笑いをこらえるようにその場にいた奴らが声をひそめるが、僕のスマホはきっちりとその声を拾っていた。

『そう言うなって。だから俺たちが入って真の騎士団ってやつにしてやるんだよ。あんな獣人たちが幅はばを利かせるなんて、騎士団としてみっともないからな』

『お？　騎士団長目指しちゃいますか？』

『なっちゃおうかなー。ちゃんとした騎士が増えれば亜人なんて要らないだろうし。訓練とかで団長、副団長を打ち負かせば、簡単に新団長になれんじゃね？　やっぱ世の中、実力でしょ』

　ギャハハハハ、とバカみたいにふざけながら、そこにいた数人の男たちが笑い合う。逆に、画面のこちら側は笑いなんてひとつも起こらなかった。

「……あいつら要らない」

「ですね」

　僕のつぶやきに狐きつねの獣人であるニコラさんが画面の中で笑い続ける男たちを凝ぎよう視ししていた。ニコラさんは団長のレインさんとは、この国に来た時からの付き合いだ。腹に据すえかねるものがあるのだろう。拳を握りしめて画面の奴らを睨にらみつけていた。

　まだこういう勘かん違ちがいの輩やからがいるんだなあ。人材不足だから亜人を使っているとか、勘違いも甚はなはだしい。

　亜人や魔族たちはあまりミスミドやゼノアスから出たりしないし、数も少ないので、地方によっては彼らと関かかわる人間が少ないところもある。

　そのため、魔族＝魔獣の仲間、亜人＝蛮ばん族ぞく、みたいな下らないイメージを持っている者が今でもたまにいるのだ。

　獣人にいたっては、過去に下等な生き物とされ、侮ぶ蔑べつの対象だったという歴史もある。卑いやしい野や蛮ばんな種族だとか言われて、奴ど隷れいのように扱われた時代もあったらしいからな。

　ミスミドができた今じゃ、そんな考えを持っている奴らの方が少数派だ。

　魔族にいたっては目にする機会もほぼなく、未知の恐きよう怖ふからくる差別なのかもしれないが、どっちにしろそんな奴らはウチにゃ必要ない。

　確かにウチは特殊だ。騎士団らしくないって言うならその通りさ。

　だけどそれがどうした？　国王からして王様らしくない奴がやってるんでね。今いま更さらすぎる。騎士団らしい騎士団がいいなら他所の国へ行けばいい。くだらない。

　確かに初めは人材不足でレインさんたち三人に騎士団を押おし付けたが、彼かの女じよたちは血の滲にじむような訓練をこなし、他の団員たちと一丸となってこの騎士団を作り上げてきた。

　諸もろ刃は姉さんに鍛えられてからは、実力だって、八重やヒルダに迫せまるほどだ。生半可な実力者じゃウチの団長、副団長に太刀たち打うちなんかできないぞ。

　今や騎士団内なら間ま違ちがいなく馬場の爺さんたちをも抜いて、トップ３だからな。その実力は剣神である諸刃姉さんのお墨すみ付つきだ。

　ま、見た目だけで侮あなどるような奴らはウチにゃ要らない。

「叩たたきのめすなら力を貸すわよ」

　森の中から新たな鬼が三人現れた。髪型などからエルゼ、八重、ヒルダとすぐにわかる。聞いていたのか。

「叩きのめすって……。まあ、そうするつもりだけど」

「仲間を悪く言われては黙っておれぬでござる」

「ええ。騎士を志すに相応ふさわしく、性根を直してあげましょう」

　どうやら三人とも怒っているようだ。この三人は騎士団の団員ではないが、いつもみんなと一いつ緒しよに訓練に励はげんでいる。仲間意識は騎士団員たちとなんら変わることはない。それは僕も同じだが。

「んじゃ、あいつらにはご退場願いますかね」

　僕の言葉に目の前の鬼たちが一いつ斉せいに頷いた。異論はないらしい。ま、当然か。

「とりあえず、この中からどいつを排はい除じよするのか決めた方がいいわね」

「まず、こいつらは問題外だな。さっきからぺちゃくちゃお喋しやべりばっかりだ。緊張感が足らん」

「こいつとこいつはちゃんとあたりを警戒して気を配ってる。今回は見逃してやろうぜ」

「この三人は……判断に迷いますね。戦ってから決めましょう」

　誰を見逃して誰を失格にするか、この時点で粗あら方かた決めておく。問答無用で失格にする者、あるいは見逃す者は一撃で沈しずめてもいい。あとでバッジを奪うか奪わないかすればいいのだから。

　判断に迷うものはそれなりに戦ってみて、最低レベルを超こえていたら見逃す、それ以下なら失格という風にする。ま、最終的にはみんな気絶させるわけですが。

　作戦としては全員潰す方向でいくわけで。

　特にあの差別的な連中は、遠えん慮りよする必要性を感じないけどな。ま、これは試験なんだから、いたぶらずにさっさと退場してもらうことにしよう。

「そんじゃ行きますか」

　みんなはそれぞれ得意な剣や槍やりの長さのスタンロッドを手に持ち、仮面をかぶって立ち上がった。

　打ち合わせ通りに焚火周辺の森の中で三方に分かれた。一斉に奇き襲しゆうをし、まずはすでに失格者と決めた者たちを一撃で片付ける手て筈はずになっている。

　それぞれ持ち場に着くと、馬場の爺さん、ニコラさん、僕の三人が持つスマホで時間を合わせ、決められた時間ピッタリに三方向から飛びかかる。

「……３、２、１、０！」

　僕らは一気に焚火をしている奴らへ向かって森の陰かげから飛び出して行く。

「っ！　鬼だっ！」

「襲撃！　襲撃だっ！　迎むかえ討うて！」

「こっ、こっちからもだぞ!?」

「向こうからも!?」

　警護をしていた者たちが一斉に声を上げるが、大たい概がいの奴らはすぐに反応できず、手間取っていた。

　自分の剣を慌あわてて抜こうとした受験者の腹に、すれ違ちがいざまスタンロッドを叩きつける。遅おそい！　警戒をしていた者と、いなかった者、その差がこういうところで出てくる。

「ぐはっ!?」

「ひいっ！」

「うごえっ!?」

　バタバタと受験者がわずか十数名ほどの鬼に倒されていく。

　中には女性の受験者もいたが、これも仕事なんで申し訳ないが問答無用で倒していく。それでも心持ち軽い打だ撃げきで。男は遠慮しないが。

「くっ！」

「お？」

　へえ。手を抜いていたけど、あの初撃を受け止めた。まあ、二撃目で沈んだけど。一応番号は覚えとくか。こいつは残しておこう。

　そんな感じに見極めながら倒していくと、向こうの方で例の獣人と魔族たちを追い払った奴やつらが、二メートルほどの棍状のスタンロッドを持ったニコラさんと対たい峙じしていた。

「くっ！　オラァ！」

「……なってないな」

　飛びかかってきた奴の腹にニコラさんの容よう赦しや無ない突つきが入る。

「ぐほえぇ!?」

　吹ふっ飛とんだ男は白目を剥むいてその場に倒れ、気を失った。アレ、スタンロッドの効果なくても気絶すんじゃ……。

「くっ……！」

　ニコラさんに気け圧おされるように、男たちがじりじりと後ろに退さがっていく。

「……どうした？　獣人一人にこれだけいて何もできないのか？　口ばかりだな」

　仮面を被り黒装束を着ているニコラさん。頭の上に出ている狐耳は頭ず巾きんでなんとか隠かくせても、フサフサの尻尾までは隠せない。当然、相手にも獣人だってことはわかってるはずだ。

　ウチの獣人で狐系ってのはニコラさんしかいないから、調べりゃ誰かってのはバレバレですが。じゃあ鬼おにの格好なんて意味ないじゃんと言われれば、そこはまあ、様式美としか。

「と、取り囲んで一気にかかるんだ！」

「ほう」

　ニコラさんを六人ほどの受験者が取り囲む。それに馬場の爺さんや、エルゼたち、他の鬼たちも気付いていたが、あえて助けるための手を出さない。必要ないからな。

「らああああああああっ！」

「くらえぇぇっ！」

　一斉に繰り出される武器よりも速く、ニコラさんは棍を地面に立てて、それを軸じくに真上へと飛び上がる。

　そのまま取り囲んだ奴らの外へと着地すると、必殺の突きを次々と繰り出し、戦せん闘とう不能にしていった。

「がっ!?」

「ぶふうっ!?」

　腹に一撃を食くらった一人は、食事後だったのか、倒れる前に消化の終わってない胃の中身を地面にぶちまけて、ご丁てい寧ねいにその中へと顔面を沈めた。うわ。

　ニコラさんに一撃を加えることもできずに受験者たちはその場に次々と倒れていく。無む慈じ悲ひ過ぎるその戦いぶりはまさに鬼だ。鬼がいてはる。

　最後の一人に向けて、ニコラさんが歩を進める。

「ひ……っ！」

「ブリュンヒルド騎士団をあまり舐なめないことだ。視野の狭いお前たちが入れるほどぬるくはない」

「わあああああっ!!」

　斬きりかかってきた受験者を難なく躱し、棍の一撃をその頸くびへと見み舞まう。痙けい攣れんし、白目を剥きながら最後の一人が地面へと沈んだ。

　辺りを見回すとほぼ片付きかけていた。僕はニコラさんへと近寄り声をかける。

「や、お疲れお疲れ」

「……ちょっとムキになってしまいました。申し訳ありません。まだまだ修しゆ行ぎようが足りないようです……」

「いいんじゃない？　僕ら今は鬼なんだし。僕だったら素すっ裸ぱだかにして全員木に吊つるすけど」

　ちょっと落ち込んでるのを慰なぐさめる意味も込めて、冗談を言ったんだが、ニコラさんは引きつった笑いを浮うかべるだけだった。あれえ？　本気にしてます？

「冬夜殿どのならやりかねないでござるからな……」

「っていうか、あんた前に絡からんできたゴロツキ冒険者たちを本当にひん剥いて、街道で逆さ磔はりつけにしたわよね？」

　古い話を……。あれは逆さか恨うらみに君たちを人ひと質じちにしようとしたクズだよ？　当然の報むくいじゃないか。

「終わりましたよー」

　ヒルダの声に周囲を見み渡わたすと、焚火の周りに集まっていた受験者は一人残らず気絶させられていた。僕と博士の作ったスタンロッドは麻ま痺ひさせるだけじゃなく、意識を刈かり取とることもできる。個人の魔ま力りよく抵てい抗こう値ちや肉体の頑がん強きようさによって、効果の効き易やすさはあるみたいだが。

　鬼のみんなはそれぞれ自分の倒した奴らからバッジを奪うばったりしていく。見どころのある奴は今回は見逃すことにしていたが、それでも百人ぐらいのうち十人もいなかった。

　一応、三十分ほどで目を覚ますはずだ。気絶中に他の受験者にバッジを奪われるなんてことがあってはならないので、鬼のみんなは全員森の中へ戻もどり、意識が戻るまで遠目で監視する。

「ここは我々が見ていますので、陛下は別の受験者のところへ行って下さい」

「そお？　じゃあ行ってくるか」

「私わたくしたちはそろそろ城へ戻りますわ。みんなも心配しているでしょうし」

　さすがにヒルダたちを徹てつ夜やで付き合わせるわけにもいかないので、【ゲート】で城まで送り届けた。

　ニコラさんの言葉に甘あまえて、僕はその場を離れ、他の受験者を捜さがしに行くことにする。

　夜の森の中を、木の枝から木の枝へと飛び移っていく。今更だけど僕ってこんなに夜目がきいたかな。集中すると闇やみの中でも結構見える。変な能力に目覚めつつあるなあ……。

　その日の夜は受験者を襲おそっていた魔獣を何匹か倒したり、（魔獣を倒せないレベルの受験者も倒したが）森の中に仕し掛かけられた罠わなにはまった受験者たちを助けたりして、（もちろんかかった奴らは失格）なんとか朝を迎えた。
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　そんなサバイバルの三日間がようやく過ぎ、受験者の付けていたバッジから騎士団長レインさんの声が響ひびいてきた。

『試験終しゆう了りよう時間だ。おめでとう。現時間をもって、バッジを所持している者は第二試験の合格者とする。バッジを外し、本ほん陣じんへと転移されたし』

　森の中から次々と合格者が本陣へと転移していく。もちろん僕もバッジを外し、本陣へと転移した。

　本陣ではすでに転移した合格者たちが、番号と姓せい名めいを告げている。この後の面接は二日後だ。

　合格者に目を向けてみると、僕ぼくが目を付けた忍者、鎧の男、芋少年の姿もあった。芋少年はよく生き残ったな……。かなりやつれているけど、ずっとどこかに隠れていたのかもしれない。

　それと、例の焚火から追い払われた獅子族の女性と有翼族の男性、ワードッグの青年に、アラクネーの少女も合格していた。よかったよかった。

　一応、森に残った者はいないか検けん索さく魔ま法ほうで確かく認にんする。うん、全員帰き還かんしているようだ。

　すすっと合格者のフリをして、僕に近付いてきた椿つばきさんに、それとなく合格者人数を聞く。

「合格者人数は四一六人です。ここから二日後の面接でだいたい一五〇人までに絞しぼります」

「ユミナにも手伝ってもらうから、その時に怪あやしい奴やいかがわしい考えを持った奴は落とされるだろうけど、一五〇人も残るかどうかが問題だね。だからって不適合な人間を採用する気はないけど」

　言ってみればここからが本番だ。ウチの騎士団に相応ふさわしい人間かどうかじっくりと判断させてもらう。

　博士に嘘発見器キーラーポリグラフは貸してもらったし、ユミナの魔眼と合わせれば、その本ほん性しようを知ることも難しくないだろう。

　ちなみに嘘発見器をお披ひ露ろ目めした時、婚こん約やく者しや達たちみんなに様々な質問を投げかけられた。もちろんヤバイ質問には答えませんでしたよ!?

　嘘か本当かを判断する魔道具アーテイフアクトなので、答えなきゃ反応はしないし。黙もく秘ひ権けんです！

　胸は大きい方が好きかとか、好みの下着の色はとか、そんなことを答える必要は無いはずです！　みんなのことを好きかという質問だけは答えさせられましたが。

「そういえば、合格者の中に忍者っぽい奴がいたけど、あれって椿さんの推薦者？」

　騎士団の幹部クラスには、誰だれか推薦者がいたら声をかけておいてくれとは言ったが、一応試験は一緒に受けてもらった。実力があれば合格できるはずだし、推薦者と言っても面接で少し有利になる程度でしかない。

「その一人かもしれません。私が声をかけたのはイーシェンの忍びたちでして。この間の秀ひで義よし事件で、いくつかの家がお取り潰しになり、路頭に迷った者が何人かいたので声をかけさせていただきました」

「え？　何人かって一人じゃないの？　全員忍者？」

「はい。甲こう賀がと伊い賀が、それに風魔が一人ずつ」

　甲賀と伊賀？　それに風魔って。ずいぶんとまあ流派がバラバラですな。それに伊賀と甲賀って仲悪いんじゃないのか？

　そんな質問を椿さんにすると、別にそんなことはないとのことだった。個人のレベルで互たがいにライバル視している者もいるだろうが、その二人は違うとのこと。もともと同じ家に仕えていたとかで、その家がお取り潰しになり、こちらへ流れてきたらしい。その家がどうも羽は柴しば側だったみたいで。

「うーん、あの戦いには僕も一枚噛かんでいるしなあ。複雑な気分だけど……」

「二人は仕えていた真田家を離れ、新たな仕官先としてブリュンヒルドへ来たわけですから、陛下が負い目を感じる必要はないかと」

「そうは言うけど…………真田？」

　真田って……真田家？　真田に仕えていた甲賀と伊賀の忍者……って、まさか。

「その二人の名字ってひょっとして、猿さる飛とびと霧きり隠がくれとか……」

「え？　そうですが……なぜおわかりに？」

　マジっスか。
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「よろしい。結果は明後日、城の前にて張り出す。全員下がってよし」

「「「「「はっ」」」」」

　騎士団長であるレインさんの声に面接の終わった五人が返事をして、部屋を出て行く。

　全員が部屋を出たのを確認して、まずはユミナが口を開いた。

「この人とこの人と、この人。この三人はダメですね。そのうち二人は野心が透すけて見えます。いずれ他の者を押しのけて、という考えをするようになるでしょう。残りのこの人は反骨心が強過ぎます。自分の意思にそぐわない命令を都合のいい理由を付けて平気で破るでしょう。手柄を上げれば命令無視も許されると考えてそうです。和を乱す原因となりかねません」

「私も勘かんですが、そのように感じました。それにどうも三人とも言葉の端はし々ばしに傲ごう慢まんさが滲み出でているようにも……。いくつか嘘をついていましたし」

　ユミナとレインさんの言葉を聞きながら、リストの名めい簿ぼにあるその三人の名前に斜しや線せんを引いた。失格、と。

「残りの二人はどうだった？」

「そうですね、返答が多少どもりがちでしたけれど、正直に答えていましたし、悪い気質は感じられませんでした。大だい丈じよう夫ぶでしょう」

「確かに。真ま面じ目めすぎて、いささか失敗しそうではありますが、充じゆう分ぶんに合格基準を越こえているかと」

　そんじゃこの二人は合格、っと。

　サバイバルから二日後、城の一室で受験者の面接が行われた。

　面接官は僕、ユミナ、騎き士し団だん長ちようのレインさんだ。僕は相変わらず【ミラージュ】で姿を変えているが。

　サバイバル試験の合格者を五人ずつ、順番に面接する。一回十分としても、八十回以上面接しなければならないので、二日に分けているが、それでも大変な作業だ。

　かと言って、手を抜くわけにはいかない。妙みような奴を騎士団に入れて、迷めい惑わくを被こうむるのは僕らではなく、国民のみんなだ。

　何よりもウチの騎士団員として求めるのは、『国のため』ではなく、『国民のため』に働けるか、ということだからな。『王のために』とか『名めい誉よと誇ほこりのために』なんてのはいらない。

　なんなら僕が悪政をして国民を苦しめた時、僕を倒たおそうとするくらいじゃないとね。もちろんそんなことしませんが。

「よし、っと。じゃあ次の五人呼んでー」

「はい」

　僕がそう促うながすと、扉とびらの横に控ひかえていたダークエルフのスピカさんが受験者たちを呼び込む。扉の横にはラミアの双ふた子ご、ミュレットとシャレットも控えていた。

　三人には悪いが、受験者の判断材料のひとつになってもらっている。

　部屋に入ってきた五人のうち、三人が魔族の彼らを見るなり眉まゆを顰ひそめたのを僕らは見ていた。残りの二人は驚おどろいてはいたが、その表情には侮蔑の色はない。興味は持っているようだったが。スピカさんは美人だし、ラミアの双子は下半身が蛇へびだしね。
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　この時点で眉を顰めた三人にはあまり関心が無くなる。それでも一応、全員に当あたり障さわりのない質問を投げかけ、中には核かく心しんをつく質問を織り交ぜて、嘘発見器キーラーポリグラフの反応を確認した。

　嘘をついているのもあれば、正直に答えているのもある。なにも僕は、全部正直に話せと思っているわけではない。多少の嘘は仕方がない面もある。相手によく思われようとか、答えたくないことだってあるだろう。嘘も本当も織り交ぜて、こちらでそれを判断の材料にするだけだ。

　五人を退室させて、ユミナたちと話し合うが、やはり顔を顰しかめた奴らはやめた方がよさそうだった。ユミナ曰いわく、傲慢さと虚きよ栄えい心しんが強く感じられたとか。残りの二人の片方も出身地とか履り歴れきとか誤ご魔ま化かしてたし、嘘が多かった。さすがに平然とこれだけの嘘を並べ立てる者を採用する気にはならない。リストの五人のうち、四人に斜線を引いて、残った一人を合格にする。

　ふたたびスピカさんが次の五人を迎え入いれた。お、や。

　入ってきた五人のうち、二人は僕が見つけた鎧の男と芋少年だった。

　二人とも魔族であるスピカさんたちを見て驚きはしたが、それだけだった。芋少年の方はガッチガチに緊張していて、それどころじゃなかったのかもしれないが。

　二人は番号が近かったのか、左ひだり端はしとその隣となりに並んで座すわった。

　えっと……短い金きん髪ぱつで鎧の青年がランツ・テンペスト、芋少年がカロンか。

　ランツ・テンペスト。出身地は騎士王国レスティア。下級騎士の三男。レスティア騎士団に兄二人がいる、か。

「なぜ我わがブリュンヒルドに？」

「はっ。かねてより公王陛下のご活かつ躍やくと騎士団のお噂うわさを聞いておりました。ブリュンヒルドにおける竜退治はレスティアまで響いております。そんな騎士団で、私も微び力りよくながら力を尽つくしてみたいと思いまして」

　目の前の僕がその国王とはわからないだろうが、嘘はついてないな。でもまあ一応、聞いておくか。

「レスティアではなく、ブリュンヒルドの騎士となるわけですが、そこは大丈夫ですか？」

「ブリュンヒルドの公王陛下はレスティア騎士王国の王女、ヒルデガルド様との婚こん約やくが成されております。ブリュンヒルドはレスティアにとって友好国であり、また、剣を捧ささげたからにはブリュンヒルドの騎士として、全力で働く所存であります」

　嘘はついてない。本気のようだが、なんか固いな。騎士の家出身ってのはこんな感じなのかね。

　次に視線を芋少年、カロンへと向ける。

　カロン。出身地はベルファスト王国か。

「……鬼役を務めた団員からの報告によると、あなたは森の中で様々な食物を採取したようですが、そのような技術をどこで？」

「ぎ、技術っていうほどのものではっ、ものではなくて、家が薬師をやってまして、しょっちゅう森の中へ入っていたものでしたから、です、ハイ」

　緊張し過ぎ。言葉がなんかおかしいことになってるぞ。

　そうか薬師か。それであんなに植物に詳くわしかったんだな。使えるか、な。

「なぜ騎士団に入ろうと？」

「ぶっ、ブリュンヒルド騎士団では、農地開かい拓たくの方にも力を注いでいると聞いたので。そっ、それなら僕にも手伝えるかと思いまして。あっ、たっ戦いもそこそこできます。熊くまぐらいなら倒せます」

　マタギかい。まあ、あのサバイバルをくぐり抜けてきたんだし、それなりには戦えるんだろうが。鉈なたとか似合いそうな感じだけど。

　嘘もついてないようだし、この二人はアリ、かな。

　五人が退室した後、ユミナとレインさんに意見を聞くと、やはり僕と同じようにあの二人は採用しようという答えだった。

「ランツという青年の方は、町の警けい邏ら隊たいに欲ほしいですね。カロン少年は内ない藤とう様預かりで、東の開拓にうってつけの人材かと」

　レインさんも僕と同じ考えだったようだ。よし、二人とも採用、っと。

　次に入室してきたのは、あのサバイバルの時に追い払われた、獅子族の女性、有翼人の男、ワードッグの青年、アラクネーの少女であった。それともう一人革かわ鎧よろいの男がいたが、こいつは同席した他ほかの四人に対して、いい感情を持ってないようだったので、僕の中ですぐに興味を無くした。

　獅子族の女性がアシュレイ。

　有翼人の男性がバルス。

　ワードッグの青年がディンゴ。

　アラクネーの少女がリフォン。

　それぞれアシュレイはバルスと、ディンゴはリフォンと旅をしていたが、他国の噂で騎き士し団だん募ぼ集しゆうの話を聞き、すぐにブリュンヒルドへと向かったのだという。

　念のため、給料は安いってことを念ねん押おししたが、文句はないらしい。嘘発見器に反応はない。ホントに安いよ？　そのうち上げようとは思っているけど。

　その後もいくつかの質問をし、四人ともブリュンヒルドのために働いてくれると言うのは本心のようだった。

　五人を退室させてユミナに確認したが、問題はないそうなので、革鎧の男を抜いた四人を合格とする。

　その次の日も僕らは面接を続けた。僕ら潜せん入にゆう組は辞退したので、いくらかは数が減ったが、それでもかなりの量である。加えて手を抜くわけにもいかないので大変だったが。

　順調に合格者を決めていって、なかなかいい人材が集まった。

　そして最後の三人が……。

「猿さる飛とび焔ほむら、霧きり隠がくれ雫しずく、風ふう魔ま凪なぎ……」

　目の前に座る三人の忍しのび装束を着た少女たち。彼女らが椿さんが推すい薦せんした者たちだ。

　それぞれ猿さる飛とび左さ助すけ、霧きり隠がくれ彩さい蔵ぞう、風ふう魔ま弧こ太た郎ろうの娘むすめだとか。

　娘か……。本人が来るかと思ったわ。話を聞くとそれぞれの親父おやじ殿どのもいい歳としのようなので、引退するんだとか。

　年ねん齢れいは三人とも僕の二つ下で十五歳。エルゼやリンゼと同い年だな。第一印象は焔ほむらは明るい元気っ子。逆に雫しずくは落ち着いたクールな印象。凪なぎは、ぼーっとしてとらえどころのない感じだな。

　髪型も焔はショートカット、雫はロング、凪はセミロングのウェーブと、それぞれ特とく徴ちようが違う。得意分野も焔は体術、雫は隠おん形ぎよう術、凪は投とう擲てき術とそれぞれ違うが、それが得意ってだけで、一通りの忍にん者じやの修しゆ業ぎようは終えているらしい。

　ちなみにあの時は覆ふく面めんをかぶっていてわからなかったが、木の上にいた僕のことを見つけたのは焔だ。

「わかりにくいですけど、あたし魔眼持ちです。かなり遠くの物も見えます。ちょっとした障害物なら、それを飛び越えて見ることも可能です」

　確かに焔の右みぎ眼めは左ひだり眼めより茶色がかっていた。パッと見、わからないが。この能力に焔は『千里眼』と名付けているらしい。僕の【ロングセンス】を視覚のみに特化したようなものか。確かに忍者には便利な能力かもしれないな。

　彼女たちはその能力から、採用されれば椿さん率いる諜ちよう報ほう部隊に編入されるだろうが、それは大丈夫かと聞くと、問題ないとのことだった。

「私は変装術を得意としていますので、潜せん入にゆう捜そう査さ、または町などでの情報収集で力を発揮できればと思います」

　と、雫が答えれば、

「私はぁ、足が速いのでぇ、鬼ごっこでは負けませんよぅ」

　と、凪が答える。どうやらこの子はその足の速さで今回の試験をクリアしたらしい。

　にしてもこの凪って子、誰かに似ていると思ったら、うちのメイドのセシルさんだ。話し方も似てるし、確かセシルさんもナイフ投げが得意だったんじゃないかな。もともと彼女もベルファストに所属する諜報部隊の一員だったし。

『初めまして～。セシルです～』

『凪ですぅ。よろしくお願いしますぅ』

『うふふ～』

『えへへぇ』

　二人が出会うところを想像したら、なんか脱だつ力りよくしそうになった。二人とも優ゆう秀しゆうでは……あるんだろうけど。まさか生き別れの姉妹とか言わんだろうな。

　三人にはそれから一通りの質問をし、面接を終えた。嘘もついていないし、ユミナの魔眼でも問題はないようだ。椿さんの推薦もあるし、三人とも合格、っと。

　これで全員の面接が終わった。第二試験合格者四一六人中、面接試験合格者は一三一人。予定していた数より少ないが、あとは騎士団員ではなく、文官や書記官みたいなのを高坂さんの方で試験・面接してもらおう。

　ここから警備騎士、警けい邏ら騎き士し、隠おん密みつ騎き士しなどに本人の特性によって配属しなけりゃいけないな。何人かはもうすでに配属が決まっているが、それ以外の者はほとんど決まっていない。

　まあとりあえず合格者は決まったし、あとは入団式か。







◇　◇　◇







「皆みなさん合格おめでとう。国王として、ブリュンヒルド騎士団にあなたたちを迎えられることを嬉うれしく思う」

　新人騎士たちを前に壇だん上じようで挨あい拶さつする。初めて僕を見る者は少し驚いていたかもしれない。巷ちまたに溢あふれる噂では、最高ランクの冒険者にして竜殺し、古代文明の遺産・フレームギアを操あやつり、水すい晶しようの魔ま物ものを倒す英えい雄ゆうだとか言われてるらしいからな。

　それがこんな若造じゃ戸と惑まどうのも無理はないか。侮ったりはしてないところは、さすがユミナのお眼鏡にかなった者たちと言ったところだろうけど。

「さて、前回の試験でもやったが、君たちの実力を見せてもらいたい。ここにいる全員、僕と戦ってもらう」

　一いつ瞬しゆん、僕が何を言っているのかわからないという顔をした新人たちに対し、前回の合格者たちは『うわあ……』となんとも言えない声を漏もらした。

「またアレやるのか……」

「賭かけるか？　何人残ると思う？」

「賭けにならねえよ……」

「トラウマにならなきゃいいけど……」

　広い第二訓練場に移り、一対一三一の戦いが始まる。新人たちは木ぼつ剣けんや木刀、たんぽ槍などそれぞれ模も擬ぎ戦用の武器を持っていた。真しん剣けんでも構わなかったんだが、僕に対して気が咎とがめて、本気を出せないと困るしな。もちろん、触ふれされるつもりもないが。

　この戦いも実は彼かれらの配属先を決める判断材料になっている。騎士団の幹部連中が目を光らせているから、全力でかかってきてほしい。

「じゃあ始めようか。――――【アクセル】」

　向かってくる新人たちに向けて、僕は加速魔ま法ほうを発動した。










　前回同様、最後まで立っていられた者はいない。二十分後には一三一人の打ちのめされた新人たちが訓練場に転がっていた。

　僕は彼らに【メガヒール】と【リフレッシュ】をかけて、全快状態にしてあげた。このままじゃ困るからな。

　それに対して礼を言ってくる者もいたが、あまり礼を言われると心が痛む。痛めつけたのは僕だし、これから彼らにとって最初の試練があるのだから……。

「さて、ここからは私の出番だね」

　僕と入れ替かわりに訓練場に諸刃姉さんが入ってくる。なんでそんなに笑え顔がおなんスか。鍛きたえ甲が斐いがあるってことなんだろうけど。

「ブリュンヒルド騎き士し団だん顧こ問もん剣けん術じゆつ指南役、望もち月づき諸刃である！　入団おめでとう！　早さつ速そくだがこれより訓練を開始する！」

　実はこれから一週間、諸刃姉さんの立てた地じ獄ごくの訓練スケジュールが新人達たちには待っている。例のサバイバル試験で、自分も参加したいと言い出だした姉さんを止めるために、交こう換かん条件に出されたのがこれだ。

「それではまず城の周りを走ってもらおう。二十周ばかり」

　悲鳴を上げる新人たち。この城の周囲は約二キロ。かける二十だからほとんどフルマラソンだ。最初から飛ばすなぁ……。

　諸もろ刃は姉さんに追い立てられ、城を出て行く新人たちを見ながら、無事であるようにと神に祈いのらずにはいられ……って、追い立てているのも神だしなあ……。

　諸刃姉さんたちは神の力をもって地上に干かん渉しようするのは禁じられている。だから、あくまで人間の範はん囲い内ないでの力だというが、それが超ちよう達たつ人じんレベルだってのが問題だよ。

　あれって人間が千年ぐらい修業したら辿たどり着つけそうな境地だろ。その前に普ふ通つう寿じゆ命みようで死ぬから。時間を無視している。エルフとか魔族、妖よう精せい族ならその高みにいけるのかもしれんが。

　まあでも、確実にこれであの新人たちは強くなる。この国のためにも頑がん張ばってもらおうかね。







幕間劇　新人たち







「はあっ！」

「甘い！　もっと踏ふみ込みを強く！」

　新人騎き士しランツの一いち撃げきをヒルダが木剣で受け流す。もうすでに三十分も打ち続け、ランツの足あし下もともふらついている。

　横にいる諸刃姉さんにちらと視線を向けるが止める気配はない。

　騎士団員の訓練に関しては諸刃姉さんや団長のレインさん、相談役の馬場の爺じいさんに任せてあるので、僕は口を挟はさまない方がいいとは思うんだが……。

「ぐふっ！」

「どうした！　レスティアではそんなぬるい剣けんを教えてはいないはずだぞ！」

　ランツの背中をしたたかに剣で打ち付けたヒルダが声を上げる。ヒルダは誰かを従えるとき、あるいは指導するとき、姫ひめ騎き士しモードに入るようだった。口調も堅かた苦くるしいものに変わり、普ふ段だんよりさらに凛りんとした雰ふん囲い気きを纏まとう。

　レスティアでは一部隊を率いていたらしいし、部下に命令するにはそういった口調の方が何かと都合がよかったのかもしれないな。

「がっ……！」

　ランツの腹に横薙なぎにヒルダの木剣が入った。前のめりに受け身を取ることなくランツが倒れていく。

「そこまで」

　諸刃姉さんの声が訓練場に静かに響き渡わたる。二人の模擬戦を固かた唾ずを呑のんで見ていた騎士団のみんなから、一いつ斉せいに安あん堵どのため息が漏れた。

　よろよろと剣を杖つえにするようになんとかランツが立ち上がり、直立不動になってヒルダに頭を下げる。

「ご指導、ありがとうございましたっ！」

「うむ」

　ヒルダが小さく頷うなずくと、糸が切れたようにランツが地面にへたり込む。

　彼と同じ今期同どう僚りようの新人騎士たちが、ランツへと駆かけ寄よった。大丈夫というようにランツは小さく手を上げるが、立つことはできないようだ。

「【光よ来たれ、健すこやかなる息い吹ぶき、リフレッシュ】」

　ランツとヒルダの二人に体力回復の魔法を発動させる。かなり体力を消しよう耗もうしていたみたいだからね。しかしちょっとやり過ぎじゃないかねえ。

「レスティア流剣けん術じゆつは体力を削けずりに削って、無む駄だな動きをなくしてからが本当の訓練です。体力の限界を常に知り、いかに無駄なく動くようにするか。そして倒れる寸前でどれだけの鋭するどい一撃を放てるか。極限状態での戦いは百回の訓練に勝まさりますから」

　厳しいなあ……。さすがは騎士王国と呼ばれるだけのことはあるのか。

「た、確かについ、レスティアにいた時の感じになってしまって、ちょっと無む茶ちやをさせたかもしれませんが……」

　照れるようにヒルダが弁解じみたことを述べてくる。あれでちょっと？　レスティアもなかなかにスパルタ式のようだ。

　先日、騎士団に入団した新人たちは、諸刃姉さんプレゼンツの地獄の訓練を味わった。訓練についていけない者は多々いたが、さすがに採用試験に合格しただけあって、辞やめようという者は一人もいなかった。

　新人たちはそれぞれの部署に配属され、さっそくブリュンヒルドの騎士として、先せん輩ぱいたちから初指導を受けている。

　視察……というわけでもないが、彼らがちゃんとやっているか見学に来たのだけれど、初めの部署でなかなかにハードな現場を見てしまった。

　ここにいる騎士たちは、城下町をパトロールして回る警けい邏ら担当と、城内の警備に当たる警備担当の騎士になる者たちだ。どちらも強くなくては話にならない。そりゃハードにもなるか。

　一応、警邏騎士の上役は副団長のニコラさんだ。その下に実動部隊の隊長としてローガンさんがいる。ローガンさんはサンドラの砂さ漠ばくで僕が助けた冒ぼう険けん者しやだが、あの時は新興国ブリユンヒルドで出世することになろうとは思わなかったろうな。

　警備騎士の方は、これも副団長のノルンさんの下にレベッカさんがいる。レベッカさんもローガンさんと同じサンドラで助けた冒険者だ。今やウチの女性騎士たちの姐あね御ごみたいになっているけど。

　こちらも新人騎士の育成をすることに余念がないようである。今もレベッカさんが新人の女性騎士たちを相手に訓練を続けていた。

　横にいたヒルダに汗あせを拭ふくタオルを渡しながら、その訓練を眺ながめる。

「新しく入った人たちも頑張っているみたいだね」

「はい。なによりもみんな素す直なおです。強くなりたいと願って、それに向けて努力を惜おしまないまっすぐな気持ちを持っています。その気持ちだけは訓練で養えるものではありませんから」

『守るべき国民のために戦えるか？』それが面接の際、重要視したものである。ユミナの魔眼と博士の嘘発見器キーラーポリグラフによって、その気持ちを持っていないヤツは失格にしたからね。

　さて、次は内藤のおっさんのところの開拓部隊か。こちらの方は戦せん闘とうよりもその成果だから、すぐにどうこうなるものでもないんだが。

　ヒルダもついて来たいというので、一いつ緒しよに東の開かい拓たく地ちへと向かう。

　町の開拓など騎士の仕事ではないと言う者もいるだろうが、この国では一番大切な部署かもしれない。

　農作物の実験的な育成から、土地の開かい墾こん、家屋の建築、街かい道どうの整備など、町の発展に携たずさわる部署だ。

　ここのトップは宰さい相しようである高坂さんである。しかし実際に現場で指揮をとっているのは、元・武田四天王、内藤正豊その人であった。

　開拓地に入ると、すぐにそのご本人に出くわした。

「おや、陛下にヒルダ殿。仲がおよろしくてけっこうですなぁ」

　外見は相変わらずの昼ひる行あん灯どんぶりだが、中身はなかなかのやり手だ。様々な問題をテキパキと解決していくその手しゆ腕わんは、さすがとしか言いようがない。実際この人がいなければ、この国はここまで早く発展したかどうか。

「今日は何用で？」

「いや、こっちに配属された新人騎士はどうしてるかなって。うまくやってる？」

「ああ。開拓部隊うちの方は、他のところと違ちがって厳しい訓練とかはあまりないですからね。その代わり覚えることが山ほどありますが」

　内藤のおっさんが促した視線の先では、新人騎士たちが何やら棒と棒についた紐ひものようなものを使い、地面を測っていた。測量……かな。

　それを行う騎士たちの中に、僕がサバイバル試験で見かけたあの芋いも少年……確かカロンと言ったか、もいた。

　新たな農地開発もこの部隊の任務である。その他にもいろいろとやることは多く、国にとって重要度も高い。なのでこの部署の騎士たちは他の部署の騎士より給きゆう与よが高い。ほんのちょっとだけだが。貧びん乏ぼうなんで……。

「騎士が率そつ先せんして鍬くわを持ち、開墾する……。素す晴ばらしいですね。レスティアの王都では見られない光景です」

「そうですか？　イーシェンでは割と普ふ通つうに将軍が田畑を耕すこともあるんですけどね」

「そうなんですか……」

　ヒルダは騎士王国レスティアという東の大国の王女である。騎き士し道どうを重んじるあの国において、剣技をひたすらに磨みがき、英才教育を受けた彼かの女じよにとって、農作業をする将軍というのはあまり想像できないのかもしれない。

　レスティアでも王都にはいないかもしれないが、ちょっと地方に行けば畑を耕す騎士も多いと思うけどね。

「今回の新人に何人か土魔法の使える者がいたので作業が捗はかどりますよ。イーシェン生まれの我々は、なぜか魔法の適性持ちがあまりいないし、いても火属性か風属性が多いですからね」

　そうなんだよな。イーシェンの人たちはなぜか魔法の適性持ちが極きよく端たんに少ない。八や重えも八重の家族も持っていなかった。

　その代わり、イーシェンには魔法ではなく独自に発展した簡易魔ま術じゆつ……符ふ術じゆつとか忍にん術じゆつとかがある。次に向かうところがその忍術を操る椿さん率いる隠おん密みつ部隊であった。

　内藤のおっさんに別れを告げて、僕らは隠密部隊が訓練をしているという西の森へと向かう。

　ここには騎士団の訓練にも使われるアスレチックコースが造られている。つい最近、椿さんからの嘆たん願がんがあり、初級、中級、上級コースのさらに上の超ちよう級きゆうコースというものを建造した。いろんなトラップや障害物などが仕し掛かけられているハードなコースである。

　椿さん率いる隠密部隊は今日はこのコースをメインに訓練をしているとのことだが……。

「ひゃあああああああぁぁッ!?」

　森の中から打ち上げ花火のように飛んできた人物が、僕らの目の前にあった池にドパァンッと落ちる。派手な水みず飛沫しぶきを上げて沈しずんだその人物はすぐに、ぷはぁっ！　と水面から顔を出した。

　癖くせっ毛ショートカットの髪かみから水が滴したたり落おちる。落ちてきたのは新人のくのいち三人娘の一人、猿さる飛とび焔ほむらだった。

「もう一度やり直し！　焔、注意力が散さん漫まんになってきています。今のが敵の罠わななら貴女あなたはすでに死んでいますよ。常に本番だと思って挑いどみなさい」

「ふぁーい……」

　木の上に立っていた椿さんが平泳ぎで岸に戻もどる焔に声をかける。そのタイミングで再び『ひょえええええぇぇっ!?』ともう一人が飛んできて、焔と同じように池へとダイブする。

　あれも三人娘の一人だな。風ふう魔ま凪なぎだったか。

「ず、ずいぶんと過激な訓練のようですね……」

　あれだけのハードな訓練をこなすヒルダが若じやつ干かん引いている。そりゃいきなり人が落ちてきたら驚くよな。

「我々の任務は主に諜報活動です。あらゆる現場で情報収集をするためには、どのような状じよう況きようであれ、対処できなければ話になりません。いかなる時も注意を払はらい、小さな変化を見落とさない観察眼が必要なのです」

　木の上から下りてきた椿つばきさんがそう語る。

　椿さんの率いる諜報部隊は主に情報収集を扱あつかっている部隊だ。良くも悪くもブリュンヒルドというこの国は、他国の注目を集めている。当然ながら、良く思っていない輩やからや国もあるのだ。もう潰つぶれたけど、ユーロンとかだな。

　その他にも国自体や国王とは仲良くしていても、そこにいる有力貴族なんかが僕ぼくらに悪意を持ってたりするので、なかなか複雑なのだ。ベルファストやレグルスの貴族の中には、未いまだにユミナやルーとの婚約に反対という者もいるらしいし。

　そんな輩がこの国に何かを仕掛けてくるかもしれない。そんな動きをいち早く察知し、その情報を収集するのが椿さんたち隠密部隊の役目だ。隊員の大半がイーシェンの忍び出身者で、あとは何人かの闇やみ属性の魔ま法ほう使つかいがいる。戦闘には不向きな小動物しか召しよう喚かんできない者だったりするが、その力は諜報活動にはもってこいだ。

　椿さんの隠密部隊はニャンタローの猫ねこ警けい邏ら隊たいとも密に連れん絡らくを取り合い、町での不ふ審しん人物を洗い出したりもしている。

　実際、他国の貴族が放った何名かの破は壊かい工作員とおぼしき輩を捕つかまえているのだ。そいつらの目的はフレームギアの奪だつ取しゆだったようだけど……。まったくご苦労さんなことで。

「皆、頑張っていますね」

「ありがたいね。僕らも頑張らないとなあ」

「でしたら明日から冬とう夜や様も一緒に訓練しませんか？　八重さんも喜ぶと思いますよ」

「あ、いや、いろいろと王様の仕事もあるし……」

　にこやかに誘さそってくるヒルダに引きつった笑いを返す。

　正直に言うと諸刃姉さんに強化されたヒルダや八重相手だと、手加減できないし、最悪負ける。剣技だけなら向こうの方が上なのだ。

　さらに二人とも眷けん属ぞく化もしているしな……。魔法もアリならなんとでもできるんだけど。

　とにかくこれにて視察はおしまいっと。汗を流してくるというヒルダと別れて、城へと戻ると、廊ろう下かの向こうからスゥがこちらへ向けて駆けて来た。後ろからは世話係のレイムさんも小走りに駆けてくる。

「冬夜！」

「やあ。来てたのか、スゥ。レイムさんもいらっしゃい」

「お邪じや魔ましております、公王陛下」

　僕に突とつ撃げきしてきたスゥを受け止めると、レイムさんも小さく頭を下げた。

　この城にはちゃんと婚こん約やく者しやであるスゥの個室がある。そこに取り付けられている、【ゲート】を付ふ与よされた大きな姿見から、スゥはいつもブリュンヒルドへとやってくるのだ。

　婚約者のうち彼女だけはまだ実家暮らしなので、こういった形をとっている。もちろん通常状態で姿見をくぐれるのはスゥだけだ。スゥが許可し、一緒にくぐればレイムさんのようにやってくることもできる。

「今日はどうしたんだい？」

「レネのところに遊びにきたのじゃ。今日は仕事が休みというのでな。のう、冬夜。遊ゆう戯ぎ室しつを使っていいか？　レネにわらわのオーバーロードを見せてやりたいのだ」

　え？　オーバーロードって、フレームギアの『オルトリンデ・オーバーロード』をか？　遊戯室……ああ、フレームユニットで見せるのか。

　フレームギアの訓練機、フレームユニットにはスゥたちの専用機も入力してある。もちろん一いつ般ぱんの騎士たちは使用できないが。

「いいよ。レネに見せてあげな」

「うむ！　ありがとうなのじゃ！」

　やってきた時と同じように、スゥがレネの部屋の方へと走り去っていく。相変わらず元気だなあ。

「では失礼致いたします」

　レイムさんがそのあとを再び小走りでついていった。大変だな、レイムさんも。

　僕が苦笑いしていると懐ふところのスマホが着信を知らせてきた。ロゼッタからか。

「はい、もしもし？」

『マスターでありまスか？　例のやつの試作品ができたのでこれから実験しようと思うのでありまスが、どこでやるでありまスか？』

「ああ、あれか。じゃあ北の大訓練場の方で試ためそう。桜には僕から連絡しておく」

『了りよう解かいでありまス』

　ロゼッタとの通話を切って、僕は桜の番号を呼び出した。忙いそがしいな、まったく。







◇　◇　◇







「……王様、これはなに？」

「これはマイクと言って、音を増ぞう幅ふくさせるものだよ。ま、コレはそれだけじゃないんだけど」

　桜が目の前に置かれたスタンドマイクを見ながら首を傾かしげる。

　城の北にある大訓練場で、博士たちの開発した魔道具の実験をするため、桜と桜付きの護衛であるダークエルフのスピカさんに来てもらっていた。

「よし、準備完かん了りようでありまス」

　ロゼッタが調整していたスタンドマイクから離はなれた。観測手のモニカもＯＫサインを出している。よし、じゃあ始めるか。

「んーと、そうだな……まずは軽快な曲がわかりやすいかな。マイクのターゲットはスピカさんに合わせてあるから、ちょっとそっちの方に立ってもらえますか？」

「はい。ここらでいいでしょうか？」

　剣と特製の盾たてを持ったスピカさんが僕らから離れて訓練場の中央に立つ。

「じゃあ桜はなにか軽快な歌を歌ってみてくれ。あ、マイクに魔ま力りよくを流しながらね」

「……よくわからないけど、わかった」

　桜は素直に頷くと、スタンドマイクに向けて歌い始めた。え、この曲なの？

　日本で有名なフレンチ・ポップスのスタンダード・ナンバー……まあ軽快っちゃ軽快だけど。

　確かこの曲の『シェリー』って、女の人の名前じゃなく、フランス語で『愛いとしい人』って意味なんだったか。

「じゃあスピカさん、動いてもらえますか？」

「はい。えっ!?」

　ちょっと走っただけなのに、ものすごい勢いで移動する。走ったスピカさん自身が驚おどろいていた。その場で止まって、跳ちよう躍やくすると、三メートル近く飛び上がってしまった。

「ものすごく身が軽いです！　羽が生えているみたいに！」

　跳はね回まわるスピカさんをよそに、桜に歌うのをやめてもらう。

「あ」

　スピカさんの走るスピードが目に見えて落ちる。ふむ。やはり歌っている間しか効かないんだな。それと、曲調によって効果が変わるのは確からしい。

「王様、これは……」

「付ふ与よ魔ま法ほうのひとつでありまス。博士が『歌唱魔法』と名付けました。このマイクを通すと桜殿どのの魔力と歌を触しよく媒ばいとして広こう範はん囲いに補助魔法をかけることができるのでありまス。歌によってどういう効果があるかはまだ不明でありまスが、あくまで味方への支し援えんをする魔法なので、相手の命に危険はないはずでありまス」
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　僕に代わり、ロゼッタがドヤ顔で説明する。元々は古代魔法時代のとある民族が使っていた魔術を基き礎そにしたと言っていたが、僕にはよくわからん。

　早い話が音による支援効果の魔法ってことらしい。

「じゃあ次は桜の好きな曲をいろいろと歌ってごらん」

「うん」

　スピカさんに向けて次々と歌っていく桜。ううむ、なんて言うか選曲が渋しぶいな……。

　洋楽が多いけど60～80年代ばかりだ。まあ、僕の音楽の嗜し好こう、特に洋楽はじいちゃんからだし、仕方ないっちゃ仕方ないんだけど。なにか桜の琴きん線せんに触れるものがあったのだろう。

　魔法の効果の方は、攻こう撃げき力りよく上じよう昇しよう、防ぼう御ぎよ力りよく上昇、敏びん捷しよう性せい上昇、魔ま法ほう耐たい性せい上昇、属性付与と言ったところか。まだまだいろんな効果はあるんだろうけど、今日はこんなもんでいいだろ。

　この魔法の長所は歌が届く範はん囲いなら効果が及およぶというところだ。実際、僕らにまで効果は及んでいる。これならどんなに対象がいても、消費魔力は一曲分で済むから便利だな。

　ただ歌が終わると効果が切れるので、連続で歌ったりするとそのぶん負担が桜にかかるってのが問題か。

　この魔法を発動させる機能を搭とう載さいした機体を現在博士が製作中だ。通信機を通しても効果があるから、ＢＧＭのように流すのが理想だと思う。

　だけど、右う翼よくの陣じんは攻撃力を、左さ翼よくの陣は防御力を上昇、なんて、効果を分ぶん割かつできないのが悩なやみどころだ。同時に違う曲を歌うことなんてできないしな。録音したものでは効果がないみたいだし。

　楽しそうに歌い続ける桜を見ながら、僕はそんなことをいろいろと思案していた。










　実験を終えてロゼッタたちとバビロンへと転移すると、博士が『研究所』の第二ラボでこの世界の地図をモニターに映し、首をひねっていた。

　机の上にはいろんな書類や本やペンが散乱して、飲みかけのお茶やら食べかけのビスケットなんかも置かれている。片付けろよ。虫がわくぞ。

「なにしてんだ？」

「む？　ああ、冬夜君か。なにね、ちょっと不思議なことに気がついてね」

「不思議なこと？」

　博士が手元のコンソールで、モニターに映る世界地図の右側に、同じ世界地図を映し出す。んん？　あれ？　この地図、違うやつか？　似てるけど細かいところが違うような……。

「これはボクが生きていた五千年前の世界地図だ。フレイズとの戦い以前のね。地形を変えるほどの大規模な魔法や地ち殻かく変動により、今と比べるとかなり変化してしまったのがわかるだろう？」

　そう言って、左右の世界地図を重ね合わせる。ああ、確かに。海岸線が削られているところや、陸地が繋つながっている箇か所しよも見える。へえ、リーフリースとリーニエって、五千年前は地続きだったのか。ガウの大河がラミッシュまで伸のびてないし。

　地形が変わっているのは魔法で吹ふっ飛とばされたのかな？　まさか宇宙コロニーが落ちたわけじゃあるまい。

「フレイズには直接魔法は効かなかったからね。【大地爆散グランブレイク】のような地面ごと爆ばく発はつさせるような馬ば鹿かな真似まねをした国もあったのさ」

　地面を爆発させて、その岩でダメージを与あたえる魔法か。まあ、それぐらいしないと上級種なんかとは渡り合あえなかったのかもしれないけど……地形も変わるわけだ。

　高レベルの土属性には、広範囲の地形を隆りゆう起きさせたり、陥かん没ぼつさせたりできるのもあるらしい。

　完全に自然破壊だが、実際なり振ふりかまってられなかったと思うしな。人類滅めつ亡ぼうの危機だったわけだし。

「ここがボクの住んでいた神聖帝てい国こくパルテノ。今のベルファストからレグルス、ブリュンヒルド、ラミッシュ、ロードメア、フェルゼン、レスティアやホルン王国の一部にも届く、大陸のほぼ三分の一を占しめる大だい帝てい国こくだった」

　表示されたパルテノの支配域を見る。すごいな、こりゃ。確かに大帝国だわ。西から東へほとんどの地域じゃんか。元いた世界なら、ヨーロッパから中国まで全部って感じだ。

「ボクらの時代はフレイズがゼノアスのあたりから攻せめてきて、今のユーロン、ノキア、ハノックあたりにあった国が真っ先に滅ほろんだ。だからこの辺りは地形も変化が多いんだよ」

　確かにゼノアスやユーロンの方には湖なんかが多いけど、あれってそういった戦いの名残なごりなのか。

　古代王国だってフレイズに対して全力で抵てい抗こうをしただろうし、戦いは熾し烈れつを極きわめたんだろうな。どんな戦いがあったのか想像もつかない。

「それで？　なにが不思議なんだ？」

「うん。この……今で言うエルフラウの北にある島なんだけれど」

　五千年前の地図には、エルフラウ王国にあたる場所から北の海域にラミッシュ教国と同じくらいの島があった。が、現在の地図にはその島はない。沈んでしまったのだろうか。

「この島は当時、『魔の島』と呼ばれていてね。周りの海域には海の魔物、セイレーンがいて全く船を寄せ付けず、飛ひ行こう艇ていで近づいてもワイバーンなどに襲おそわれ、墜つい落らくすることが多かった。深い霧きりと雲に覆おおわれ、多くの魔獣が棲すみつくその島を人々は恐おそれていた」

　ずいぶんと物ぶつ騒そうな島だったんだな。さしずめ魔獣の島ってとこか。

「その島が現代には何故なぜか存在しない。沈んだのかとも思ったのだけれど、ちょっと気になってね。ここら一帯を魔力検知してみたんだよ。その結果がこれさ」

　モニターに映し出されたエルフラウ北方海域に、魔力反応を示す赤い靄もやのようなものが広がっていた。これは……結界か？

　位置的には五千年前に存在した魔の島と一いつ致ちする。まさか、今まで結界でその存在を隠いん蔽ぺいし続けていたのか？

「ボクのバビロンも似たようなものだけどね。五千年もの間、空を浮ふ遊ゆうし続けていたわけだし。できないことじゃないとは思う。ただ、『誰だれが』『なんのために』という疑問は残るけどね」

「……どこかの国の魔法使いや魔工学者が、フレイズから逃にげてその『魔の島』へと渡り、誰にも見つからないように結界を張ったんじゃないか？」

「その可能性もないわけじゃないが……。これだけの規模の結界となると、よほどの者じゃないと張れるもんじゃない。当時、ボク以外でそんなことができそうなのは『時の賢けん者じや』と呼ばれた伝説の魔導師ぐらいだけど、彼はフレイズの侵しん攻こう前に老ろう衰すいで死んでいるしな……」

　博士が腕うでを組んで椅い子すにもたれる。ナリが幼女なのでなんとも様にならない。

「『時の賢者』？」

「そのまま、その通りさ。彼は時空魔法を操る。未来視、瞬しゆん間かん移動、時間停止、時間逆行、空間切断……。とんでもない爺さんだったよ。ま、操るといっても自由自在に操れるわけじゃなくて、いろんな条件や準備が必要だったみたいだし、どれもこれも極めて短時間だったけど」

「時間停止って……。とんでもないな、時空魔法ってのは……」

「なに言ってるんだい。君の使う【ゲート】や【テレポート】、【ストレージ】だって時空魔法のひとつじゃないか。まあ、彼のすごいところは、それをひとつの系統にまとめあげたことにあるわけだけど、誰にでも修得できるというものじゃなかった。その結果、廃すたれていってしまったわけだけどね」

　そうか。無属性魔法みたいに個人しか使えないというのではなく、他ほかの属性魔法のように、より多くの人たちに使えるようにしたのか。確かにとんでもない爺さんだな……。

　そんな時空魔法を操る爺さんなら、あの規模の結界も難しくない、か。外界との関かかわりを遮しや断だんする、という結界の本質も、時空魔法に通じるものがあるし。

「その爺さんの弟で子しとかが張ったのかもしれないな」

「弟子……弟子ねえ。ま、この島へ行ければそういったこともわかるかもしれないけど。飛行艇のグングニルで飛んで行っても、結界の影えい響きようで墜落させられたら怖こわいし、どうしたものかと思ってね」

　確かにそれは困るな。【フライ】で飛んで行っても、『黄金結社ゴルデイアス』の時のような『魔ま力りよく遮しや断だん』の結界だったら、落っこちるし……。

　魔力を使わない乗り物で行けばいいのか？

「瑠る璃りか紅玉に乗って行けば大だい丈じよう夫ぶかな？」

「ああ、その手があったか。そうだね、召しよう喚かん獣じゆうなら落とされる心配もないと思う。ただ、この結界が侵しん入にゆう者しやを迷わせるタイプのものだった場合、島とは見けん当とう違ちがいの場所へ誘ゆう導どうされる恐れがあるけど」

　とりあえず行けそうな気がしたので、さっそく島へ乗り込もうと思ったが、博士に止められた。

　なにがあるかわからないし、まずは偵てい察さつを送り込んだ方がいいというので、紅玉配下の鳥たちをその島へ向けて放つことにする。

　結界が張ってある以上、誰かが住んでいる可能性は高い。

　だけど、古代文明時代にも人を寄せ付けなかった島。ガラパゴス諸島じゃないが、外界から全く遮断されてきたわけだし、僕らの想像もつかない独自の進化を遂とげている可能性もある。

　一体あの島にはなにがあるんだろうか？







第二章　明日のためにできること







　荒こう野やに置かれた鉄機兵の残ざん骸がいに無数の弾だん丸がんが炸さく裂れつする。右手アームに装備したガトリング砲ほうから、一秒間に何百発もの弾丸を放つのは、リーンの黒き機体、『グリムゲルデ』。

　ニコラさんの黒騎士ナイトバロンと同じカラーリングだが、かなり形状が違うので問題は無いだろう。

　グリムゲルデの胸部装そう甲こうが展開し、内部に仕込まれた二連ガトリング砲が火を吹く。

　続けて両りよう肩かた部がガルウィングのように開き、六連ミサイルポッドが発射され、同じように開いた脚きやく部ぶからもミサイルが放たれる。

　左手の指先全すべてからも弾丸が撃うち出され、腰よう部ぶにある機き関かん砲ほうからも発射された。まさに弾丸の雨あめ霰あられだ。

「うひゃー……。おっそろしい……」

　的にと【ストレージ】から出した壊こわれかけの鉄機兵が、あっという間に蜂はちの巣どころか、バラバラの鉄てつ屑くずと化す。

　撃ち終えたグリムゲルデが動きを止めた。全身から立ち昇のぼる白はく煙えんは、機体がかなりの熱を帯びていることを示していた。

「今のだけで何発撃ったんだ？」

「ざっと五万発は下らないかと」

　そんなにか。隣となりに立つロゼッタの答えに絶句する。っていうかある意味無敵じゃないのか？

　エルゼのゲルヒルデや八や重えのシュヴェルトライテでもあの攻こう撃げきを受けたらひとたまりもないんじゃ……。晶材装甲である程度は防げるにしても、大ダメージは確実だろう。

　なんとかスゥのオルトリンデ・オーバーロードで防げるかって感じだよな。

「しかしそれなりに弱点もあるでありまスよ？　まず、転送されるバビロンの弾だん倉そうが空にならない限り、基本的に弾たま切ぎれはないでありまスが、機体の方が連続射しや撃げきに耐たえられないでありまス。全力斉射すると、ああやって何分か冷れい却きやくモードに入る必要があり、隙すきができるでありまス」

「あとは機体自体が魔力をかなり消費する構造なんで、乗り手の疲ひ労ろうもかなりのもんじゃないかな。リーンか冬とう夜や君、あとはリンゼでなんとか活用できるレベルだろうね」

　ロゼッタと博士の話を聞いて納なつ得とくする。そりゃあなあ。撃ってる間、ずっと【エクスプロージョン】を発動しているようなもんだからな。

「あっつい！」

　鳩尾みぞおちの開閉ハッチが開き、リーンとポーラが飛び出だしてきた。勢いが付いて、ポーラがコクピットから転げ落ち、地面に激げき突とつする。大丈夫か、おい。

「ちょっと！　まるで蒸むし風ぶ呂ろみたいになってるわよ！」

「あー、コクピット周りを冷却するのを忘れていたでありまスな」

　むむう、とロゼッタが腕を組む。致ち命めい的てきだろ、それ。コクピットに熱遮断の魔ま法ほうを施ほどこさないとダメなんじゃないか？

「あと爆ばく発はつ音おんがすごくて通信とか聞き取れないと思うわよ、これじゃ」

「なるほど。防音障しよう壁へきも必要だね。自由に展開・解除できるようにした方がいいな」

　コクピットの真上に二連胸部ガトリング砲があるからなあ。そりゃあうるさかろう。

　広範囲における破は壊かい力りよくという点では、今のところフレームギア随ずい一いちだな。ただ、味方も巻き込んでしまう恐れがあるので、集団戦向きではないが。どっちかというと一対多数、殲せん滅めつ戦用の機体だ。

「なかなか私好みの機体ね。ちょっと動きが鈍いのが難点だけど」

　一斉射撃フルバーストの衝撃に耐えるために、スゥのオルトリンデに次いで重装甲だからなあ。それは仕方あるまい。

　キイィィィィィィィィン……。

「お？」

　飛行音がする上空を見上げると、青い戦せん闘とう機きが飛んでくる。

　速度を緩ゆるめ、こっちへ下降してくると、戦闘機は空中で変形を始め、細身の人型へとその姿を変えて着地した。

　リンゼの可変型フレームギア、『ヘルムヴィーゲ』だ。

　機体胸部ハッチが開き、リンゼが降りてくる。ヘルムヴィーゲは鋭えい角かくなラインを持つフレームギアだ。戦闘機への変形機構はロボットアニメに出てくる主人公機を参考にしている。

「どう？　空を飛ぶのは慣れた？」

「そうですね。まあ、なんとか。まだあまり速度は出せません、けど」

　リンゼがどこか苦笑気味に答えた。ヘルムヴィーゲに乗ることに慣れれば、リンゼと【フライ】で空を飛ぶのも大丈夫になるかな。

「リーン殿とリンゼ殿の機体はほぼ完成でありまスが、残りの桜殿とルー殿、ユミナ殿の機体はどうするでありまスか？」

　ロゼッタが僕にたずねてくる。

「博士はどれからにするか決めているのか？」

「今のところ候補は桜かな。例の歌唱魔法を使える機体だね。フレイズには魔法は効かない。だけど味方のフレームギアに魔法をかけることは可能だ。機体速度を上げたり、個体障壁を展開したりね。音に乗せて広範囲にそれを付与できる機体を、と」

「集団戦支し援えん型でありまスな」

　あれか、僕の【マルチプル】のように多重展開する構造にするのか。軍歌による士気高こう揚ようとか、歌による効果は昔からよく聞くけど、この場合本当に効果を発揮するからなあ。

「じゃあ桜の機体からお願いするよ」

「了解」

　グリムゲルデとヘルムヴィーゲ共々、博士とロゼッタをバビロンへと転移させて、僕はリーンとリンゼたちを連れて城へと戻った。

　が、すぐに荒野へと戻る。




　ポーラ忘れてた。
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　転移して城の訓練場の前を通ると、死し屍し累るい々るいとした新人騎き士したちが転がっていた。今日も激しそうだなあ。

　諸もろ刃は姉さんが始めた新人のためのブートキャンプはもうすでに終わったが、当然ながら朝夕の訓練は毎日ある。

　一部の者たちは免めん除じよされてはいるが、それでも大半の者たちは朝と夕方に、こうして諸刃姉さんにシゴかれるのだ。あの試験を合格しただけあって、誰も逃げ出したりはしないところはさすがだが。

「【メガヒール】、【リフレッシュ】」

　通りすがりで訓練場に転がる騎き士し団だんのみんなの傷と体力を治してあげた。

　怪我けがや疲つかれが治ったみんなは、僕の存在にやっと気付き、一いつ斉せいに頭を下げた。

「よし、じゃあ朝の訓練はここまで。それぞれ順番に風ふ呂ろへ入って着替え、朝食を取り、持ち場へつくように」

「「「「はいっ！」」」」

　諸刃姉さんの言葉にみんなが騎士団男女別々の宿舎にある風ふ呂ろ場ばへと向かう。

　この城にある風呂などのお湯は、ベルファストの山やま奥おくにある温泉から転移魔法を付与したパイプで引いてきている。

　もちろん国王陛下に許可はもらっているぞ。同じ設備をベルファスト城にも造ってくれと頼たのまれたが。

　そういや、そのうち国営で銭湯を造ると高坂さんと内ない藤とうのおっさんが話してたな。

　新人騎士たちは、すでにそれぞれの配属が決まって、仕事を覚える段階に入っている。城の警備にあたる者は来客や万が一に賊ぞくが入った場合の対処、城下の警けい邏らにあたる者は巡じゆん回かいのルートやトラブルの解決方法、諜ちよう報ほう活動を行う者たちは連絡の取り方、情報の集め方などを学ぶ。

　その他、農地開かい拓たくや事務処理、建設管理など、特性がある者たちはそちらへと配属されていた。

　新人たちはそれに加えてフレームユニットを使ったフレームギアの訓練もすることになる。

　現在、騎士団員は二百人を超こえているが、そのうちラミア族であるミュレット・シャレット姉妹や、オウガ族であるザムザのように、コクピットに乗ることが難しい者を除いて、ほぼ全員にとりあえず一通りの操縦を覚えてもらうことになっていた。戦う予定のない、農地開拓や事務関係の者も全てだ。

　フレイズはいつ出現するかわからない。備えておくに越こしたことはないからな。やれることはやっておこう。
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「漁業開発、ですか？」

「はい」

　城へ帰ってくると、執しつ務む室しつで宰さい相しようの高坂さんがそう切り出してきた。

　漁業って魚を獲とるやつだよな、もちろん。なんでまた？　そりゃあウチの国じゃ魚を食べる機会は少ないと思いますが。

「うちの国に流れている川で、魚をもっと獲れるようにするってことですか？」

　ブリュンヒルドには海はない。魚といえばほぼ川魚だ。

「川ではありません。漁師に海で魚を獲らせ、それによって利益を上げようということです」

「え？　うちには海なんか……」

「あるではありませんか。転移門の先に」

「あ」

　そうか。転移門の先、迷めい宮きゆうのある七つの島々。あそこもうちの領土だった。

　あそこで魚を獲ってこちらへもってくればいいわけだ。ここらへんには海がないから、新しん鮮せんな魚はけっこう売れると思う。刺さし身みがいつも食べられるかもしれない。

「なるほど。いい考えですね。で、あの島の一部を開発して港にするってわけですか？」

「はい。島自体が小さいですから、港町というまでには開発は出来ないでしょうが。それと、島にも海にも危険な魔獣がいますので、それをどうするかですね」

　うーむ。僕が狩かり尽つくしてもいいんだが、ああいった魔獣の素材はけっこうな金額で売れるからなあ。冒ぼう険けん者しやたちの飯の種を取り上げるのも……。かといって危険な場所で漁をしたい奴やつがいるかというと……。

「港には魔獣よけの結界でも施しますかね？」

「それが妥だ当とうですかな。そちらは我々の方でなんとかします。それとどういった海の魔獣がいるのか調査もしないといけないかもしれませんが」

　確かに。魚を獲る船が襲われるようでは話にならない。

　まあそこらへんは僕がクラーケンや水竜あたりを召喚して、島の周りにいる人を襲うような魔獣を狩るように命じておけば大丈夫だと思うけど。

「漁師とか集まりますかね？」

「そこらへんはこちらの方でなんとかします。まだ漁ぎよ獲かく量りようがどれほどのものかわからないので、なんとも言えませんが、損はしないと思います」

　なら、やってみるか。とりあえず、試験的に漁をすることを許可しておく。

　明日にでも島の方へ行って、クラーケンなり水竜なりを召喚しとこう。

　バビロンの遺い跡せきを探した時に訪おとずれたイグレット王国を守っていた海竜シーサーペント。あれみたいに守護竜とでもいうべき竜を呼んで、守りに当たらせるか。瑠璃の眷属でちょうどいい奴を呼んでもらおう。

　ついでに妙みような船が島に近寄らないようにもしてもらうか。以前のような奴ど隷れい商売船が来るのはゴメンだからな。

　高坂さんが退室したあと、机に積まれた報告書を確かく認にんする。城下の人たちの声や重要案件にも目を通しておかないといけないのだ。

　国の内部情報はこういった形で、世界情勢というか、そういった情報はほとんどギルドマスターのレリシャさんからメールや『ゲートミラー』を通した書類とかで受け取っていたりする。

「元の世界ならネットニュースで済むんだけどなあ」

　それでも各国の王様たちからいろんな情報はメールで届くんだけどな。レグルス皇こう帝ていから第二皇女とフェルゼン国王との婚こん約やく発表とか、ベルファスト国王からヤマト王子がハイハイして歩いたとか。これは写真添てん付ぷで送られてきたが。

　こんな付き合いがあるから、東西同盟の国々ではあまり衝しよう突とつはない。互たがいに妥だ協きよう点てんを出し、それでも決まらない時は僕の方に話が回って来る時があるけど。

　今じゃベルファストとミスミドは前にもまして交流が深くなっているし、レグルスとロードメアの関係も改善された。ラミッシュ教国も閉へい鎖さ的てきな付き合いをやめ、リーニエも北のパルーフ王国と友好的な関係を結びつつある。結構なことだ。

　そんなことを考えつつ、報告書をいろいろと読んでいくと、レリシャさんからの各国に現れたフレイズの報告もかなりあった。出現したほとんどが下級種だったので、赤ランク以上の冒険者によって討とう伐ばつされているみたいだけど。

　僕たちが初めてフレイズを倒たおした時は、確かギルドランクが……あれ？　そう言えば……。

　僕はスマホの写真ファイルから、初めてフレイズに遭そう遇ぐうした時に撮とった写真を呼び出して空中に投とう影えいした。遺跡が潰れ、現物は無くなってしまったが、千年前に描えがかれたと思われる絵文字だ。

　あの時は解読できなかったが、今なら【リーディング】とかで解読できるんじゃないか？

　それにはこの絵文字の種類を特定しなけりゃならないんだが、ファムあたりが知ってないかな。『図書館』の管理者である彼かの女じよなら特定できるかもしれない。

　ただ、五千年前にはなかった文字とかだとわからない可能性があるな。千年前のベルファストで使われていた文字でもないという話だし、あの遺跡を作ったのは千年前のベルファスト人じゃないのかもしれない。

　だとすれば誰が何のために……。それに一いつ緒しよに封ふう印いんしてあったあのフレイズも奇き妙みようだ。

　いかん、考え始めたら気になってきたな。

　僕ぼくはファムを探しに『図書館』へと向かうことにした。
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「見タことのない文字ですね」

『図書館』に閉じこもって読書を続けていたファムに、例の絵文字を見てもらうと、そんな答えが返ってきた。

「ドコとなくアルテマ秘文字に似てなくもないですが、違ちがうようにも見えます。コノ文字はパルテノ……マスターたちの言う、古代文明崩ほう壊かい前に存在した文字ではないと思われます」

「ってことは、古代文明崩壊後にできた文字で、さらに現代ではすでに失われた文字ってことなのかしら？」

『図書館』に相も変わらず入いり浸びたっていたリーンが、僕の書き写した絵文字を見ながらファムに尋たずねる。ポーラはどこかへいったのか近くにはいない。

「ソウとしか思えませんが、千年ほどで全く知られていない文字と言うのも不思議です。推測するに、少数部族のみが使用する文字だったのではないかと」

　あの遺跡があった場所はベルファストの旧王都だ。だけどこの文字はベルファストのものじゃない。ひょっとして、その少数部族がフレイズに破は壊かいされた旧王都にあの地下遺跡を作ったのか？　一体なんのために？

「その似てるって言うアルテマ秘文字って、貴女あなたは読めるの？」

「読めません。ソモそもアルテマ秘文字を使っていた部族はなぜか書物を残さない部族でしたし、私も他の参考文ぶん献けんでその秘文字が描かれた壁へき画がの一部を見ただけですので」

　ふむ。そのアルテマ秘文字を使っていた少数部族の子孫が、旧王都の遺跡を作ったのかもしれないな。とりあえず【リーディング】で確認してみるか。

「【リーディング／アルテマ秘文字】」

　魔法を発動させると部分的にわかるような感じで翻ほん訳やくされた。

　アレだ、中国語が漢字でなんとなく意味がわかるような感じ。

　だけど、国が違えば同じ文字でも意味が違うってのはあり得るからなあ。

　例えば『可か憐れん』って言葉は、日本だと『可憐な少女』みたいに、『可愛かわいらしい』とかいう意味なんだけど、中国語で『可憐』って言葉は『かわいそう』とか『哀あわれ』とかいう意味だとかじいちゃんに聞いた。

　おそらくこの絵文字もアルテマ秘文字とそういった感覚の違いがあるのだろう。文章というか、単語がところどころわかるレベルだ。

「我ら赤……輝かがやく悪あく魔ま……贄……都市……えーっと、小さい？　黒と……騎士？　黒騎士？　……時と空間、塞ふさぐ……。帰る、いや去る、か。再び……死体？　注ぐ……？」

「赤とか黒とか、わけがわからないわね」

　むむう。確かに要領を得ないな。多分、輝く悪魔＝フレイズ、都市＝旧王都、のことだと思うんだが。黒騎士ってまさかフレームギアの黒騎士ナイトバロンのことか？　そんな馬鹿な。

『我ら』ってのはこの絵文字を書いた奴のことだと思うが、『我ら』と複数形で書いてあるから、個人ではなくその少数部族のことかな。

『我ら赤』ってのは『赤』っていう名めい称しようなのか、『赤毛の部族』みたいに言葉が続くのかもわからんしな……。

　しかし『塞ぐ』ってのは……もしかして、世界の結界の綻ほころびを修復したってことなんだろうか。

　だとしたらこの『赤』って部族はそういった能力、もしくは技術を持っているのかもしれない。なにかアーティファクト的なものかもしれないが。

「結局何もわからず、か」

「ソノようで」

　千年前にフレイズが再び現れ、旧王都を滅ぼした。それは確かだ。それを誰かが……倒すなり、撃げき退たいするなりして、世界の結界を修復した……んじゃないかと思うんだが。

　そこが知りたいんだけどなあ。

「リーンはなにか聞いたことないかな？　あ、妖よう精せい族の長老とかなら千年前のベルファストのこととか知ってる？」

「あいにくと私は知らないわね。妖精族はもともと大樹海の隠かくれ里ざとからあまり外へは出ない種族だったし、外の部族と付き合いだしたのもここ百数十年でしかないから。今の長老たちもたぶん知らないと思うわよ。五千年前と違ってベルファストの、それも旧王都だけの事件じゃね」

　ダメか。長命種の一族なら知ってるかとも思ったのだが。さすがに五千年は無理でも千年くらいならギリギリ生きてる者がいるかもしれないし。

　ただ妖精族に限らず、竜人族に樹人族、魔族など、長命種は自分の土地に閉じこもる種族が多いからなあ。浮うき世よ離れしているというか、他の種族とは『我関せず』といったスタイルを取るというか。

　魔ま王おう国ゼノアスなんか典型的なそのパターンだったしな。話を聞くのはやはり無理っぽい。

　仕方ない。僕は僕でやれることをやるしかないか。

　と、言ってもフレームギアの方は博士たちに、騎士団の方はレインさんや諸刃姉さんに任せているし。今、僕にできることといえば、オルバさんに新商品を作ってもらって、資金を稼かせぐことぐらい？　ううむ。お金は大事だが、それもどうなのか。

　そんなことを考えていたとき、懐ふところのスマホが振しん動どうして僕に着信を知らせた。ギルドマスターのレリシャさんからだ。

「はい、もしもし」

『お忙いそがしいところ申し訳ございません。緊きん急きゆう事態でしたので』

「なにかありましたか？」

『巨きよ獣じゆうが現れました』

　巨獣。魔獣の突とつ然ぜん変異種。稀まれに現れる異常なまでに巨きよ大だい化かした魔獣のことだ。以前、双そう尾び蠍さそりスコルピナスという巨獣と戦ったことがある。むろんフレームギアでだが。

『出現したのはエルフラウ王国のスノラ雪原。個体はおそらく雪せつ狼ろうスノラウルフです』

　巨獣というものは、特とく殊しゆな能力を身につける個体が多い。巨獣化したから身につけたのか、能力を身につけたゆえに巨獣化したのかはわからないけど。

　僕が以前に倒した巨獣のスコルピナスも強酸を尾おの先から出していた。通常のスコルピナスなら弱い毒液しか出さないと後で聞いた。

　今回のスノラウルフとやらもなにか変な能力を持っていそうだが……。

『エルフラウ王国の女王陛下が、このスノラウルフの討伐に乗り出したのですが、スノラウルフの力は凄すさまじく、エルフラウの兵士たちに多大な被ひ害がいが出てしまいました。ギルドからも赤ランクの冒険者数十名と銀ランクの冒険者一名が犠ぎ牲せいになっております。二日前に小さな村がひとつ壊かい滅めつし、被害は広がるばかりです』

「銀ランクの冒険者もですか……」

　世界に数名しかいない銀ランク。僕も『ドラゴンスレイヤー』『ゴーレムバスター』『デーモンキラー』という称しよう号ごう三つを手に入れて昇しよう格かくしたほどだ。

　そこからさらに双尾蠍スコルピナスを倒して金ランクになったわけだが、あの時はフレームギアで戦ったからな。

　ひょっとしたらそのやられた銀ランクの冒険者も、巨獣を倒して三人目の金ランクを狙ねらっていたのかもしれない。

『そこでエルフラウの女王陛下より、ブリュンヒルド公王陛下へスノラウルフの討とう伐ばつ依い頼らいが来ております。いかがいたしましょうか？』

「それは金ランク冒険者として、ですね？」

『その通りです。名目上は金ランクの冒険者なら誰でも依頼を受けることができます。報ほう酬しゆうは王金貨百枚。それに宝物庫から好きなものをひとつ差し上げるとのことです。むろん断っても構いません。しかし、エルフラウ王国としては他にすがるものがない状じよう況きようです』

　むう。確かにわざわざ僕が出向く必要はない。エルフラウとはなんの繋がりもないし、金ランクは一応もう一人いるしな。引退したスケベな爺じいさんだけど。

　しかし、このまま放置すればエルフラウの人々がどんどん犠牲になっていくだろう。

　実際のところ、僕が行かなくてもフレームギアに乗ったウチの騎士、二、三人で倒せたりするんじゃないか、とさえ思う。

　だけどそれだと『金ランクの冒険者』ではなく『ブリュンヒルドの公王』が倒した……いや、騎士に命じて倒させたってことになる。

　エルフラウにとっちゃどっちでもいいかもしれないが、今回は僕が直接行こう。少し試ためしてみたいこともあるし。

　それに『金ランクになれたのはフレームギアがあったからだ』なんて思われるのも癪しやくだし。ここらで一回、巨獣と生身でぶつかってみたい。諸刃姉さん相手だと強くなったのかどうかよくわからないんだよ……。

「わかりました。その依頼を受けます。正確な場所をメール添付で送ってください。すぐに向かいます」

『ありがとうございます。ではその通りに』

　レリシャさんからの電話を切ると、すぐさま高坂さんに電話して、エルフラウへ向かう旨むねを伝える。いつものように呆あきれられていたが、もはや慣れたものだ。

　暴あばれん坊ぼうな殿との様さまが城を抜ぬけ出すとき、ため息をつく御お側そば御ご用よう取とり次つぎ役やくの爺さんをなんとなく思い出す。じいちゃんとよく再放送を見たっけな。

　僕らの関係もあれに近いものがあるな、と苦く笑しようする。

「スノラウルフの巨獣……。面白おもしろそうね。私も行くわ」

「え？　リーンも？」

　一応これ、金ランク冒険者としてのお仕事なんだけれども。だけど楽しそう……というか、不敵に笑うリーンについてくるなとは言えるわけがない。

　ま、いいか。リーンの実力ならおそらく金ランククラスだろうから申し分ないし。

　ピロン、とメールの着信音がして、レリシャさんから詳くわしい情報と、スノラウルフの場所が表示される。どうやら監かん視しとしてエルフラウの兵士たちが張り付いているらしい。臭においで察知されるのでかなり距きよ離りをとってのようだが。

　以前バビロンを探していた折に、エルフラウ王国には行っている。とりあえず【ゲート】でそこまで転移し、それから【フライ】で目的地へ向かうか。

「【ゲート】」

　ファムを『図書館』に残し、僕らはエルフラウへと転移し……寒ううううううううっ！

「ちょ……！　ね、【熱よ来たれ、温ぬくもりの防ぼう壁へき、ウォーミング】！」

　すぐさまリーンが温暖魔法をかけてくれたので、なんとか身を切るような寒さから免まぬがれた。ふぃ～……死ぬかと思った。

　さすが極ごつ寒かんの凍とう土ど。相変わらず寒さがハンパない！　すっかり忘れてました！

「まったく……。どこか抜けてるわよね、貴方あなたって」

「リーンだって無防備に【ゲート】をくぐったろ……」

「……さ、スノラウルフはどこかしら？」

　むう。自分も間ま抜ぬけだとは認めない気だな？

　トボけるリーンをジロリと見つつ、マップを呼び出して現在地と目的地を確認する。

「っと、その前にエルフラウ兵を検けん索さくっと」

　エルフラウの兵士を見たことないけど、見るからに兵士ってカッコしてるなら引っかかるだろ……とビンゴ。これが監かん視し兵へいかな。

　リーンを抱だき抱かかえ、【フライ】で一気に飛んでいくと、雪原に差さし掛かかる森の中に数人の兵士たちがいるのが上空から見えた。

　彼かれらの近くに着地する。

「っ!?」

　突然空から降り立った僕らに向けて、ロシア帽ぼう子し『ウシャンカ』のような毛皮でできた帽子をかぶり、分厚い防寒着を身につけたエルフラウの兵士たちが一斉に武器を構えた。

「ブリュンヒルド公国公王、望もち月づき冬夜です。エルフラウ王国女王陛下の依頼により、雪狼スノラウルフの討伐に来ました。こっちは宮きゆう廷てい魔ま術じゆつ師しのリーン。この部隊の責任者は誰ですか？」

「ブリュンヒルド公王だと!?」

　脛まで埋うまった雪に、ブーツかなんか履はいてくりゃよかったと後こう悔かいしつつ、懐からギルドカードを見せる。

「黄金のギルドカード……た、確かに……」

「なんならフレームギアをここに呼び出しましょうか？」

「い、いえ、女王陛下が助力を願ったというお話は上から聞いております。私がこの部隊を率いるアレクセイであります」

　十人ほどの兵士の中でも頭一つ大きい、長身でがっしりした巨きよ漢かんが名乗りを上げる。信じてもらえないんじゃないかとも思ったが、あっさりと受け入れてくれたな。

　後で聞いた話だが、アレクセイの父親は冒険者ギルドの職員で、金ランクになった僕のことをよく話していたそうだ。良くも悪くも注目されていたらしい。

　一応、ギルドカードが本物か確認はされたけれども。

「それでスノラウルフはこの先に？」

「はい。雪原でブルドボアを何なん匹びきか食っていましたので、しばらくは動かないかと」

　ブルドボア……ああ、寒冷地帯にすむ白い大猪か。とりたてて人間を襲おそっているわけではないようだけど、食えるものならなんでもいいって感じだな。放っておけば被害が広がるだけだし、倒せるなら倒した方がいいだろう。

「たっ、隊長！　スノラウルフがこちらに向かって来ます！」

「なんだと!?」

　簡易的な望遠鏡で監視していた兵士の一人が前方を指差す。雪ゆき煙けむりの上がる中、体長十メートルほどはあろうかという巨きよ大だいな白狼がこちらへ駆かけてきていた。

「あら、意外と小さいわね。もっと大きいのかと思ってたけど」

　リーンの言う通り確かに巨獣化しているが、まだマシな方だな。フレームギアを出さないでもいけそうだ。

「じゃあ、お相手をしましょうか」

　リーンがエルフラウ兵士たちの前へ歩み出し、迫せまり来る雪狼スノラウルフに手を翳かざす。

「【風よ来たれ、打ち付ける突とつ風ぷう、エアインパクト】」

　瞬しゆん間かん、風の古代魔法が発動し、リーンへ向かっていたスノラウルフの巨きよ体たいが後方に吹っ飛ばされた。この魔法はリーンが『図書館』から会え得とくしたものだ。

「初めて魔獣に使ってみたけど、風刃を飛ばす感覚ではなく、空気の塊かたまりをぶつけて押おし飛ばす感覚がするわね。防ぼう御ぎよにも使えそうだわ」

　雪原を転がった白狼は、体勢を整えて、その黄金の瞳ひとみを僕らに向けながら、低い唸り声ごえとともに口から大きな牙きばを覗のぞかせる。

『ゴガァァァァァァァッ！』

　咆ほう哮こうとともに口の中に氷の塊が集まっていく。あれが巨獣となったスノラウルフの特殊能力かな？

　轟ごう音おんを上げながらその氷の塊がこちらへ向けて発射された。む。マズいな。

　後ろに兵士たちがいるのでよけるわけにもいかない。今度は僕の番だ。

「【来たれ風ふう炎えん、火か炎えんの旋せん風ぷう、イグニスハリケーン】」

　炎の竜たつ巻まきが巻き上がり、飛んできた氷ひよう塊かいを一いつ瞬しゆんにして蒸発させる。【ファイアストーム】と同じような魔法だが、こちらの方が威い力りよくが高い。

　これも古代魔法のひとつで、火属性と風属性の融ゆう合ごうした合成魔法と呼ばれるものだ。これが退化していって、火属性の【ファイアストーム】になったんじゃないかとリンゼが言っていた。

　火と風、両属性持ちじゃないと使えない魔法だからな。使える者も限られていただろう。そりゃ廃すたれていくよね。

「【来たれ雷らい氷ひよう、百ひやく雷らいの氷ひよう霧む、ボルティックミスト】」

『ガァアアァッ！』

　雪狼の周りに雷を帯びた霧きりが発生する。霧に触ふれると体に電でん撃げきが走るので、その場から動くことができないのだろう。リーンが使った今のも合成魔法のひとつで捕ほ縛ばく系の魔法だ。

　さて、倒すにしても炎系の魔法で丸焼きとかだと、たぶん素材としては価値が下がるだろうな……。

　試してみたい魔法があるが、触れないと効果がないから一いつ旦たんリーンに電撃霧を消してもらおう。

　縛しばっていた魔法をリーンが散らし、体が自由になるとすぐさまスノラウルフは雪原を蹴けって僕の方へと飛びかかってきた。凄まじい速さだけど、分かり易やすいヤツだな。

【テレポート】で雪狼の側面へと転移し、【パワーライズ】で跳はね上あげた力をもって土手っ腹を殴なぐりつける。

『ゴボッ、ガァッ!?』

　全長十メートルはあろうかという巨体からベキリという音が漏もれた。骨が折れたか。そのまま倒れこんだスノラウルフに手を触れて、闇やみ属性の古代魔法を発動させる。

「【闇よ奪うばえ、その生命を我に与あたえよ、エナジードレイン】」

『グルガアッ!?』

　勢いよくスノラウルフから僕の中に生命力が流れ込んでくる。【リフレッシュ】のような感覚だが、こっちは少し時間がかかるっぽいな。さらに言うなら巨獣化してるせいか、生命力も高く、一気に吸収できない。

『ガアッ！』

「おっと」

　噛かみ付ついてこようとしたスノラウルフをバックステップで避ける。倒せなかったか。これ以上追おい詰つめるのは危険だな。

「じゃあな」

　腰こしのブリュンヒルドを抜き、スノラウルフの頭に神気を込めた弾だん丸がんを撃うち込む。

『ガッ……』

　小さな断だん末まつ魔まを上げながら、人々を恐きよう怖ふに陥おとしいれた魔狼スノラウルフは雪原へと沈しずんだ。

　確認のため近寄ったが、間ま違ちがいなく死んでいるな。

「相手の生命力を奪う闇やみ魔ま法ほう【エナジードレイン】……恐おそろしい魔法ね」

「触れていないと効果がないし、時間もかかるからかなり使い勝手は悪いけどね。たぶん、殺傷目的の魔法じゃなくて、【パラライズ】のように衰すい弱じやくさせて捕とらえるための魔法なんじゃないかな」

　リーンは適性がないので闇属性の魔法だけは使えない。身内だとユミナと桜が使えるだろうけど、あの二人はあまりこういった地味な魔法には興味はないみたいだ。

　しかし……なんだこれ！　ものすごく手て触ざわりのいい毛皮だな！　ミンクなんか目じゃないんじゃないか!?　いや、ミンクの毛皮なんか触さわったことないけど！　こりゃ高く売れそうだなー。

「こ、公王陛下……。スノラウルフは……」

「あ、死んでます。もう大だい丈じよう夫ぶです」

　恐る恐る近づいてきたアレクセイたちに安心するように言うと、何人かがその場でへたり込む。無理もないか。

　さて、と。討伐した報告とご挨あい拶さつを依い頼らい主ぬしにしないとな。それと彼らを帰してやらないと。

　スノラウルフを【ストレージ】に収納し、アレクセイたちから【リコール】の魔法でエルフラウの王都、スラーニエンの記き憶おくをもらう。

　王城前へ【ゲート】を開き、僕らは一気にエルフラウ王国の王都・スラーニエン、その王城へと転移した。

　真白き美しい城が僕らを出で迎むかえる。

「スラーニエンだ……」

「まさか一瞬で帰ってこれるとは……」

　アレクセイたちに先導されて、僕らは純白の城門をくぐる。

　エルフラウの城はどこかゴシック様式を思わせるような城で、大きさ的にはそんなに大きくはない。と、言ってもブリュンヒルドの城よりは大きいけどさ。繊せん細さいなイメージがする優美な城であった。

　城へ入ると中庭に移動して、きちんと討伐した証しよう拠こを見せるために、【ストレージ】からスノラウルフの死体を取り出だした。

　ドカンと置かれた巨体に、集まってきた城の兵士たちが目を丸くする。

　討伐したことをギルドマスターのレリシャさんの方にも伝えておくかと、懐からスマホを取り出したところで後ろから声をかけられた。

「ブリュンヒルドの公王陛下でございますか？」

　振ふり返かえるとお付きの騎士を左右に二人連れた長い金きん髪ぱつの女性が立っていた。白を基調とした上品そうな毛皮の礼服を纏まとい、額には緑の宝石をあしらったサークレットが輝く。

　そしてその頭上には、ティアラと言うにはいささか立派すぎるが、王おう冠かんと言うには小さいものがダイヤモンドで彩いろどられ輝いていた。

　年としの頃ころは二十代前半、緑の双そう眸ぼうが僕へと向けられている。

「……はい。ブリュンヒルド公国公王、望月冬夜です。こちらは宮廷魔術師のリーン。あなたがエルフラウ王国の女王陛下ですか？」

「はい。エルフラウ王国の女王、フォルトゥーナ・ティエラ・エルフラウです。このたびは我らの願いをお聞き届け下さり、感謝しております」

　お礼の言葉を述べてくる女王陛下だったが、僕の視線は彼女の一点に注がれていた。長く尖とがった耳。ギルドマスターのレリシャさんと同じだ。

　エルフラウ王国の女王陛下はエルフだった。

　エルフって森の民たみなんじゃなかったっけ？　僕のしょぼいファンタジー知識だと確かそうだったような……。

　あれ？　ひょっとしてエルフラウ王国の名前って、エルフからきてんの？

　その割には城の連中にエルフとかあまりいないよな……？　いや、街中まで歩いたわけじゃないからまだわからないけど。

「とりあえずこちらへ。お茶の用意ができております」

「あ、はい」

　女王陛下に導かれるままに、僕らはエルフラウ城の中へと足を踏ふみ入れた。

　エルフラウの城は温暖魔ま法ほうを施ほどこしてあるのか、適度な気温に保たれていた。そのため、案内された客室もかなりの広さにもかかわらず、暖だん炉ろといったものがない。エアコン・床ゆか暖だん房ぼう完備か。いいなあ。

　僕はベルファストやミスミド、レグルスといった城を幾いくつか見てきているが、エルフラウの城はどの城よりも美しかった。豪ごう奢しやであるのとは違う、控ひかえめではあるが、細かい細工や意い匠しようが施された内装に華か美びにはない趣おもむきを感じる。

　黄金ではない、白銀の美しさ、とでも言おうか。

　勧すすめられたソファーに僕らが座すわると、メイドさんがお茶を持ってきてくれる。小さな器に赤いジャムとこれまた小さなスプーンが添そえられていた。

　ロシアンティーみたいなものかな。確か何かで読んだけど、あれって紅茶の中にジャムを入れるんじゃなく、口に含ふくんでジャムを味わってから、紅茶を飲んで一緒に楽しむものなんだっけ？　女王陛下も同じように飲んでいるし、たぶんそうだろ。

　郷ごうに入いっては郷に従え。その方法で飲んでみるとジャムの甘あまさと紅茶の渋しぶさがあいまって、なかなかに美味うまい。リーンも僕と同じように飲んで、満足そうに頷うなずいていた。

「まずはスノラウルフを討伐していただけたことを感謝致いたします。突然のことながら、迅じん速そくに対処していただけたことも。もちろん報酬の方はきちんと支し払はらわせていただきます」

「あ、はい。それはどうもありがとうございます」

　対面に座った女王陛下が深々と頭を下げるので、間の抜けた返事を返してしまった。

　それを見て女王陛下が微笑ほほえみを浮うかべる。

「レリシャから聞いた通りのお方ですのね」

「あれ？　ギルドマスターのレリシャさんとお知り合いですか？」

　お互いエルフだし、それなりに面識があるのかな。そういや、なんでエルフが女王様なんだろう。聞いてもいいことなんだろうか。

　そんなことを思いながらジャムを口に入れ、そのまま紅茶をもう一口含む。

「知り合いというか、姪めいですね。妹の娘むすめに当たります」

　思わず紅茶を戻もどしそうになるのを無理に飲み込む。姪!?　レリシャさんってエルフラウの王族だったの!?

　そういった驚おどろきを察したのか、女王陛下がくすくすと笑う。

「レリシャは確かに私の姪ですが、エルフラウとは関係ありません。そうですね……陛下はエルフラウの女王が、なぜエルフである私なのか疑問に思ったのではありませんか？」

「え？　はい、それはまあ……」

　隠しても仕方ないので素す直なおに頷く。

「エルフラウは千二百年ほど前に建国された王国ですが、当時この地はとても人が住めるような土地ではありませんでした。しかし、そのころ亡国から流れてきたフラウ族と、一人の冒険者の力によって、この地は開かい拓たくされ、エルフラウという国が建国されたのです」

「冒険者ですか？」

「はい。その冒険者の名はエル・カルテレード。この国の初代国王にして、私の夫でした」

「「え!?」」

　夫!?　千二百年前に建国って……まさか女王陛下って、その当時から生きてるの!?

　リーンより年上か……。見た目は二十代半ばにしか見えないぞ……。

「エルフラウという国名は彼と彼に付き従った一族の名から来ています。彼が亡なくなった後、この国を支えることのできる者は、妻であり、同じ冒険者であった私だけになっていました。フラウ族の族長からの推すい薦せんもあり、女王としてその座につくことになったのです。それから現在まで、ずっとこの国を支えています」

「失礼ですが、国王様との間にお子さんなどは……」

「おりません。もし、いてくれたらと思ったことは何度もありますが」

　まあ、長命種であるエルフなら王位継けい承しよう問題はかなり先送りにできるのだろうけど。ゼノアスの魔王陛下と同じだな。あっちは脳筋の跡あと継つぎが一応いるらしいけどな。

　……ウチはそこらへんどうなるのかなあ。隣となりに座るリーンを見ながら、ふと思う。

　このまま僕が神化して寿じゆ命みようがなくなったとしても、何千年も王座に居続けるのもな。やっぱり普ふ通つうに息子むすこに王位を譲ゆずってバビロンに隠いん居きよかなー。

　九人のお嫁よめさんのうち、誰だれとの息子かわからないけれども。もちろんその息子、もしくは孫とかが悪政を敷しくようなら怒ど鳴なりつけにいきますがね。

「千二百年も国を治めるのは大変よね」

「それほどでもありませんよ。フラウ族の者たちはもともと穏おだやかで、礼れい儀ぎ正ただしく、ありていに言えば人が良い民族なので、基本的におおらかです。なので大きな争いはありませんでしたし、他国も雪と氷に覆おおわれたこの地には攻せめてきませんでした。小さい諍いさかいはありましたが、千年以上も女王をやっていると、そのうち慣れてきますよ。周りにいる有能な人たちが支えてくれますしね」

　建国当時から存在するこの人は、いわばこの国の象しよう徴ちようであり、生き字引であり、絶対的な存在なのかもしれないなあ。

　エルフラウは国土こそラミッシュ教国と同じくらいだが、その大半が人の住めないような土地である。これはこの地に住まう氷の精せい霊れいによるものだったが、この氷の精霊と交こう渉しようをして、エルフラウは人が住めるような領土を与えてもらった。

　そしてその交渉した人物が冒ぼう険けん者しや時代の女王陛下なんだとか。リーンによればエルフは精霊との相あい性しように優すぐれているらしい。

　女王陛下が氷の精霊に頼たのめば、この地は千二百年前のように閉ざされた永久凍土に逆ぎやく戻もどりしてしまうのかもしれない。そりゃ逆らえんな。

　しかし精霊か。闇の精霊、大樹の精霊に続いて三人目だな。

　そのうち会ってみたいもんだ。

「ところであのスノラウルフなのですが、我わが国くにに売ってはいただけないでしょうか？」

「あれを？」

「はい。スノラウルフの毛皮は大変質がよく、あれほどの毛皮となるとなかなか手に入りません。よろしければお譲りいただけたらと。正しい相場でお支払いしますので」

「構いませんよ。こちらの国の方が需じゆ要ようはあるでしょうし」

　一瞬、もったいないかな、とも思ったが、別に今のところ毛皮は必要としていない。スノラウルフの肉は固くてあまり美味おいしくはないらしいし。

「ありがとうございます。ではお金を用意するのに少々お待ちいただきますが、その間にもう一つの報酬を選んでいただけますか？」

「わかりました」

　宝物庫から何かひとつ貰もらえるんだっけ。

　立ち上がった女王陛下に案内されて、地下の宝物庫へと入ると、そこには一見して宝物とわかるものもあれば、なんでこれが？　と首を捻ひねりたくなるようなものも、きちんと整せい頓とんされ、棚たななどに並べられていた。

　ひとつひとつ気になった物をどんな物なのか聞いていくが、正直なところ、欲ほしいと思う物はなかった。なんせバビロンの『蔵くら』には、ここにあるものよりはるかにグレードの高いものがゴロゴロ転がっているし。

　僕よりもどちらかといえば、リーンの方が関心を持っているようだった。

　なにか適当な物を貰って引き上げるか……と思ったその時、リーンが僕を手招いた。

「見てごらんなさい」

「ん？　これは……」

　リーンが指し示したものは、見た目はなんの変へん哲てつもない斧おの。いや、戦斧か。地金にヒヒイロカネでも使っているのか、全体的に赤みを帯びている。

　しかし、気になったのはそこではない。その斧の側面に刻まれていたもの。

　それはあのベルファストの旧王都で見つかった絵文字だった。アルテマ秘文字に似ているが若じやつ干かんちがう。間違いない。

「女王陛下、これは？」

「ああ、それはこの国が建国して間もない頃、ある部族から贈おくられたものです」

「ある部族？」

「アルカナ族といいましたか。自らは『赤き民』と名乗っていましたが。彼らは赤を神聖な色としていましたので」

『赤き民』。確定だな。あの遺い跡せきの序文にあった、『我ら赤……』というのは、『我ら赤き民』と続くのだろう。

　リーンが肘ひじでつついてくる。わかってるって。

「【リーディング／アルテマ秘文字】」

　こっそりと翻ほん訳やく魔ま法ほうをかける。夕暮れ……裁く？　よくわからんな。

　短い文字だったのでわかるかと思ったが、無理か。ちなみに『アルカナ秘文字』とかで翻訳したら全く読めなかった。そんな名称の文字はないのだろう。アルカナとアルテマ……名称が変わったのだろうか。

「この斧ってなにか名前とかあるのかしら？」

「確か『黄昏たそがれの断罪』でしたか。持ち手の膂りよ力りよくを数倍にしてくれる効果があるそうです」

『黄昏の断罪』。なるほど、そう訳すのか。確かに使えそうな斧ではあるが、あまり僕ぼくには必要ないかな。

「そのアルカナ族ですが、今も子孫って生き残っていますかね？」

「どうでしょう？　当時、彼らは流る浪ろうの部族でしたから……。どこかで安住の地を見つけたのなら、その末まつ裔えいが生き残っていてもおかしくはありませんけど」

　実際にアルカナ族と会ったのは女王陛下ではなく、亡くなった国王陛下だったそうだ。一応聞いてはみたが、千年前のベルファスト王都陥かん落らくについては女王陛下は何ひとつ知らないと言われた。エルフラウとベルファストはレグルスを挟はさんでいるし、遠いからな……。

　むう。残念だが、『赤き民』という存在がわかっただけでも良しとしておくか。

「その斧にいたしますか？」

「ああ、いや、ちょっと気になっただけで……。あ、こっちのはなんですか？」

　斧の隣にかけてあったペンダントらしき物を手に取る。三センチほどの卵形をした石が虹にじ色いろに輝いていた。ダイヤなどの宝石ではなく、真しん珠じゆのような石だ。

「それは『命の祝福』と呼ばれる魔道具で、女性が身につけると、男女の間に子ができる確率を上げる働きがあります。私たち夫ふう婦ふの場合、なぜか効果がなかったのですが、臣下の夫婦たちに貸したところ、かなりの高さの確率で懐かい妊にんしました。ある適性が必要なのかもしれません」

　女王陛下が妊にん娠しんしなかったのはひょっとしたら亡くなった王様の方に問題があったんじゃなかろうか……と、思ったけど、もちろん口には出さない。

　それにしても……これはある意味夢のアイテムか？　子供が欲しい夫婦には願ってもないものだろう。あくまで確率を上げるってだけらしいから、絶対ってわけじゃないだろうけど。

　これが普通に売られていたら眉まゆ唾つばものだし、詐さ欺ぎかなんかだと疑うけど。ちゃんと魔ま力りよくは込められているし、魔道具ってのは間違いなさそうだ。効果のほどはわからないが。

「公王陛下は婚こん約やく者しやが多いとか。お世よ継つぎは早くお作りになられた方がいいと思いますよ？」

　実体験からか、女王陛下がそんなことを言ってくる。あの、その一人が横にいるんですけど……。

　リーンは珍めずらしく顔を赤くして、無関心を装よそおいながらそっぽを向いている。

　むむむ……。ひょっとして、未来で僕が子こ沢だく山さんなのってこいつのせいじゃ……。いや、お嫁さんが九人いる時点でそれは必然なのかもしれん。

　目の前のペンダントを睨にらみつける。自分の子が生まれてこない方がいいなんて思わないし、みんなそれぞれの間に一人は子供が欲しいとは思うけど。

「それになさいますか？」

　むむむむむ……。










「てなわけでいただいてきたのがこれでして」

「ほうほう」

　テーブルに置かれた『命の祝福』を興味深そうに眺ながめるオルトリンデ公こう爵しやく。

　結局、僕はエルフラウの宝物庫の中からこれを貰って、その足でここ、ベルファスト王国のオルトリンデ公こう爵しやく邸ていに来ていた。

　リーンは先に城へと帰したが、たぶんみんなにもこの魔道具をもらったことは伝わるだろうなぁ。

　もちろん僕らには今すぐに必要というわけではないけれど、さ。

「それで、これを私に貸してくれると？」

「ええ。女王陛下も僕の好きにしたらいいと言ってくださったので。まずはその効果を、と」

「ははは、私は実験台というわけだな」

　まあ、ぶっちゃけるとその通りなのだが。今まで何十人と使用してきたらしいが、特に人体に害はないという話なので問題はないと思うけど。

　スゥが僕のところにお嫁に来てしまったら、この家は完全に跡継ぎがいなくなってしまう。罪つみ滅ほろぼしというわけでもないのだが、悪いことではあるまい。

「こないだ渡わたした精力剤クスリはまだあるんでしょう？」

「ああ、まだあるよ。知り合いに何なん錠じようか譲ったがね。皆みな驚おどろいていたよ」

　そりゃそうだろう。枯かれたおじいちゃんも元気になるってシロモノだ。逆に若者に渡したら無む茶ちやしそうで怖こわいくらいだ。三日三晩続けるんじゃなかろうか。

「あれは販はん売ばいしないのかい？」

「今のところする気はないですね」

　まだ建国してそんなに経たってないのに、『精力剤ならブリュンヒルド』なんて評判が立つのもなあ。イメージが悪い。エロ公国とか言われたらどうするよ。

「ま、とりあえずこれを貸し出しますよ。奥おくさんが身につければ効果があるそうなんで。変な副作用は一いつ切さいないという話ですから、一年間くらい様子を見てみましょう」

「しかし、ブリュンヒルドの宝をいいのかね？　試すなら私たちじゃなくてもいいんじゃ？」

「んー……正直、僕は本当かどうか疑っているんで。今はまだ宝ってほどじゃないですよ。スゥに弟か妹ができたら宝ってことにします。それにオルトリンデ公爵家には今までお世話になってますしね」

　まあ、仮にできたとしても、それがこのアイテムのおかげとは証明できないんだが。やっぱり詐欺アイテムだろうか？　うむむ。

　絶対にできる、ってんなら話は別だけどねえ。これって実証するのは難しいのかな？

　喜ぶ公爵を見ながら僕はそんな考えを巡めぐらせていた。







◇　◇　◇







　城へ戻って回かい廊ろうを歩いていると、紅玉が翼つばさをはためかせてやってきた。左ひだり腕うでを差し出し、止まらせる。今は小さなオウムぐらいの大きさしかないので、さほど重くはない。

『例の島へ放った眷けん属ぞくから連れん絡らくが入りました。とりあえず島に入ることはできたそうなのですが……』

「なにかあったのか？」

『はい。島中、巨きよ獣じゆうだらけだとか』

「な!?」

　巨獣だらけ!?　そりゃまた……。違ちがった進化を遂とげているんじゃないかとは思っていたけど、そいつは予想外だったな。

「人は住んでいるのか？」

『巨獣も入り込めないいくつかの結界の領域で、それぞれの集落に分かれ、生活を営んでいるようです。いわゆる都市国家といった規模ですが。それぞれ東西南北に四つ。島の中央地域には神しん殿でんのようなものも建てられています』

　人がいるのか。しかも都市ごとに結界を施しているとなると、こりゃますます博士の言ってた『時の賢けん者じや』とかが絡からんでいそうだな。

「結界は『魔ま力りよく遮しや断だん』？」

「いえ、空は『魔力拡散』で、海は『針路誘ゆう導どう』かと」

　なるほど。魔道具アーテイフアクトの魔力を拡散させて供給を止めたり、船の方向を惑まどわせる結界か。魔力で動く飛ひ行こう艇ていは墜つい落らくし、船は針路を誤るってわけだ。

　ってことは向こうに行きさえすれば【ゲート】を開くことはできるっぽいな。

　謎なぞの島が現在もあることはわかった。人も住んでいる。さて、それをどう扱あつかうべきか。

　巨獣だらけという特とく殊しゆな進化を遂げた、異世界のガラパゴスだからなあ。

　確かに不思議な島だ。気にはなる。だが、干かん渉しようしていいものかどうか。

　ひょっとしたらこの島の人たちは、外の世界をまったく知らない可能性だってある。僕らが訪おとずれることを良しとしない人たちかもしれない。

「さて、どうしたもんか……」

　野心に燃える王様なら『征せい服ふくじゃー！　領土拡大じゃー！』とか言って、攻め込むだろうか。それとも国交を結び、貿易を促うながすだろうか。黒船とともに来航したペリー提てい督とくのように。

　そういや、あの年表の覚え方って『嫌１８でご５ざ３るよ　ペリーさん』だっけか。うーむ。なんか嫌がられそうな気が。

　たぶん、僕が一人で『僕は外の国の王様です。国交を結びましょう』とか言っても、相手にもされないだろうな。下手したら怪あやしい奴やつと思われて殺されるかも。

　向こうに『すごい奴が来た』とか『これはきちんと話を聞かねば』と思わせないと、話し合いのテーブルにも着いてもらえないし。

　フレームギアを百機ほど揃そろえて行ってみるか。

　なんかそれこそペリーさんとやってることが同じになりそうな……。脅おどすつもりはないけれども、話を聞いてもらえないとどうしようもないし。

　それにウチだけで決めてもいいものかどうか。位置的に貿易するとしたら、ハノック、エルフラウ、パルーフあたりか。ゼノアスは交流する気は無いだろうし。

　ウチの国にメリットが無いのに開国を迫るのもどうなんだろう。ううむ。まだ判断できないな……。

「仕方ない。とりあえず、そのまま偵てい察さつは続けてくれ。いろんな情報を集めて、どういった文化や社会を築いているか調べるんだ。もちろん、安全第一にな」

『かしこまりました』

『時の賢者』とやらが残した魔法とかがあったら助かるんだが……。

　あるいは、その秘法があの島に残されているかもしれない。

　まったくの空から振ぶりに終わるかもしれないが、少しでも可能性があるならば進まない手はないだろう。

　それが世界を救うために必要ならば、無む駄だということはないはずだ。

　僕は密ひそかにそう決意し、再び回廊を歩き始めた。







第三章　神々降臨







「と言うわけで新製品です」

「ほほう。これは一体なんですかな？　中に何か入っているようですが……」

　オルバさんのストランド商会・ブリュンヒルド支店前に置かれた物。

　上部には中身が詰まった大きな箱、その下にはお金を入れる投入口と回すハンドル、そして商品取り出し口。

　いわゆるカプセルトイと言われるものだ。中に入っているものは球体のカプセルではないのだが。

「抽ちゆう選せん式の玩がん具ぐ購こう入にゆう機、とでも言いましょうか。ま、試ためしてみてください」

　オルバさんは僕に言われるがままに、投入口に青銅貨一枚を入れて、ハンドルをガチャガチャンと回す。すると、取り出し口から直径十センチ長さ十五センチほどの丸い円えん筒とう状じようのものが落ちてきた。

「これは？」

「中身を開けてみてください」

　オルバさんが紐ひもで止めてある革かわ製せいの蓋ふたを外すと、中からフレームギアのミニチュアが出てきた。重騎士シユバリエだ。魔獣の角を溶とかしてできる、硬こう質しつゴムに似た素材製のミニチュアである。かなり細部まで作り込んでいる商品だ。

「ほう！　これはなかなか良くできた物ですな！　しかし、この出来ならば、別に店内で普通に売ってもよろしいのでは？」

「この中には重騎士シユバリエだけではなく、他の色々なモノが入っています。これがそのリストですね」

　オルバさんは僕から渡されたリストを見て、その数の多さに少し驚いていたが、未だによく把は握あくしてないようだった。

「ううむ。やはりこの箱に入れる意味が今ひとつ……。店内でこれをそれぞれ売れば良いのでは？」

「そうですね……たとえばそのリストの中の黒騎士ナイトバロンをオルバさんが欲しいとしましょう。並べて売れば普通に青銅貨一枚で買えますよね？　でもこの箱の中に入っていると……」

「……！　そうか！　一回で出るとは限らない！　何回も回す必要が……なるほど！　その分儲もうけられるというわけですな！」

　射幸心を煽あおった商品だが、その分金額は安い。さらに入っている筒つつを十個店に持ってくると、青銅貨一枚と交こう換かんできる。商品を詰め替かえして再利用できるわけだ。

【ストレージ】を開き、同じようなカプセルトイをもう一つ取り出す。

「そしてさらにこちらのが少し高級なものです。一回銅貨一枚。十倍の金額ですね。でも出てくる商品は金属製のかなりいいやつです」

　いわゆる子供用と大人用だ。ま、別にどっちを買おうが構わないんだが。

　オルバさんがこちらのも回してみる。出て来たのは金属製の青騎士ブルームーンだった。副団長のノルンさんの機体だな。

　さっきのやつより少し大きくできていて、重量感があり、置物としても見み栄ばえがいい。

　ちなみにラインナップは、




　ゲルヒルデ（エルゼ専用機）

　シュヴェルトライテ（八や重え専用機）

　ジークルーネ（ヒルダ専用機）

　オルトリンデ（スゥ専用機）

　ヘルムヴィーゲ（リンゼ専用機）

　グリムゲルデ（リーン専用機）

　白騎士シヤインカウント（団長機）

　黒騎士ナイトバロン（副団長機）

　青騎士ブルームーン（副団長機）

　重騎士シユバリエ（一いつ般ぱん騎き士し機）

　竜騎士ドラグーン（エンデ専用機）

　武器セット各種




　というフレームギア種と、




　ブラックドラゴン

　ワイバーン

　スノラウルフ

　ミスリルゴーレム

　スコルピナス

　デモンズロード

　ブラッディクラブ

　ウッドゴーレム

　キングエイプ

　小型魔獣（三体詰め合あわせ）




　という魔獣種に分かれる。

　モンスター種を入れたのは敵キャラも必要かな、と思ったのと、フレームギアだけだと被った時に『なんだよー、また重騎士シユバリエかよー』とか言われるのもなあ、と思ったからだ。

　まあ、それぞれ当たる比率は若じやつ干かん違ちがうので、そういったことは必ず起こるのだが。

　そして【ストレージ】からもう一台、実はこっちがメインだ。こっちのやつには魔獣種は入っていないし、サイズも大きい。

「こちらはお金を入れて回すのではなく、オルバさんの店で一定額の買い物をした時におまけで回す用です。そのため、中身の素材は飛竜の骨で作られており、かなり精せい巧こうなもので彩さい色しよく済み、さらに手足が可動するようにできています」

　いわゆるアクションフィギュアのようなものだが、リンゼの機体の変形まで再現している超ちようスグレモノだ。

「一定額というと、銀貨一枚とかですか？」

「んー、まあそんなところですかね。正直そこらへんの金額は門外漢なんでそちらでいろいろ変へん更こうしてもいいです」

　銀貨一枚っていうと一万円くらいか？　まあ、あくまで買い物をしたオマケだからな。

　生産自体は難しくはないはずだ。可動フィギュアの方は技術がいるが、オルバさんの伝つ手てにはドワーフの職人もいるそうだし、大丈夫だろう。

　早さつ速そく、青銅貨の販はん売ばい機きを店の中に設置すると、（さすがに外に置くと盗ぬすまれる可能性があるため）子供たちがやって来て回していった。お、竜騎士ドラグーンが当たった。それ一応レアだぞ。

「確かにこれは……人材費も浮かせることが……中身を変えれば……」

　子供たちがガチャガチャとハンドルを回すのを見ながら、オルバさんの頭の中ではいろんな計算が始まっているようだった。

　オルバさんにフィギュアの金型などを渡し、店を後にする。あとはお任せしておけばオルバさんならうまく儲けてくれるだろう。

　そのまま城下町のメインストリートを歩いていると、なにやら先の方が騒さわがしい。野や次じ馬うまの間から覗のぞいてみると、捕とり物ものの最中だった。

「押おさえつけろ！　逮たい捕ほだ！」

　四人の騎士が暴れる二人の男を取とり押さえている。ロープで素す早ばやく後ろ手に縛しばり上あげると、三人の騎士が男を引っ立てて行った。

「騒がせてすまない。もう大だい丈じよう夫ぶだ」

　残った騎士が周りの住民に安心するように声をかける。おろ？　彼かれは……。

「や。お疲つかれさん」

「ん？　こっ、これは陛下！」

　短い金髪の騎士はその場に跪ひざまずこうとする。ランツ・テンペスト。騎士王国レスティア出身、新人騎士の青年だ。

「ああ、いいから立って立って。公式の場じゃなけりゃそういうのいいから。めんどくさいし」

「は、はあ……」

　戸と惑まどった様子でランツ青年が立ち上がる。騎士王国出身の彼にとっては、騎士とはそういうものと刷り込まれているだろうから仕方ないか。

「で、なにがあったの？」

「は。飲食店内での女性店員に対する嫌がらせであります。給きゆう仕じ手伝いの子供が詰つめ所しよに飛び込んできたため、出動いたしました」

　なるほど。ウェイトレスさんにセクハラしたってところか。重い罪ではないがしっかりと反省してもらおう。

　にしても、ロープで捕ほ縛ばくとか捕物がまさに時代劇だな。手て錠じようとかあれば便利だろうに。手て枷かせとか手て鎖ぐさりとかはあるんだがな。まさかあんな重い物を常時持っているわけにもいかないし。

「んー……。やっぱり手錠がいるか」

「は？」

　その場で【ストレージ】から鋼のインゴットを取り出だし、ネットで調べた通りにモデリングで変形させていく。

　おっと、鍵かぎも作っておかないとな。数分後には鈍にぶく輝かがやく手錠が出来上がっていた。

「陛下、それは？」

「これは手錠。手枷を小さくして持ち運びやすくしたものだよ。ちょっと手を出してもらえる？」

　差し出されたランツの両手首に手錠を当て、一いつ瞬しゆんで拘こう束そくする。

「こ、これはすごいですね。……しかも頑がん丈じようです」

　ランツが両りよう腕うでに力を入れて引きちぎろうとするが、当然ビクともしない。僕が小さな鍵を使って手錠を外すとランツはまた驚いていた。

「それは君にあげるよ。逮捕に活用してくれ。そのうち警けい邏ら騎き士しの標準装備にしよう。鍵を無くすと開けられなくなるから気をつけて。あ、スペア……予備の鍵も渡しておくよ」

「ははっ！」

　固い固い。警邏騎士の隊長は確かローガンさんだったか。後で話して細かいところを決めないとな。

「こっちの生活には慣れた？」

「はい。この国は見るもの聞くもの全すべて珍しく刺し激げき的てきで、素す晴ばらしいです。人々も親切で賑にぎわいがありますし」

　そう言ってもらえると嬉うれしいな。他所から来た人に褒ほめられるとやはり嬉しいもんだ。

「あら？　冬とう夜やさんじゃないの。あ、ランツさんも」

　そこに通りかかったのは宿屋『銀月』ブリュンヒルド支店の店長、ミカさんだった。手にはいっぱいの買い物を抱かかえている。買い出しかな？

「久しぶりだねえ。元気だった？　ちゃんと食べてる？」

「食べてますよ。元気です」

　いつもと変わらない彼かの女じよに、思わず笑いが浮かんでしまう。そういや、最近『銀月』で食べてないなあ。

「みっ、ミカ殿どの！　陛下に対してそのような……！」

「ああ、いいっていいって。ミカさんとはエルゼたちより付き合いが長いんだ。構わないよ」

　慌あわてふためくランツを落ち着かせる。ミカさんよりも付き合いの長い人っていうと、『ファッションキングザナック』のザナックさんしかいないしな。ほんの数時間の差だが。

「ミカさんはウチのランツとお知り合いでしたか」

「うん。ここ最近毎日のように来てくれるしね。お得意様なのよ」

「や、あっ、その！　ミカさんの料理は大変素晴らしく、ついつい足が向いてしまうのでありまして！　食たべ飽あきない味といいますか、家庭の温かい味といいますか！」

　急に焦あせったように饒じよう舌ぜつになり、直立不動の体勢になるランツ。どことなく顔が赤い。おんや？　これはひょっとしたら、そういうことですか？

「つまりランツは虜とりこになってしまったわけだ」

「なっ！　へ、陛下は、な、な、なにを！」

「……ミカさんの料理の」

「っ!?　その通りであります！」

　オモロイ。ミカさんがよくわからず首を捻っているが。

「ミカさん、荷物が重くて大変でしょう。ランツ、ミカさんの荷物を『銀月』まで持って行ってくれる？」

「あら。助かるわ」

「は……はっ！　お任せ下さい！」

　ランツは赤い顔のままミカさんから荷物を受け取り、連れ立って歩いていく。僕はそれを軽く手を振ふって見送った。

　確かミカさんは二十歳はたちで、ランツは二十二歳だったかな。ちょうどいい感じだけど、ランツ君、ミカさんの親父おやじさんは筋肉ムキムキの赤あか髭ひげの大男だぞ。果たして立ち向かえるかな？

「なかなか面白おもしろいことになってるのよ」

「うわっと!?　ビックリしたー！」

　いつの間にか僕の隣にニヤニヤと興味丸出しの笑えみを浮うかべ、花恋姉さんが立っていた。なんでここに!?

「ふっふっふ。恋あるところに私あり。愛あるところにも私あり。それが恋れん愛あい神、望月花恋なのよ！」

　ビシィッ！　とポーズを決めてこちらを指差すが、僕は姉さんをジト目で見返す。

「……野次馬だろ？」

「そうとも言う！」

　そのうち馬に蹴けられるぞ。まあ、恋愛神の名の通り、花恋姉さんがアドバイスした人たちは次々とカップルになっていってるみたいだが。

　もちろん、それから別れる人たちもいるし、見込みのない恋なら諦あきらめるように諭さとすこともしている。花恋姉さん曰いわく、それも含ふくめて恋愛なんだそうだ。

「余計な手出しはしないで下さいよ？」

「失礼な。向こうから相談してこない限り助言する気はないのよ。基本的に恋は自らで切り開くものなのよ」

　もっともらしいことを言ってはいるが、どこまで本気か怪しいもんだ。

　基本、自重しないからなこの人は。

「ところでこんなところまで、なにしに来たの？　まさかあの二人をつけてたわけじゃないでしょ？」

「そうそう。ちょっと気になることがあるのよ。ここから東南の方にわずかな神気を感じたのよ」

「えっ!?」

　まさか従属神か!?　僕にも神気は感じられるんだけど、花恋姉さんや諸もろ刃は姉さんのように、まだ小さい気配までは感じられない。

「それって従属神……」

「いいえ、違うのよ。この気配は確かに私たちと同じ神族のものなのよ。まさかと思ったのだけれど……」

　え？　なにそれ。嫌な予感がビンビンするんですけど。

「三人目……別の神が降りて来たみたいなのよ」

　勘かん弁べんして下さい。何の神様が来たのさ……。
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「それで場所はどのへん？」

「だいたいこの辺りなのよ。すぐに消えたから細かい場所まではわからないけど」

　城へ帰ると、僕は中庭でマップを呼び出し、花恋姉さんに神気の感じた場所を特定してもらっていた。花恋姉さんが指差した場所は、ここから東南の方向、ラミッシュ教国を越こえて、ライル王国に差さし掛かかる間の大樹海の中。

　うーん、範はん囲いが広いなあ。見つけられるかしら。そういや諸刃姉さんも大樹海にいたな。大樹海にはなんか降りる目印でもあるんだろうか。

「ていうか、この人……いや神か……は、この世界で神力を使っていいの？」

「正確に言えば、『神の力を使ってこの世界に干渉してはならない』だから、例えば自分自身に神力で『人化』を施ほどこせば大丈夫だし、神の力を使わなければ干渉したって問題ないのよ。抜ぬけ道みちはいくらでもあるのよ」

　ゆるい。なんだそりゃ。まあ、姉さんたちも従属神の時しか神力は使ってないしな。諸刃姉さんに至っては、本当に使ってないか疑わしいくらいの無む双そうっぷりだけども。

「おそらく向こうも神気を探さぐろうとしたのかもしれないけど、前と違って、冬夜君の神気はきちっと抑おさえられているし、この場所がわからなかったんじゃないかと思うのよ」

　うぬう。ってことは、こっちから迎むかえにいかないとダメなのか？　あまり気が進まないんだが。

　迎えに行くこともないんじゃないかな……。これ以上厄やつ介かいな人たちが増えるのは……いだだだだ！

「なんか失礼なことをまた考えているのよ？」

「いたいれふ、はなしてくらはい！」

　花恋姉さんにほっぺた抓つねられた。この人のこういう勘かんの鋭するどさは神がかっているな！　神だけど！

「なにしてるんだい、君らは……」

「あ、諸刃ちゃん」

　そんなことを考えていたら、どこからかもう一人の姉さんがやって来た。花恋姉さんが神気を感じたのなら、諸刃姉さんも感じるのは当たり前か。

「花恋姉さんも感じたらしいね」

「そうなのよ。で、今から迎えにいくかって話をしてたのよ」

「まあ、私も会いに行くのはやぶさかではないけどね。誰だれが来たのか興味はあるし。破は壊かい神とかじゃなけりゃいいけど」

　物ぶつ騒そうだな!?　そんな奴なら直ちにお帰り願いたい！

「一応、世界神様の許可が無いと下りて来られないから、不適材な神は来ないと思うけどね。鍛冶かじ神や農耕神、商業神あたりじゃないのかな」

「むうう……鍛冶神や農耕神はまだいいけど、商業神は……うっとうしいのよ」

「花恋姉さんは商業神と相あい性しよう悪いよね」

　二人の神様談義を聞く限り、やはり神々にも仲のいい神、悪い神はいるようだ。

「私としては刀神とか槍神、武神あたりが来てくれると退たい屈くつしないんだけどね。最近、冬夜君が相手してくれないからさ」

　いや、勘弁して下さい。諸刃姉さんの訓練相手をすると、本気で疲れるのよ。その日一日使い物にならなくなるくらい。本気で斬きりかかってくるからさあ！

　ちなみに剣けんのみの勝負で戦績は五十二戦五十二敗ですが、何か？

　刀神とか槍神とかはよく知らないが、どうせ同類だろ。さらに相手させられるのは……いや、そいつが諸刃姉さんの相手になってくれるなら、ありがたい……のか？

「ま、いいや。ともかく現場へ行ってみよう。そこで僕が神気を放てば、なにか反応があるんじゃないかな」

「そうね。向こうは冬夜君のことも知っているはずだし。たぶんそれで大丈夫なのよ」

　さっそく【ゲート】を開き、ライル王国側へと三人で出る。ここへは巨きよ獣じゆう蠍さそりスコルピナスを討とう伐ばつに来たことがあった。ここから大樹海の方へ向かおう。

「姉さんたちって飛べたっけ？」

「飛べないことはないけど、ちょっと面めん倒どうかな」

　諸刃姉さんが答える。歩いて大樹海まで行くのも面倒だし……あ、こないだ見つけた『蔵くら』にあったアレを使ってみるか。

【ストレージ】にしまっていた『それ』を取り出し、地面の上に広げる。大きさは四よ畳じよう半はんくらい。

「冬夜君、これはなんなのよ？」

「魔ま法ほうの絨じゆう毯たん、かな。まあいいから座すわって座って」

　わけのわからないままの花恋姉さんと諸刃姉さんを絨毯の上に座らせて、その前に僕ぼくも座る。するとふわっと絨毯が一メートルほど浮かび上がった。

「よし、出発」

　ゆっくりと絨毯が進み始める。ちなみに絨毯が動き出すと、周りには防ぼう壁へきが張られるので、間ま違ちがって落ちてしまうこともない。ゆえに風を直接受けることもない。ついでに僕が【インビジブル】を付ふ与よしておいたので、周りの人間に気付かれることもないのだ。

「へえ。これは楽チンなのよ」

「問題は操者にかなりの魔ま力りよくがないと長時間飛ばせないってことだけど」

　二人とも慣れてきたようなので、高度を上げ、スピードも上げる。さすがに宙返りとかアクロバットな動きはやめておいた。

　やがて大樹海上空へと辿たどり着つき、一いつ旦たん絨じゆう毯たんを止めて、空中に静止する。

「ここらへんでちょっと神気を放ってみるよ」

　軽く【神しん威い解かい放ほう】をすると、遠くの森から同じような神気が放たれた。あれって僕らに気付いて自分の場所を示し唆さしているのか？　こっちに来い、ってことかな？

「んん？」

「おや？」

　絨毯の後ろに座る、花恋姉さんと諸刃姉さんがちょっと怪け訝げんそうな顔をしていた。

「どうかした？」

「や、いまの神気なんだけど……」

「複数感じられたのよ」

　……なんですと？

　僕にはそこまで把握できなかったが……。じゃあ何か？　あそこには複数の神がいるってのか？

「どういうこと？」

「さあ……。とにかく行ってみればわかるのよ。冬夜君、発進なのよ！」

　なんともな意見だが、確かに行ってみればわかるのは確かだろう。とりあえず絨毯を進ませて神気の感じた方へと飛ばしていく。

　上空から見える、森の開けている場所に誰かがいるのが見えた。いや、数人いるのが見えた。

　その近くへと下りていくと、賑やかな音楽が聞こえてくる。楽しそうな笑い声と美味おいしそうな匂におい。

「……どういうこと？」

「これはこれは……」

「あちゃあ……なのよ……」

　宴えん会かい。そう、宴会なのだ。

　森の中でマンドリンのような楽器を奏かなでている青年と、赤い顔で酒を飲んでいる幼女、焚たき火びの上で肉を焼く女性、そして笑え顔がおを浮かべながら木の実や果物を食べている壮そう年ねんの男性。

　なにこれ？

　絨毯から降り立ち、僕は後ろの花恋姉さんに視線を向ける。

「音楽神に酒神、狩しゆ猟りよう神に農耕神なのよ」

　いいっ!?　四神も降りてきたのかよ!?

　僕が唖あ然ぜんとしていると、こっちに気づいた幼女が大きく手を振ってきた。

「おおおー！　恋愛神と剣神なのだー！　一いつ緒しよに呑のむのだー！」

　スゥよりも小さい、五、六歳くらいにしか見えない透すき通とおるような青い長ちよう髪はつの幼女が、どう見ても酒さか瓶びんにしか見えない大きな徳利とつくりを振っている。あれ、いいのか!?　あの子が酒神なの!?

　マンドリンみたいなのを持っているのは当然、音楽神だろう。二十歳前後の金きん髪ぱつイケメン青年だ。こちらに柔にゆう和わな笑みを浮かべて微笑ほほえんではいるが、楽器を奏でるその手は止まることがない。

　この人、楽器で感情を表してるんじゃなかろうか。事実、僕らに気付いてからは曲調が変わったし。

　果物を食べていた壮年の男性は、常に笑っているように見える。糸目だ。朴ぼく訥とつそうな雰ふん囲い気きと、地味な茶ちや髪ぱつに静かな佇たたずまい。この人が農耕神かな。

　と、なると、残ったあの緑ポニーテールの女性が狩猟神か。傍かたわらには急きゆう拵ごしらえで作ったような弓があるし。

　肉を焼いているけど、自分で狩かってきた獲え物ものかな。それ以前にそのマンガ肉みたいなの、なんの動物のどこの部分ですか。気になるわ！

「あなたたち、なんでこんなに揃って降りてきてるのよ。たかが従属神相手に、いくらなんでも多すぎるのよ？」

「うんにゃ、違うよ。ウチらは従属神担当じゃないさね」

　焼けた肉をもぐもぐと噛かみちぎりながらポニーテールの狩猟神が、花恋姉さんに答える。ずいぶんとワイルドな人……神だな。従属神担当じゃない？　どういうことだ？

「自分たちの担当は君だよ。望もち月づき冬夜君」

「僕!?」

　糸目の農耕神のおっさ……いや、おじさんが僕に向けて指を差す。思わず僕も自分で自分を指差してしまった。

「冬夜君が担当ってどういうことだい？」

　諸刃姉さんが僕の代わりに疑問に思ったことを口にしてくれた。

「うん。彼は人の身でありながら世界神様の神気を受け、その眷属として神化しようとしている。その若き新しん神じんが、正しくその道を歩めるように、フォローや支し援えんをするのが先せん輩ぱいたる自分たちの務め……」

「って、ことにしとこうって、さっき決まったのだー！　遊びに来たー！」

　うおい！　酒神さんよ、ぶっちゃけたな！

　なにかい？　人をダシにして地上に降りて来たわけ？　神様って暇ひまなの!?

　それを聞いてケタケタと狩猟神が笑う。

「いやー、地上に降りたのって数万年振ぶりだから、『人化』してもまだ身体が慣れねえや。ちょいと魔獣を二、三匹びき狩かってみたけど、神力を使わず狩るのも面白いもんさね」

「あちしもー！　神酒ネクタル以外のお酒なんて久しぶりー！　酔ようねー！　素す敵てきだねー！」

「自分も久しぶりに大地の恵めぐみを感じていますよ。実に美味うまい」

「…………」

　三人に同意するかのように、音楽神が楽器を軽快に弾ひき鳴らす。この人喋んないの？

「呆あきれたのよ。よく世界神様が許したのよ」

「いやいや、『行きたい』って言ったら『よかろ』って、けっこうあっさりだったさね。確かにちゃんとそこのボーヤのフォローをしろとは言われたけれどね」

「ボーヤはやめて下さいよ……」

　うむう。世界神様が気を利きかせたのかもしれんけど、全員一ひと癖くせも二癖もありそうなメンツなんだが……。

「まーまー、気にすんな、気にすんな！　ほら呑め呑め！」

　狩猟神のお姉さんが木製のコップに入った酒を押し付つけてくる。いや、呑めないことはないけど、強ごう引いんだな！

「っていうか、酒なんてどっから手に入れたんです？」

「んー？　森の中で魔獣に襲おそわれてた部族を助けたら、お礼にってくれたんだぞー。神界うえのお酒は無駄なものが入ってないから、ちょい味気ないのー。こっちのお酒はいいねー！　尖とがってて、『これが俺おれの味だ、文句あっか！』って感じー！」

　にししし、と笑う酒神。酔っ払ぱらってるのか？　よくわからん。見た目が幼女なので心配になってくる。顔が真っ赤だけど大丈夫なの!?

　その酒神がフラフラと僕のところまで来ると、がっしと足にしがみついて来た。なんですか……？

「冬夜お兄ちゃーん。あちし、おつまみが欲ほしいー。あたりめ、枝豆、焼鳥ー。持ってるよねぇー？」

　ギクッ。なんでそれを知っている……！　確かに【ストレージ】の中に入ってるけど！　これが神の力だというのか……！

「お、いいねー。食いもんあんなら出しておくれな。ちっとばかし物足りなくて困ってたとこさ。神族一同、無礼講ってことで、騒ごうじゃないか」

「いいですね。私もこの大地で収しゆう穫かくされた物を食してみたいです」

「…………」

　狩猟神の発言に農耕神が首しゆ肯こうし、音楽神がポロロローン、と楽器を鳴らす。花恋姉さんと諸刃姉さんが諦めたように溜ため息いきをつく。

「やれやれ、仕方ないね」

「もういいのよ。冬夜君、食べ物があったら出してやってほしいのよ」

　姉さんたちの言葉に従って、【ストレージ】内の食べ物や飲み物を、一緒に取り出したテーブルの上に並べていく。

　狩猟神はがつがつと、農耕神は味わうように、酒神は酒のつまみにして呑みながら、それぞれ地上の食べ物を平らげていった。音楽神だけは楽器を手放さず、悲しい音色を奏でていたが。見かねた酒神が焼鳥を咥くわえさせると、曲調が明るくなった。やっぱあれって感情と連動してるのか？　っていうか、楽器離はなせ。

　そのうち姉さんたちも酔い始め、本当に宴会になってしまった。神々の宴会だ。

　なんだこれ？










「どうなってるんですか、いったい？」

『いや、彼らも長年働はたらき詰づめだったからの。ここらで休きゆう暇かを与あたえようと思っての』

　この世界は神々の慰い安あん旅行地じゃないでしょうが。

　未だに宴会を続ける降りて来た神様連中から離れて、世界神様に電話したところ、そんな言葉が返ってきた。

　そんなホイホイ神々が降りて来ていいのかとも思ったが、地球の神々もけっこうホイホイ降りて来てたなと神話などを思い返す。

『ま、邪じや魔まにはならんと思うからよろしく頼たのむよ。面倒かもしれんが』

　今、面倒って言った！　言ったよね!?　面倒なことになるんだ!?

『こう言ったらなんだが、いずれ君の神格は彼らより上になる。今のうち慣れておいた方がいいぞ？』

　なんだろう。親が経営する会社に次期社長の息子むすこが『仕事に慣れろ！』と言われて、新人社員として放ほうり込まれる映像ビジヨンが浮かぶのは。

　電話を切って大きく溜息をつく。どうしようかなあ～……。

「冬夜お兄ちゃーん！　こんなとこで黄昏たそがれてないで、みんなと呑のもー！　酒は憂うれいの玉たま箒ははき、まずは一いつ献こん、呑めば極楽ごくらく！」

　にゃはははは、と酒神が絡からんでくる。酒さけ癖ぐせ悪いぞ、この幼女！　おまけにグイグイと引っ張られる。力強っ!?　まさか酔えば酔うほど強くなる、例の拳けん法ぽうの使い手とかじゃあるまいな!?

　無む理り矢や理りテーブルまで連れて来られた僕のコップに、花恋姉さんがドバドバと酒を注つぐ。あーあー、びちゃびちゃ……。

「そんでぇ？　冬夜君はあの子たちとどこまでいったのかにゃー？　お姉さんに話してみなさいなのよー」

　花恋姉さんが顔を赤くしてニタニタと笑みを浮かべる。

「……酔ってるよね、花恋姉さん？」

「酔ってにゃいのよー。じぇんじぇん酔ってにゃいのよー。むふー」

　酔ってるよ！　完全に酔ってるよ！　酔っ払いはみんなそう言うんだ。呂ろ律れつもおかしくなってるし。

　諸刃姉さんに助けを求めようとしたら、すでにテーブルに突つっ伏ぷして寝ねていた。弱っ!?　剣神酒弱っ!!

　まあ酔って刃は物ものを振り回まわすよりは何倍もいいんだが、僕を助けてから潰つぶれて欲しかった。

　酒神はガバガバ呑んで、狩猟神はケタケタ笑って、農耕神は料理に舌した鼓つづみを打って、音楽神は楽器を奏で続ける。味方はいない。

　あーもー、『触さわらぬ神に祟たたりなし』って意味がよくわかったよ！







◇　◇　◇







　新しい神々たちは一応僕の叔父おじとその子供、つまり従兄弟いとこの家族ということにしておいた。さすがにこれ以上兄弟が増えるのは困りものだし。

　まあ、四十近くに見える農耕神を兄というのは抵てい抗こうがあったし、王様の父親ってのも厄介だからな。

　というわけで、叔父とその子供三人、ということになった。




　叔父、望もち月づき耕こう助すけ。（農耕神）
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　長男、望もち月づき奏そう助すけ。（音楽神）

　長女、望もち月づき狩かり奈な。（狩猟神）

　次女、望もち月づき酔すい花か。（酒神）




　年ねん齢れい的てきには僕より下が酒神だけになるので、呼び方は耕助叔父さん、奏助兄さん、狩奈姉さん、酔花、といったところか。

　まず僕の親しん戚せきとかいうことよりも、ベロンベロンに酔った酔花にみんな驚おどろいていたが。結局出てきた言葉が、『酒を飲んでいないと謎なぞの発ほつ作さが出る』というアルコール依い存ぞん症しようとあまり変わらないような言い訳だったのだが、みんな信じてくれた。

　あとでリーンに聞くと、ドワーフの子供などは、あれくらいの年ねん齢れいで飲酒している者もザラにいるそうだ。酔花はドワーフではないけれど、母親がいないのでひょっとしたら母親がドワーフと思われたのかもしれない。

「また一気に増えましたねえ……」

「ごめん。いろいろとあって」

　城の東、農地へと向かう道を歩きながら、僕は隣となりのユミナと話していた。

　ユミナたちは僕と姉さんたちが血が繋つながっていないことも、僕が異世界からやってきたことも知っている。今回の叔父や従兄弟たちというのは、『血が繋がった』という意味ではないことをわかっているはずだ。神族ということは知らなくても。

「それで、その……叔父様たちもお義姉様と同じく……」

「あー……まあ、一芸に秀でてはいるかな。戦せん闘とう面ってわけじゃないけどね。狩猟……狩奈姉さんとかは弓の腕うで前まえが半端ないとは思うけど」

　獲物を決して逃さない狩人の神だからな。弓以外にも罠わなとか鉄砲とか使いそうだし、鉈なたとか斧おのとか……あれ？　剣しか使えない諸刃姉さんより、かなりのオールマイティーなんじゃ？　いや、単純な強さなら戦闘に特化している諸刃姉さんの方が強いのか。

　四人とも早くもこの国に慣れて、自分たちのやりたいことをし始めた。僕の手伝いということらしいが、何をやっているのか、今日はこうして確かく認にんしに来たわけで。

「あ、あれ叔父様じゃないですか？」

　ユミナの指差す先に、畑に鍬くわを突き刺す農耕神こと耕助叔父が見えた。麦藁帽ぼう子しに首には手拭い、農作業着を着て額に汗あせして働いている。似合いすぎだろ。いや、似合ってて当たり前なんだけど。農業の神だし。

「やあ、冬夜君、ユミナさん。こんにちは」

　相変わらずの糸目笑顔で挨あい拶さつしてくる。なんというか……地味だ。

「自分で畑を耕しているんですか？　人を使えばいいんじゃ……」

「いやいや、働かざる者食うべからず……ってわけじゃないですけど、自分がやりたいだけですから。開かい墾こんして農地を切り開き、それが人々の新たな糧になるなんて素晴らしいじゃないですか」

　なんでも神の力を使えば一気に収穫まで行えてしまうらしいが、それでは愛着も湧かないし、つまらないとか。そもそも禁じられているから使えないのだけれど。

　それでも農耕神というだけあって、その知識はこの世界でも活かされるようだ。

　さっきもなんか撒まいてたが、聞いたら魔獣の骨を細かく砕いた物だとか。魔獣の骨に含まれる魔素がどうたらこうたらと、説明されたがよくわからん。助手としてつけたアルラウネのラクシェだけはえらく感心していたが。

　畑だけではなく水田の方も見てもらえるらしいので、正直助かる。あまりにも地味すぎて神族ってのを疑いたくなる光景だけど。

　農地視察から町の方へ戻もどると、時計塔のある中央広場の方がなにやら賑やかだ。

「なにかあったんでしょうか？」

　ユミナと僕がそちらへ向かうと、楽しげな音楽が聞こえてきた。これってまさか……。

　人込みをかき分けてみると、中央広場の噴水の前にギターを見事に弾きならしている音楽神、いや、奏助兄さんの姿があった。

　っていうか、あのギター、桜に頼まれて僕が作った楽器のひとつじゃんか。城から持ち出してきたのか？

　ピアノを作った僕は調子に乗って、他ほかにもフルートやトランペット、カスタネットにいたるまで、ひととおりの楽器を試ためしに作ってみた。けれど、練習することなく騎き士し団だんの宿舎に預けっぱなしだったんだよな。何人か興味を持って練習したいって言いだしたから。

　奏助兄さんの演奏が終わると、観衆から万雷の拍手が送られる。中には感涙にむせぶ者もいた。そんなにか。

「すごい演奏でしたね！」

「まあ、あの演奏に勝てる人はいないだろうねえ……」

　観客に一礼して再び演奏を始めた奏助兄さんを置いて、僕らはギルドのある通りへと向かう。ギルドの隣には酒場があって、酒場と言えば……。

「なんだこりゃ……？」

　酒場の入口に何人もの酔い潰れた男たちが転がっていた。

　その男たちをよけて店内に入ると、案の定、酔花が酒場のテーブルで酒を呑んでいた。

　酔花の正面の席にはグラスを握りしめた男が酔い潰れている。

「あー、冬夜お兄ちゃん！　おにーちゃんも呑みくらべするかー。あちしが勝ったら呑み代はそっち持ちだぞー」

「誰がするか……」

　ケタケタと笑いながらグラスを掲げる酔花にそう言い放つ。

　店内には他にも酔い潰れた客がいて、店員がそれを引きずり外に並べていた。これ全員、酔花に呑み倒たおされたのか。っていうか、いつから呑んでるんだ。

「まあまあ、まずは駆けつけ三杯……」

「僕は呑みにきたんじゃないっつうの。そのへんで終わりにしなさい」

「あうー」

　酔花の持っていた酒瓶を取り上げる。今回来た四人の神の中でこいつが一番タチが悪いんじゃないだろうか。

　酔花をつまみ上げて、酒場の主人に謝る。恐縮しながらも、向こうとしては儲けが出たからなのか、笑顔で応えてくれた。

「まったく……あんまり呑みすぎるなよ」

「久しぶりだったんで、ちょとハメ外したかにゃー。いつもはもっとじっくり呑むよー？　ユミナちゃーん、お城で一緒に呑むー？」

「いえ、私は嗜まないので……」

　ユミナが笑顔を引きつらせて、手を振る。

　なんというか……見た目は子供にしか見えないこの子に酒を出すこの店も問題あるんじゃなかろうかとも思ったが、酔花のやつが勝手に僕の名前を出だしたらしい。

　怪あやしい幼女の言うことをなぜ信じたかと言うと、詰つめ所しよから騎士団員を引っ張ってきて証明させたらしい。あとでその団員にも謝っておかないとなあ……。

「おや、冬夜たちじゃないかい」

　酒場から出ると、同じように隣のギルドから狩奈姉さんが出てきた。

　この人は早々に冒ぼう険けん者しやギルドに登録して、狩人として活動を始めた。主に討とう伐ばつ依い頼らいをこなしているようで、ダンジョンには行っていない。なんでも食えないものを狩る気はないとかなんとか。

　今回も依い頼らいをこなしてきたのだろう。手には大きめの野鳥がぶら下がっていた。

「ちょうどよかった。こいつは今日の晩飯さね。料理長のクレアに渡わたしといてくんな」

「わかった」

　事実、狩奈姉さんがいろんな獲物を持ってきてくれるので、最近の食卓はバリエーションが多くなってきた。僕は狩奈姉さんから野鳥を受け取ると、【ストレージ】へとそれを納める。

「そのうちもっとでかい獲物を狩ってみたいねえ。ここらじゃあまり見かけないらしいから、そのうち、よその狩場へ連れて行っておくれよ」

「そうだね。ミスミドあたりになら行けるように打診してみるよ」

　ブリュンヒルドにはそこまで大型の魔獣はあまりいない。ミスミドあたりにならけっこういると思うけど。あそこは大樹海にも近いし。

　とにかく四人のうち、酔花以外にはいろいろ助けてもらえそうだな。

「むう。なんかしつれーなことを思われた気がするぞー？」

　鋭い。花恋姉さんといい、やはり神は侮れない。







◇　◇　◇







「それでダーリン。例の島を調べてどういうことが分かったの？」

「そうだな。文化レベルはこちらと大差ない。ただ、生活圏がものすごく狭せまい。巨きよ獣じゆうなんてものがそこら中にいるから、当たり前と言えば当たり前なんだけど。だから、限られた結界内でしか町が発展してない。他は本当にまばらに集落がある程度だ」

　食堂でクレアさんの作ってくれたラーメンを食べながら、リーンの質問に答える。写真や材料、作り方をネットで細かく調べて教えたら、見事に再現してしまった。スープの味が少し薄い気もするが、充じゆう分ぶん美味うまい。ナルトまで再現するとは恐おそれ入った。

　今度は餃子に挑戦するとか。チェーン店とかできるんじゃなかろうか。

　食堂には僕とエルゼ、リンゼ姉妹、八重、リーンしかいない。ユミナは弟のヤマトに、ヒルダは兄のレスティア騎き士し王に会いに行っているし、スゥは今日は来ていない。

　ルーはクレアさんの手伝いで食後の杏仁豆腐を作っている。桜は学校で母親であるフィアナさんの手伝いをしているらしい。

「そんな島に、住んでいるなら、結界を、使えそうなものです、けど……」

　ふうふう言いながらリンゼもラーメンを食べている。彼かの女じよはあまり箸がうまくないので、フォークを使っていた。

「どうやらあの大規模な結界は、島全体と、東西南北の都、そして中央の神しん殿でんにしか無いらしい。おそらくだけど、それ自体が『時の賢けん者じや』の遺産なんじゃないかな」

　つまりはアーティファクトってことだ。だから新しく施すことができない。生活できる安全地帯が限られているってのは大変だな。結界の外だからって、そうそう巨獣に襲われることもないはずなんだが。あのサイズになると人間なんて食べても腹が膨れないからな。

　他の大型魔獣とか、もっと腹の足しになりそうなものを狙うような気がする。

　結界の外に家なんか建てても、せいぜい数軒の家を建てて村のようなものを作るのが関の山だろう。巨獣が通りかかっただけで壊かい滅めつだからなあ。

「その人たちって巨獣退治はしないの？　ある程度の犠ぎ牲せい覚かく悟ごで戦えば、勝てないこともないんじゃない？」

「や、戦ってはいるみたいだよ。都に大きな移動式の投石機カタパルトとかあるらしいし。巨獣が迫った時は結界の外に出て、それで追おい払はらったりしてるんじゃないかな」

　でなきゃいくらなんでも五千年も生き残ってはいないだろう。巨獣への対処法は、大陸の僕らより進んでいるんじゃないかな。それでも結界の防ぼう御ぎよ障しよう壁へき頼りな面はあるだろうが。

「種族的には人間だけなんでござろうか？」

　こちらはリンゼと違ちがって、巧みに箸を使い、ラーメンをすする八重。イーシェンにも蕎麦やうどんはあるから、慣れたものだ。ちなみに彼女が今食べているのは三杯目だったりする。

　あれだけ食べているのに太らないんだから、実に不思議だ。食べた分だけ運動をちゃんとしているから当たり前なのだろうか。

「いや、人間が多いのは確かだけれども、微び妙みように亜人や魔族も混ざっているみたいだ。こっちとは違って偏見は無いようで、ひとつの都に一緒に暮らしている」

　そこらへんはこっち側も見習って欲しいもんだな。狭い生活圏では、仲良くならざるを得ないのかもしれない。厳しい環境を生き抜くには互たがいに協力しないと。

「あと国土のわりに人口が驚くほど少ない。これは農業とか漁業とかがしにくい環境が関係しているかもしれないけどね」

　せっかく広い土地があっても、田畑を作ったそばから破壊されるのでは、たまったもんじゃないだろう。一年間苦労して育てた作物が、収穫前に全すべて潰されることもあるわけだ。泣きたくなるよな。

　考え方によっては、結界内に田畑を作った方がいいような。結界の周りに家を建て、巨獣が襲ってきたら結界内の畑に逃にげる。

　家は壊されるかもしれないが、食糧は残る。こっちの方が種としては生き残る可能性が高いと思うんだが……。

「それにしても巨獣の島、ねえ……。なんだってそんな進化をしたのかしら。巨獣なんてそうそう現れるもんじゃないのに」

「魔素濃度が関連しているかもって話だったな。博士が言うには、だけど」

「魔素濃度？」

　あまり聞きなれない言葉にエルゼと八重が首を傾かしげる。

　魔獣ってのは普ふ通つうの動物が大気の魔素を取り込んで、進化していった種もかなりいる。そのため、魔法に似た能力を持つものも多い。雷を放つ雷かみなり熊ぐまとかだな。

　その中でも、特に濃い濃度の魔素を取り込み続けたものが、巨獣になるんじゃないかという話だった。

　通常、魔素は拡散されていて、そこまで濃度は高くならない。しかし、大森林の奥地とか、深海、天険の霊峰などには、いわゆる『魔素溜まり』と言われる場所が稀まれに存在する。

　この『魔素溜まり』が巨獣を生み出す要因になっているのではないか、という話だ。

　ではなぜそんな『魔素溜まり』ができるかと言うと、魔素を吸収する存在（これは動物や魔獣だけじゃなく人間も含まれる）が、極きわめて少ないこと、空気や水の流れが留まりやすいこと、などに影えい響きようされるのではないだろうかと博士は言っていた。

　そして問題の『魔の島』だが、この島は全体を結界で囲まれている。つまり、魔素の逃げ場がない。結界で拡散されても行き場所が島しかないなら意味はない。拡散＝消滅ではないからな。

　結果、魔素溜まりのようなものができやすくなる。それが巨獣を生んでいるのではないかと。

「でもその『魔素溜まり』？　人間は影響されたりはしないの？」

「人間は自分の魔力容量より、多くの魔素を取り込んだりはしないから大だい丈じよう夫ぶよ。気分が悪くなるとは思うけど」

　エルゼの疑問にリーンが答える。魔獣だって、その魔素溜まりで生活していたから突とつ然ぜん巨きよ獣じゆうになるわけじゃない。何代も子を生み重ねて、結果、突然変異に近い巨獣が生まれるんではなかろうか。

　当たり前だが、突然変異である以上、巨獣がつがいになることはないため、一代で滅ぶはずだ。まあもっとも、巨獣の寿じゆ命みようは素体の種に比べて、かなり長いらしいけど。

　問題はその突然変異がポンポン生まれていることだよなあ……。

　中には近い種が出会って、二世誕生、もあり得るよな。そうなるともう突然変異じゃなく、新種なのだろうか。

　巨獣同士での戦いもあるみたいだし、まさに怪獣島だな。宇宙から銀色の戦士でもやってこないだろうか。三分しか戦えないんじゃ一匹、二匹倒たおして終わりかもしれないが。

「ってことは、その結界を解けば『魔素溜まり』も消えて、巨獣が生まれる可能性も低くなるわけでござるか？」

「ま、そういうことになるね。結界を張り続けているのは、それを知ってか知らずか……。難しいところだけど」

　もしくは自分たちでは解除できないのかもしれないが。そう考えるとあの島の住民は、閉じ込められた人たちなのかもしれない。

「どっちみち、接触を図ろうとは思うんだけど、近隣の国に説明もしないといけないしな。エルフラウとハノックは会議に出席してくれるみたいだけど、パルーフからはまだ返事をもらってない。リーニエ国王がうまく口説いてくれるといいんだけど、島のことをこの時点で説明もできないしな……」

　最悪パルーフ抜ぬきで進めることになる。あの島と貿易をすることになれば、巨獣の素材なんかを手に入れやすくなるとは思うんだけど。ただ、通貨が島独特の硬貨だから、物々交こう換かんになりそうなんだけどね。一応、金貨、銀貨、銅貨、とあるらしいので、それ単体の価値はあるとは思うが。

「接触するのはもうしばらくかかりそうかな……。ま、急ぐ話でもないんだけど、やっぱり、」

　僕の話を打ち切るように懐ふところのスマホが着信を知らせる。レリシャさんからのメールか。……む。

「どうしたんです、か？」

「レリシャさんからの知らせだよ。フレイズが出現するみたいだ。明日から一週間の間に」

　心配そうに尋ねてきたリンゼにレリシャさんからのメール内容を話す。

「レリシャが知らせてきたってことは、多数出現するか、上級種が出現するってことね？　どっち？」

「どっちも」

　現在、フレイズは頻繁に出現しているが、下級種、あるいは中級種でも飛行タイプでもなければ、ベテランの冒険者ならなんとか倒せる。数人がかりでどうにか、だが。

　それでも下級種なら数匹、中級種だと一匹が限度で、それ以上となるともう冒険者たちだけでは無理だ。そうなると僕ぼくらにお鉢が回ってくるわけだ。今回は数千体と数は前ほどでもないが、オマケとして上級種がついてくる。

「場所はどこでござるか？」

「レグルスだよ。ルーにも教えないとな」

「何をですの？」

　振り向くとその本人が、食後の杏仁豆腐をお盆に持って立っていた。ルーの手によりテーブルに置かれた杏仁豆腐が美味そうな輝かがやきを放っている。

　とりあえずこれを美味おいしくいただいてから話そう。うん、それがいい。

　そう決めて僕は雪のように真っ白なそれを匙ですくい上げた。







第四章　闇の邂逅







「来ませんわねえ」

「来ないねえ」

　岩に腰こし掛けたルーの呟きに僕が答える。

　僕らがいるのはレグルス帝てい国こく中央、帝都ガラリアより北西、イスルム平原と呼ばれるところだ。

　まるでモンゴルの平原のように青々とした草原が広がり、遠くには岩山も見える。空には雲ひとつなく晴れ渡っていた。

　そこに本ほん陣じんを張り、僕らがフレームギアを展開してすでに四日が経つ。レグルスの冒険者ギルドが、感知板タブレツトでフレイズの出現を感知したのはいいが、出現時期が翌日から一週間という長いスパンだったため、待ち伏せが長期化していた。

　出て欲しいわけではないが、こうも待つだけってのはな……。いつ出現するかわからないから、僕がブリュンヒルドに戻るわけにもいかないし。

　八や重えたちは交代で本陣の固定【ゲート】から城の方へ戻ったりしているけど。

　今日はルーとリーン、スゥ、リンゼがこちら側に来ていて、ユミナと桜は城で留守番、八重とエルゼ、ヒルダは交代したため、城の自室で寝ているはずだ。

　今回の出現は上級種も含まれるため、気を抜くわけにはいかない。だけど気を張り詰めっ放しってのもな……。

「冬とう夜や様、お昼ですし、お弁当はいかがですか？」

「お、いいね。もらおうかな」

　ルーがバッグから二つの弁当箱と、大小二つの水すい筒とうを取り出して平らな岩の上に置く。大きな水筒からはスープ、小さな水筒からはお茶をそれぞれの容器に注いで、弁当箱のひとつを手渡してくれた。受け取って蓋ふたを開けると美味おいしそうなご飯と色とりどりのおかずが並んでいた。

「こりゃ美味そうだ。ルーが作ったの？」

「はい。朝早くに。他の皆みなさんのはクレアさんに頼みましたけれど」

　照れくさそうにルーが微笑む。このレグルス帝国のお姫ひめ様は料理の才能があり、ブリュンヒルドに来てその才能を開花させた。クレアさんに付きっ切りでレクチャーされてたし、暇を見ては僕の世界のレシピを教わり、試作していたからなあ。

　いただきます、と手を合わせて、弁当の中にあったエビフライを口に放り込む。美味い。クレアさんのと遜色ないな。

「美味しいよ。本当に上手くなったなあ」

「ありがとうございます。そう言ってもらえると嬉うれしいですわ」

　卵焼きや唐揚げも美味い。かー、男を落とすにゃまず胃袋、ってのもわかる気がする。肉じゃがとかもう最高。

「本当に美味しい。毎日でも食べたいな」

「けっ、結けつ婚こんしたらできるだけそうしようと思いますっ！」

　頬を染めて自分の弁当を食べ始めるルー。ありがたいことです。いろんな意味で神に感謝。っと、そういえば。

「今、桜の機体を作っているんだけど、ルーはどんなスタイルで戦いたい？　やっぱり双そう剣けんを活いかした高機動型かな？」

「そうですわね……。それもよろしいのですけれど、状じよう況きように応じて臨機応変に戦いたいです。エルゼさん、ヒルダさん、八重さんが前衛、スゥさん、桜さん、リーンさんが後衛、そしてリンゼさんと同じく、私わたくしも遊撃に回った方がいいかと」

「遊撃？」

「状況に応じて武器を換えるとか、近距きよ離りでも長距離でも対応できるような機体が理想ですわ」

　ふむ。となると……換装型か。相手や戦況に応じて高機動ユニットや火力武装、重装そう甲こうなどを換装し、遊撃に当たる、と。換装は転移魔ま法ほうでできるし、それによるタイムロスなんかは解消できそうだ。遊撃戦換装型か。悪くないかもな。

「うん。じゃあその方向で進めてみるよ。今回は竜騎士ドラグーンで悪いけど」

　本陣の方に佇たたずむ、緑に塗られた竜騎士ドラグーンを眺ながめる。エンデの機体と同型機だが、こちらは旧式のままのフレームギアだ。

　ルーならその機動力を活かせるだろうと、余っていた竜騎士ドラグーンを与えていた。ま、ルーの機体ができるまでの代車みたいなもんだ。

「ごちそうさま」

「おそまつさまでした」

　空になった弁当に蓋をし、布で包み直す。食後のお茶をずずず、と飲み、一息ついた。

「公王陛下、姫、よろしいでしょうか？」

「あ、どうも、ガスパルさん」

　振ふり返かえると、レグルス帝国の騎士団長、隻せき眼がんのガスパルさんが立っていた。今回はレグルス領内ということもあって、帝国からはけっこうな数の騎士が参戦している。

「仲がおよろしいようで安心いたしました。これでレグルスもブリュンヒルドも安泰ですな」

　そう言いながら豪快に笑うガスパルさん。

「何かありました？」

「いえ、何かあったというわけではないのですが……公王陛下、我わがレグルスの部隊をもう少し増やすことをお願いできませんでしょうか？」

「？　またなんで？」

　今回はいつもより多く二十七機の重騎士シユバリエと三機の黒騎士ナイトバロン、計三十機をレグルスには与えていたが、それでも不足だったのだろうか。

「実はブリュンヒルドと同じくレグルスでも新しい団員を採用したのですが、彼かれらにも戦場を経験させたいのです。しかし、上級種も現れるという現場で、新採用の者を先せん陣じんにぶつけるわけにもいきません。下級種を主に当たらせる新騎士たちとそれを指導する騎士の部隊をもうひとつ編成できれば、と」

　なるほど。確かに僕らの方も、今回はフレイズとの戦いを経験させるため、新人騎士の部隊を編成している。もちろん、上級種と戦わせる気はない。今回はフレームギアでの戦い方と、戦場の雰ふん囲い気きを体験してもらえれば、というところである。

「フレームユニットでの訓練は終えているんですよね？」

「はい、それはもう。最低でも動かせなければ話になりませんからな。囲まれたりしなければ下級種に充じゆう分ぶん対応できると思います」

　ま、それでもやられる時はやられるんだが……。きちんと指導してもらえれば大丈夫か。

「わかりました。九機の重騎士シユバリエと黒騎士ナイトバロンを一機、追加で貸し出します。破は壊かいされた場合の修理資材料はもらいますけど」

「ありがとうございます」

　バビロンのモニカに連れん絡らくして、『格納庫』から十機の機体を地上に転送してもらうことにした。

　今回は上級種がいるとはいえ、数は万までいかないようだし、こちらには新型機もある。そこまで激戦にならないとは思うが、こればっかりは始まってみないとわからんしな。

　ガスパルさんが去った後、もう一杯ルーのお茶を飲んだ。

「レグルスの方も新人を入れたんだねえ」

「そのようですね。レグルスは先の軍部反乱で、かなり戦力を落としましたから……」

「あの将軍も余計なことをしたもんだ」

　皇こう帝てい陛下の生命を狙い、『吸魔の腕輪』と『防ぼう壁へきの腕輪』を用いて、悪あく魔まを召しよう喚かんし、軍事クーデターを起こしたバズール将軍。

　事件後、将軍とそれに追従した将校たちも処刑され、かなりの数の軍部関係者が刑を受けた。レグルスは騎士団と軍の二つが存在していたが、軍部の方は今や騎士団の管轄下にあるらしい。まあ、不ふ名めい誉よなことをしでかしたんだから、しばらくは監かん視しされても仕方がないんだろう。

　幸い、隣国との関係は間に僕を挟はさんだこともあって、今までにない友好的な関係が築けている。なので諸外国からの守りはそこまで必要とはなっていないようだ。ベルファストはもちろんのこと、ロードメアやラミッシュとも上手く付き合っているからな。

「帝国にとってあの事件は悲しい出来事でしたが、私わたくしにとっては冬夜様と出会えた、思い出深い出来事ですわ。不謹慎ですけれど」

「そうだね。確かにあの事件がなければルーと出会うこともなかったかもしれない。そう思うとあの将軍にも感謝かな。不謹慎だけれど」

　二人で顔を見合わせて笑った。この子と出会えて良かったと心から思う。

　ルーは負けず嫌いで努力家だ。一度決めたら考えをなかなか変えない頑固なところもある。だけど、自分のことよりまず人のことを考えられる優しい女の子だ。

　何気なしにお互いを見つめる形になっていた僕らは、どちらからともなく近づき、やがてルーがその瞳ひとみを閉じた。僕も瞼を……。

「おおお～。二人とも大胆じゃのう……」

「しっ、スゥ。静かに」

「こういうの、ちょっと妬けちゃうものなのねぇ……」

　どこからか聞こえてきた小さな声に僕らは瞳を開いてバッと振り向く。

　背後の岩の陰かげに隠かくれて、スゥとリンゼ、そしてリーンとポーラがこちらを覗のぞき見していた。

「あっ、あっ、貴女あなたたち、いつから覗いてたんですの!?」

　顔を真っ赤にさせてルーが三人プラス一匹？　に噛かみ付く。

「ガスパル団長と入れ違いくらいか？」

「お、お昼ごはんをどうするのかなって、二人に聞きに来たら、なんかいい雰囲気だった、ので」

「私は邪じや魔まするなって言ったのよ？」

　三人がそう答え、リーンの足あし下もとにいたポーラがえっへん、とばかりに腰に手を当て胸を張った。いや、威張るところじゃないから。
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　ルーが両手で真っ赤になった顔を押さえてしゃがみ込む。

「ううう……。恥ずかしいですわ……」

「恥ずかしがることはないと思うがのう。冬夜はわらわたちの旦那様じゃ。夫ふう婦ふ仲良くして何が恥ずかしい？」

　スゥが本気でわからないという風に首を傾げる。

「私わたくしはまだそこまでの域に達していませんわ……」

　ぐむむ、とスゥの無邪気な瞳を逸らすルー。そりゃそうだ。正直僕だって達していない。ある程度は吹っ切れたけど。

「私たちのダーリンはあんまりそういうことをしてくれないから、慣れようもないわよね。私としてはもっとスキンシップして欲ほしいところなんだけど」

「そうです。冬夜さんは、もっと私たちとイチャイチャするべき、だと思います」

「ええ!?」

　世界でもオクユカシイ民族の日本人としては、そいつはけっこうハードルが高いんですけど……。人前でイチャつくってのは反感を買うことも多々ありますよ？　『リア充爆ばく発はつしろ』とか、『もげろ』とか言われたり書かれたりしますよ？

「そうじゃのう。わらわももっとぎゅーっと抱きしめてほしいのう」

「私も、腕組んで町を歩いたり、喫茶店で『あーん』とかしたい、です」

「あらいいわね。それくらいはいいんじゃない？」

　だからそれをみんなが見てる前でとかは、ハードルが高いっつーの。『イチャコラしてんじゃねぇ』『もげろ』って言われるよ？

「人前でなければいいんじゃな？　なら今いっぱい抱きつくのじゃ！」

　スゥが駆かけ寄よって正面から抱きついてくる。ちょ、誰だれも見てないから恥ずかしくないってわけじゃないんですが！

「あ、わ、私も」

「あら、じゃあ私も」

「ちょ、おい!?」

　ぎゅっと左右の腕にリンゼとリーンにしがみつかれる。ちょ、あたっ、当たってますが！　なんでポーラまで足にしがみついてんのさ！

「ずっ、ずるいですわ！　私わたくしも！」

「ええ!?」

　そう言ってルーも後ろから抱きついてくる。なにこれ!?　四面楚歌ならぬ四面少女ってどんな状況だよ！

　嬉しくないわけじゃないが、やっぱり恥ずかしい！　誰か助けて！

『空間に亀裂を確認！　フレイズの出現兆候あり！　総員直ちに戦闘準備に入れ！』

　警報が鳴り響き、本陣が慌ただしくなる。リンゼたちもハッとして、僕から離はなれ、自分の機体へと駆けていった。

　これはフレイズに感謝すべきなのかどうなのか……微妙。

　イチャイチャしたくないわけじゃないんだけどねえ。九人も婚こん約やく者しやがいて、節度あるお付き合いを、ってのは今いま更さらなのかなあ。

　ま、やっぱり外ではあまりイチャつくのは控えよう。もげたくも爆発したくもないしな。この世界じゃ本当に【エクスプロージョン】とかで爆発されかねない。

　僕はため息をひとつついて本陣へと歩き出した。
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　ガトリング砲から何百発という晶材の弾だん丸がんが撃うち出され、目の前に広がるフレイズたちが粉々に砕かれていく。

『あら案外と脆いのね』

　そう呟つぶやくと、リーンが操あやつる重火器装備の黒いフレームギア、グリムゲルデが今度は上空を飛ぶマンタ型フレイズにガトリング砲ほうを向けて撃ち落とした。

　さらに地上の別方向にも胸部装甲を展開し、二連ガトリング砲を斉射する。

　ある程度撃ち終わると、オーバーヒートしないようにクールタイムに入った。

　そのタイミングで何体かの重騎士シユバリエがグリムゲルデが壊こわし損ねたフレイズの核かくを確実に仕留めていく。

　リーンのグリムゲルデにはいくつかのデメリットがある。まず、その超火力のため、味方が前に出られないこと。巻き添えを食うからな。

　次に敵が重なる位置によっては、どうしても核を撃ち漏らす可能性があること。体はバラバラでも、核が無事だとやがて再生してしまう。一点斉射すればその限りでは無いのだが。

　あとは長い間撃ちっ放しにはできないことか。本体がその熱と衝撃に耐たえられないのだ。グリムゲルデの装甲は晶材を基に作られているため、ある程度の自動修復機能はあるのだが、撃ちっ放しではそれが追いつかない。いくらかのクールタイムが必要になる。

　そのため、それをカバーする者が必要だった。

　動きが止まったグリムゲルデに、上空から飛行型フレイズが襲おそいかかってきたが、どこからか飛来した弾丸に撃ち抜かれ、失速して地面に激げき突とつする。

『助かったわ、ありがとう』

『どういたしまして』

　ついでとばかりにグリムゲルデに近寄るフレイズを撃ち倒しながら、飛行形態の青いヘルムヴィーゲが飛んでいく。リンゼか。

　リンゼの機体はその能力を活かし、戦場を飛び回って、いろんな場所のサポートをしていた。遊撃ポジションだな。

　同じく地上ではルーの乗る緑の竜騎士ドラグーンが二振りの小太刀を両手に持ち、高機動モードで縦横無尽に戦場を駆けていた。

　リーンたちの展開した後方ではまた別の戦いが繰り広げられている。

『スターダストシェル！』

　スゥの叫びとともに、オルトリンデ・オーバーロードの翳かざされた左手から無数の星型の光が生まれ、瞬く間に整然と並んで光の防ぼう御ぎよ壁が生まれる。

　宙に浮うかぶ鯉型の中級種フレイズが放ったビームを、その星屑の防御壁が完全に防いだ。防ぎ切った次の瞬しゆん間かん、オルトリンデのデカい右手が、肘ひじから高速で撃ち出される。

『キャノンナックルスパイラルッ！』

　撃ち出された右腕うでが弾丸のように高速回転しながら鯉型フレイズを打ち砕く。貫いた右手が弧こを描きオルトリンデ・オーバーロードの元へと戻もどっていった。

　回転が加わったのかよ。まあ、ある意味正しい改造だけど……。

　基本的にスゥのオルトリンデは本陣防衛に専念してもらっている。そのために高い防ぼう御ぎよ力りよくを備えているんだし。何よりあまり最年少のスゥを前線へ出したくないってのもあるんだけど。

　おっと。

【フライ】で戦場を飛んでいた僕の目に、地上で押され気味の部隊が飛び込んできた。

『第五部隊、下級種だからって一人で倒そうとしないで下さい！　目の前の敵だけじゃなく、周りの仲間にも注意を払ってお互いにサポートを！』

『『『はいっ！』』』

　スマホから命令を飛ばす。第五部隊は新人騎士の部隊だ。どうもまだ集団戦の戦いには慣れてないようだな。こういう局面では、囲まれないように周りをよく見て動かないと。……って諸もろ刃は姉さんが言ってたぞ。

「【氷よ絡め、氷結の呪縛、アイスバインド】」

　第五部隊のフレイズへ向けて捕ほ縛ばく魔ま法ほうを発動する。フレイズたちの足元が凍り付き、動きが一時的に止まった。こんなことをしても、あいつらは自らの足を破壊して脱出してしまうんだが、一時的に足止めになれば充分だ。

　止まったフレイズたちを第五部隊の重騎士シユバリエたちが、次々と核を破壊していく。よし、こっちはこれで大丈夫だろ。

　そう思ったとき、本陣から紅い機体と藤色の機体、そしてオレンジの機体が飛び出してきた。

『ごめん、遅くなったわ！』

『すまんでござる！』

『申し訳ありません！』

　エルゼのゲルヒルデ、八重のシュヴェルトライテ、ヒルダのジークルーネだ。

　三人は城で寝ねていたからな。仕方ない。

　軽装甲の八重が先頭に躍り出し、手にした晶材の太刀で、的確にフレイズたちを核ごと斬り裂いていく。

　三人はあっと言う間に前線へと辿たどり着つき、次々と水すい晶しようの悪魔を屠っていった。

『陛下。本陣正面一キロ先に大きな歪ひずみを確かく認にん。上級種出現の兆候と思われます』

「きたか……全部隊に通達。上級種出現ポイントから距離を取るように」

『はっ』

　観測のため、本陣にいる椿つばきさんからの連絡に、僕は【ストレージ】から【流星雨メテオレイン】用に作った晶材の『星』を取り出だし始めた。

　出現と同時にこいつをぶちかます。これで核を壊せるとは思わないが、ダメージを受けてボロボロになったところを、総そう攻こう撃げきする予定だ。

【ロングセンス】で視覚を飛ばし、出現ポイントの空に空間の亀裂が発生したのを確認する。おいでなすった。

　パキキキキッ、とガラスにひびが入るように、空間に亀裂が広がっていく。やがてそれは轟ごう音おんと共に派手に砕け散り、大きく空いた次元の裂け目から、上級種が姿を現した。

『ゴガァァァァァァァァッ！』

　ズシン、と大地が響き、小山のような巨きよ体たいを輝かせて天空へ向けて咆ほう哮こうを上げる。

　なめらかな丸い曲線を描いた背中。太く短い足は六本ある。長く無数の棘のついた尻尾しつぽは蛇へびのように揺らめき、甲羅のような胴体からは伸のびた頭。

　大亀だ。リクガメ型とでも言えばいいんだろうか。足が六本あるし、甲羅の縁にはノコギリのような鋭するどい刃がついてるけど。

　核は……甲羅の奥にひとつか。鈍にぶくオレンジ色の光を放っている。

「相変わらずデカいな……。だけど的としてはその方がありがたいか。【流星雨メテオレイン】」

　リクガメの真上に無数の【ゲート】が開き、【グラビティ】で加重された晶材の『星』が落ちてくる。これでダメージを、と思ったらリクガメが手足と尻尾、頭も引っ込めて完全に閉じこもってしまった。しかも甲羅部分に当たった星がその丸みに逸らされて、地面へと滑り落ちていく。

「げ。そんなんアリか……？」

　亀だけに防ぼう御ぎよ型フレイズってわけか？　呆然としていると、閉じこもった状態のリクガメが長い尻尾だけをピンと立てた。先端にある無数の棘がミサイルのように四方八方に発射される。

「っ、マズい！　回避しろ！」

　棘が空中で分解し、そこからさらに分離した何百もの水晶の矢が、クラスター爆弾のように周囲に降ふり注ぐ。くそっ、お返しってわけか！

【流星雨メテオレイン】の巻き添えにならないために、みんな距離を取っておいたのが幸いしたのか、さほどの被ひ害がいはなかった。それでも何機かが行動不能になり、機体の色が変わっていく。転移魔法で搭乗者が脱出した反応だ。

『っの、砕けろッ！』

　リクガメの足元へ飛び込んだエルゼのゲルヒルデが、右手のパイルバンカーを渾身の力を込めて真ん中の足に撃ち出す。一いち撃げきでは無理だったが、二撃めで足のひとつが砕け散った。

　だが、六本足のため、片側の一本が潰つぶれてもバランスを崩すことはなかった。僕が【スリップ】をかければ倒せそうだが、あの位置だとエルゼが下敷きになりかねない。

　すぐさまエルゼがその場から後退し、彼女が砕いた側の残りの足のひとつを、ヒルダと八重の二人がかりで左右からズパンと斬り裂く。

　片側三本の足のうち二本を失ったリクガメがバランスを崩して八重たちの側に倒たおれこむ。八重とヒルダは下敷きにならないようにすぐさま脱出し、リクガメの体が斜めに傾いた。

　リクガメは動けないながらも口を大きく開ける。すると急速に光の玉がそこに集まり始めた。マズい。あれを放つ気か!?

　リーンのグリムゲルデがリクガメにガトリング砲を食らわせるが、甲羅に当たった弾はその方向を変えて、あさっての方へ飛んでいく。どうやらあの甲羅はかなりの硬さで、しかもその形状により、どんな攻撃も受け流してしまうようだ。スピカさんの盾たてと同じようなもんか。

『キャノンナックルスパイラルッ！』

　本陣前から駆けつけたスゥのオルトリンデがロケットパンチを放つ。横っ面からぶつかった黄金の拳こぶしは、リクガメの頭部を粉々に打ち砕いた。

　光の玉は雲散霧消し、首から先がない頭部が大きく揺ゆれる。スゥ、ナイス！

　しかし、足と共に頭もすでに再生が始まっている。やっぱり核を砕かないとダメだ。さて、どうするか……。

　思案にふけっていると、懐のスマホが着信を告げた。

『冬夜君、アレを使ってみないか？』

　博士から通信が届く。

「アレって……アレか？　ロゼッタが作ったっていう秘密兵器。でもアレってかなりの魔ま力りよくを食うんじゃ……」

『そうだね。リンゼとリーンの二人がかりでやっと一発撃てるかってシロモノだけど、やらないよりはいいだろう？　ちなみに二人にはもう確認を取ってある。あとは君次し第だいだ』

　む、う。ぶっつけ本番は避けたかったが仕方ない。

　リンゼとリーン、二人の前に転送されたその『大砲』を、左右から挟むようにヘルムヴィーゲとグリムゲルデの機体が支える。砲身から地面へと鉤爪のようなアンカーが打ち出され、衝撃に耐えるよう固定された。

　これが巨きよ大だい魔ま砲ほう『ブリューナク』である。フレームギアの三倍近い砲身を持ち、莫大な魔力によって高められた【エクスプロージョン】で特とく殊しゆ加工された弾丸を撃ち出す。さらに【スパイラルランス】の魔法により、弾丸に強力な回転が加わるのだ。

　魔力をチャージするのに時間がかかるのと、砲身自体がかなりのダメージを受けるため、連射はできないらしい。一撃必殺の武器ってことだ。

「二人とも準備はいいか？」

『大丈夫、です』

『任せなさい』

　リンゼが火属性、リーンが風属性の魔力を『ブリューナク』へと注いでいく。砲身側面にある魔力充填のメーターが次し第だいに上がっていった。

『充填率75％……80……85……90……』

　博士の声を聞きながら目の前のリクガメに視線を向ける。狙いは核へ一直線に向かう喉元。甲羅から首が伸びているその付け根。ここなら弾かれまい。

　頭と足の再生が進んでいる。完全に再生が終わる前にカタをつけないと。

『充填率１００％！』

「よし、発射ッ！」

『ブリューナク』が凄すさまじい轟音を響かせて盛大に火を吹いた。と、同時に砲身のいたるところに亀裂が走る。

　撃ち出された巨きよ大だいな弾丸は、狙い違わずリクガメの首元に炸さく裂れつした。よしっ！　ここからが『ブリューナク』の真骨頂だ。

　螺旋状に溝が彫られた弾だん頭とうが炸裂と同時に高速回転を始める。あれはいわゆるドリル弾なのだ。撃ち出された勢いを止めることなく、弾丸は上級種フレイズの体を砕き、回転しながら突つき進んでいく。

　やがて真まっ直すぐに核へと辿り着くと、そのままの勢いでオレンジの核をいとも容易く粉々に粉砕し、弾丸は尻尾の方へと突き抜けていった。

　核を砕かれた上級種は全身に亀裂を生じさせながら、ガラガラと派手に崩れていく。

　砕けた水晶のかけらが陽ひの光を反射してキラキラと輝いていた。水晶のリクガメは瓦礫の山と化し、レグルスの平原にその骸むくろを晒した。

「なんとかなったか……」

　ブシューッ！　と『ブリューナク』が蒸気のような白はく煙えんをあげる。冷れい却きやく装置が発動したのか？　ヘルムヴィーゲもグリムゲルデも片膝をつき、動きを止めている。

「二人とも大だい丈じよう夫ぶか？」

『な、んとか……』

『これ、ヤバイわね……。魔力をごっそり持っていかれたわ。とても二発目は無理ね』

　ウチのメンツで使えるとしたらあとはユミナと桜くらいか。僕がやるとフレームギア自体を全壊させてしまうだけじゃなく、撃つ前に『ブリューナク』も暴発する可能性が高いらしいからさすがに試せないし。

　まあ、まだ改良の余地はあるし、そのうちもっと使いやすくできるかもしれない。そこは博士に任せよう。

「よし、上級種は片付いた。掃討戦に移ろう」

『了りよう解かい』

　残りのフレイズたちを、各国のフレームギアが倒していく。……しかし今回なにもしなかったなあ、僕。

　新型機もこれで六機だし、みんなもある程度フレイズとの戦いに慣れてきたからかな、それほど苦労しなかった気がする。

　ま、これで一安心か、と息を吐いた途端、辺りにいたフレイズたちが一いつ斉せいに動きを止めた。……なんだ？

『冬夜さん、あれ！』

　リンゼのヘルムヴィーゲが指し示す方向の空が割れ、上級種が現れた時よりも大きな破壊音が響き渡った。これってまさか……！

　空間に空いた穴から飛び出してきたそいつは、静かに地面に降り立つと辺りをキョロキョロと見回し始めた。

　硬こう質しつな肌と結晶のような髪かみ、全身を水晶で覆おおわれたフレイズたちの頂点に君臨する――――支配種。

　僕が見た支配種はこれで四人目だ。エンデに怒りを向ける女性型支配種のネイ。戦せん闘とう狂、男性型支配種のギラ。そしてエンデと行動を共にする傍観者の女性型支配種リセ。

　目の前の支配種は顔は整っているが、おそらく男性型だろう。フレイズにとって、性別というものが意味のあることかどうかはわからないが。見た目は長ちよう髪はつの優男とも見えるが、氷のような目をしている。

　地上に降りて、その支配種と対たい峙じする。支配種の目がこちらに向いたが、表情には全く変化が見られない。

　支配種は緩慢な動きで僕を指差すと、串刺しにするかのように突とつ然ぜんその指が伸びてきた。

「ッ!?」

　容赦無く顔面に伸びてきた指を、神気を纏わせたブリュンヒルドで打ち払う。いきなりかよ！　普ふ通つうの人間なら確実に死んでるぞ……！

　攻撃を弾かれ、砕かれた指を見て少し表情に変化が見える。ちょっと驚おどろいた程度の変化だったが。その指もあっと言う間に再生する。

「……ふむ。察するにお前がエンデミュオンの協力者か……」

「喋れるのか……」

「言葉はギラが拾ってきたからな。お前がギラの言っていたトウヤだな？」

「……ああ、そうだよ」

　なんで初対面の奴やつに名前を知られてるんだよ。ギラのヤツが言いふらしてるのか？　ちっ、あの野郎。舌打ちしながら戦闘狂の支配種に毒づく。

「私はギラと違ちがって貴様には興味はない。『揺り戻し』が起こる前にやるべきことがある。邪魔をするな」

『揺り戻し』……波が海に戻るように、支配種がまた次元の狭間に戻されてしまう現象。エンデが言うには何回もこちらに現れることによって、だんだんとそれが短くなっていき、やがてこの世界に固定化されるらしい。

　支配種は簡単にこの世界に存在することが許されないということなんだろうが、前のギラの時でさえ、三十分近くはこちら側にいたからな……。厄やつ介かいなことには変わりあるまい。なら、ここで倒しておく。

「そっちの事情は知らないが、黙だまって放置しとくわけにもいかないんでね」

【テレポート】を使い、支配種の背後に回る。そのまま頭頂部から唐竹割りに一刀両断しようとしたが、寸前で避けられ、右手を切り落とすだけにとどまった。

　僕ぼくから距離を取ったそいつは今度こそ驚いた目を僕に向ける。

「……なるほど。ギラが騒ぐわけだ」

　肩かたから切り落とされた右腕が再び再生していく。ちっ、こいつも普通のフレイズより再生が速い。

「ギラと違って私は戦いに喜びを見出せないのでな。やはりお前には興味はない」

「……興味があるのは『王』の核だけってか？」

「以前はな」

「なに？」

　どういうことだ？　と聞き返そうとして、こちらへ向かって飛んでくる太刀魚型のフレイズに気がついた。

　それに気をとられていると、支配種の男は僕に一いつ瞬しゆんで詰め寄り、至近距離からの掌底を繰くり出してきた。

「くっ！」

　とっさに左ひだり腕うででそれを防いだが、ものすごい衝撃で後方へと吹ふっ飛とばされた。なんて力だ……！

　追撃を防ぐため、すぐに体勢を整える。だが支配種の男は僕に追い討ちをかけることなく、その場から飛び上がり太刀魚フレイズの背に華麗に飛び乗った。

「『揺り戻し』が迫っている。やはりお前の相手をしている暇ひまはない。我が名はユラ。いずれまみえることもあろう」

　ユラと名乗った支配種はそのまま太刀魚に乗って飛んでいく。くっ、逃がすか！

【フライ】を発動し、追いかける。飛び続けて、空中でその後ろ姿を捉えたと思った瞬間、眩いばかりの閃光がユラの身体から放たれた。

「うッ!?」

　強烈な光に目が眩んで、視界が真っ白になる。やがて目が元の視力を取り戻した時にはユラは影も形もなかった。目くらましか！

「検けん索さく！　飛行フレイズ！」

『検索終しゆう了りよう。四件でス』

　スマホが表示した場所のうち、三つは先ほどの戦場。するとこの西にものすごいスピードで遠ざかっているのがユラの乗った飛行フレイズか。

　一直線にそちらへと向かっていく。三分ほど飛ぶと太刀魚フレイズにやっと追いついた。太刀魚フレイズはくるっと反転し、こちらへ向けて光のレーザーを照射してくる。その背にはユラの姿はない。

「邪魔だッ！」

　中級種に過ぎない太刀魚のフレイズに、神気で強化したブリュンヒルドの晶弾を打ち込んで核ごと一発で砕く。

　バラバラになったフレイズがキラキラと光を反射させながら地上に落ちていった。

「周辺を検索。支配種」

『……検索終了。０件でス』

　いない？　どういうことだ？『揺り戻し』が起きてこの世界から弾かれたのか？　それともあいつには探知魔法を防ぐ方法があるのか？　奴の目的は一体……。

　ズキッと左腕に激痛が走る。折れてるな、こりゃ。追いかけるのに夢中で気がつかなかった。回復魔法をかけるとすぐに痛みは引いていった。

『揺り戻し』がある以上、現段階ではあいつがこの世界にこのまま留まることはない。やがて次元の狭間に引き戻されるだろう。しかし、そのわずかな時間を使って、あいつは何をしようとしていたのか。

　考えても答えは出ないが、なにやら不気味めいた感覚を僕は感じていた。
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「ふむ。戻されたか」

『揺り戻し』により次元の狭間に戻されたユラが、なんとなしにつぶやく。いささか邪魔は入ったが、目的は達したので問題はないと考えた。

「よォ、向こうの世界はどうだったよ？　面白ェモンでもあったか？」

　狭間の闇やみの中からギラが声をかけてくる。ユラはそれを一瞥し、ひとつ息を吐くと口を開いた。

「貴様の言っていたトウヤとかいうヤツに会った。確かに強いな。腕を一本切られた」

「カカッ、ホレ見ろ。俺おれ様の目は確かだったろうが。言っとくがアレと『王』の核は俺様の獲え物ものだからな。手ェ出すならお前ェでも……砕くぜ？」

「勝手にしろ。私はどちらにも興味はない」

「ふン、相変わらず何考えてンのかわからねェヤツだ。ま、邪魔しねェってんなら文句はねェよ」

　舌打ちして再び闇の中へとギラが消えていく。強者と戦うこと、そしてそれをねじ伏せること、ギラの頭の中にはそれしかない。

　自分は違う、とユラは思う。

　ユラも力を求めていた。しかし、それはギラのように直接的な力ではない。ユラが求めるのはいかなる存在をも屈服させる絶対的な力だ。

　以前は『王』の核を手に入れ、他ほかの支配種をも含めた、フレイズ全すべてを支配することがその力だと思っていた。そのためにユラは『王』が破棄し隠いん蔽ぺいした、次元を渡わたり、世界の結界を破る法を蘇らせたのだ。

　しかし世界を渡り、いろんな種族と矛を交えるにつれ、ユラの中で虚しさが生まれてきた。

『王』の核を手に入れ、その力を我わが身に取り込んでも、所詮はフレイズという一種族の頂点に君臨する存在でしかない。世界のひとつを支配する、その程度のことなのだ。ならばそれ以上の力を手に入れるにはどうしたらいいか？

　簡単なことだ。『王』よりも高位の存在に至ればいい。

　様々な世界で、ユラは自分たちの把は握あくできない存在を感じていた。『神』と呼ばれる存在だ。

　その姿は確認できず、存在さえ定かではない。しかし、その力の片鱗は世界のあちらこちらで見られた。それは聖せい剣けんと呼ばれるものだったり、神器と呼ばれるものであったが、『神』とやらの思念が宿っていたのは確かだ。

　そしてユラは今回の綻ほころびが生まれる前に、ある波動を感じた。フレイズのもののようでありながら、全く違う共鳴音。興味を引いたのはその波動の中に『神』を匂わせるモノがあったからだ。『それ』はまるでユラに呼びかけるように共鳴を続けていた。

　そして今回、その波動源近くの綻びから、あちらへ出ようとしていた上級種に便乗することにして、ユラは結界を強ごう引いんに通り抜ぬけた。そしてなんとか『揺り戻し』の起こるまでの短い時間で、『それ』を回収することができたのだ。途中、邪魔が入ってしまったが、こうして『それ』はユラの手の中にある。

　ユラの手の上には黄金に輝かがやく卵のようなものがあった。

「？　なんだ？」

　卵が小刻みに震えたかと思うと、ドロッと溶け、ユラの手から離れる。

　やがてそのアメーバのような黄金の塊かたまりは、闇の中でだんだんと増殖し、形を成してきた。

　やがて痩せぎすで白髪の老人がユラの前に姿を現す。濁った瞳がユラを見み据すえ、やがて辺りを見回し始めた。

「ここは……次元の狭間か。なるほど、ここなら奴らに見つかることもあるまい」

「……何者だ？」

「ワシか？　ワシは……神じゃ」

　昏くらい黄金の神気を揺らめかせ、そう答えた老人を見てユラは薄い笑えみを浮かべた。







第五章　奴隷王国サンドラ







「これは酷いでありまスなあ～……」

　格納庫に回収された、リンゼのヘルムヴィーゲとリーンのグリムゲルデを見上げながらため息とともにロゼッタがつぶやく。

「機体損傷が酷いでありまスな。やっぱり『ブリューナク』のダメージが響ひびいているようでありまス」

「パーツ総取り替えか？　っかー、ロゼッタがあんなモン作っから……」

「なにおう！　巨きよ大だい砲ほうは戦いくさの花形！　たとえ効率が悪かろうと、燃費が悪かろうと、そこにはロマンが溢れているんでありまス！」

　ロゼッタとモニカが言い争いを始めたので、こちらへ飛び火しないうちにこそこそとバビロンの『格納庫』から逃にげ出した。

　僕としては『ブリューナク』があったおかげで、あのリクガメ型フレイズを楽に倒せたのだからありがたかったけど。

　上級種に対する攻撃方法をもう少し考えないといけないかな。毎回『ブリューナク』をぶっ放すってのも……。今回は核が一つだからよかったけど、複数あったら互たがいに再生しちゃうから使えないし。それに撃つ度に機体を壊してちゃ、コスト的にもあまりよろしくないだろうし。

　一番の問題は大きすぎる上級種だと、武器が核まで届かないことか。槍やりのような長い武器が必要かね？　しかし、そんな大きな武器だと、スゥのオルトリンデ・オーバーロードぐらいしか装備できないしな。

　スゥにはできれば防衛の方を任せておきたいところだけど……。やっぱり『ブリューナク』のような射出武器になってしまうのは仕方ないのかなあ。

　僕も【流星雨メテオレイン】以外の攻撃方法を考えなくちゃ。今回みたいなこともまたあるかもしれないし。

　スゥは『ハンマー！　ハンマー！　巨大なハンマーを作ってくれ！』とか言ってくるが、作ったところで相手を光にして消滅させる効果とかないからな。あれはスゥが観たアニメの中の効果であって……。

　はた、と立ち止まり、ちょっと考えてみる。スマホでネット検索し、ロボットアニメの設定サイトを覗く。

「強力な重力波……光子にまで分解……」

【グラビティ】を応用すれば……できるか？　博士に話せばできそうな気がするが、うーん……。できたらできたでおっそろしいモンになる気が……。

　とにかくあとで話してはみよう。いざという時のため、戦う手段は多い方がいい。これが勝利の鍵かぎになるかもしれないし。

　厳重に管理する必要はあるけどな。










　地上へ戻って、王城の回かい廊ろうを歩いていると、新人のくのいち三人娘むすめがこちらへやってきた。えーっと、猿さる飛とび焔ほむら、霧きり隠がくれ雫しずく、風ふう魔ま凪なぎだ。

「あの、陛下！　お願いがあります！」

　そう言って焔たちがその場で一斉に土下座した。ちょ、なんだなんだ!?

「私たちにも頭領の持っている通信用魔道具をどうかお与え下さい！」

「お願いしますぅ」

　次いで雫と凪もそんなことを口にする。頭領って椿さんのことか。通信用魔道具って……ああ、スマホのことね。

「……一応聞くけど理由は？」

「はい。私たちは諜ちよう報ほう活動のため、いろんな場所に侵入したり、遠出する機会が多いんです。仲間と遠くにいても連れん絡らくできるあの道具は、とても役に立ちます。ですから……」

　雫がはきはきと答える。なるほど。まあ、わからんでもない。写真や録音機能とかがあったら、潜せん入にゆう部隊はかなり助かるだろうし。

「君たち今はどこを探っているんだっけ？」

「サンドラ王国です。なにやら妙みような噂うわさがあるので……。三人とも明日出発する予定です」

　サンドラ王国か……。あの国は奴隷制度を今でも続けていて、ユーロンが無くなった今では世界で唯一の奴隷王国だ。

　厳しい階級制度があり、ひとつでもその階級が違うと、下の者は上の者に絶対逆らうことは許されないらしい。あの国はどこの国とも接していないので、独自の文化を形成している。

　この国だけが持つ『隷属化の首輪』という魔道具アーテイフアクト。それにより主人に逆らえない奴隷を作り出し、労働力として扱あつかう国なのだ。

　サンドラの人口は国土の面積に比べて少ない。しかもその三分の一は奴隷という話だ。







[image: ]







　奴隷は世界中のいたるところから集められているようだった。なんせ、『娘が消えたなら、まずはサンドラに向かえ』という言葉があるくらいだ。エルフやドワーフなど、珍しい種族は高値で取引されるらしい。

　酷い話だが、奴隷は道具であり、使い潰したら新しい奴隷を購こう入にゆうすればすむことなのだ。古い靴を新しい靴に履き替える感覚でしかないのだろうか。

　正直、あまり関かかわりたくない国ではあるのだが……。『隷属化の首輪』の被害は他の国にも飛び火している。事実、うちの管理するダンジョン島でも奴隷商人が冒ぼう険けん者しやを拉致しようとしてたしな。

「そうだな……。諜報部隊には必要になるか。ちょっと待ってて」

　何かの間違いで彼かの女じよたちが奴隷になってしまうような事態は避けたい。僕は椿さんに連絡して、中庭の方へ来てもらうことにする。

　三人娘を連れて中庭へ向かうとすでにそこには椿さんが立っていた。早いな！　さすが忍にん者じや。

「というわけで、他の諜報部の騎き士したちにも渡すことにします」

　椿さんはそれを聞いて三人娘をジロッと睨みつけた。勝手に僕に嘆たん願がんしたのを怒おこっているのかもしれない。三人とも萎縮してしまっている。

「まあまあ。いずれは騎き士し団だんみんなに渡すつもりでしたし。ま、お役目柄、諜報部隊は先行ということで」

「……陛下がそう仰せならば。確かに助かりますし……ありがとうございます」

　一応、スマホには帰き還かん魔ま法ほうが付ふ与よされていて、落としたり失くしたりしても、本人の手に戻ってくる。万が一……そう万が一にだが、ウチの騎士がこれを持って逐ちく電でんしたとしても、僕の意思で僕の手元へと引き戻すこともできる。故に盗難とは無縁だ。

　シリアルナンバーも打ってあるから、誰だれに渡したものかもわかるしね。

【ストレージ】から各国の王や椿さんに渡した物の簡易版である、スチールグレーの色をしたスマホを十数個取り出して椿さんに渡した。

「はい、これは君たちの。それぞれの番号は『設定』のところの『電話』を見ればわかるから」

　そう言って三人娘には直接手渡す。僕から手渡されたスマホを見つめて、三人ともキラキラした目で喜び、はしゃいでいた。そのため、また椿さんに目で窘たしなめられることになったが。

「それと諜報部隊用の乗り物を預けておくよ」

【ストレージ】から取り出した、いわゆる『魔ま法ほうの絨じゆう毯たん』を三つほど椿さんに渡す。これは姿を見えなくする【インビジブル】の効果もあるから便利だろう。

　壁かべにピタリと背をつけて、この絨毯で身を隠せば、『壁隠れの術』なんかも可能なんじゃないだろうか。もちろん触ればバレてしまうけど。

　サンドラの砂さ漠ばくまでは僕が【ゲート】で送っていくが、なにかあったらこれで逃げてくればいいしな。

「なにからなにまでありがとうございます」

「いや、ユーロンの時のように、後手に回るよりはね。あの国にはなにかと黒い噂がつきまとっているからさ。なにかあってからじゃ遅おそいし」

　奴隷たちを縛る『隷属化の首輪』。言ってみれば、これがあの国にとっての基き盤ばんとなっている。

　そして、僕はそれを解除することができる。まだその事実を知られてはいないだろうが、知られたとき、面めん倒どうなことになるかもしれない。

『ブリュンヒルドに行けば奴隷から解放される』なんて噂が立てば、サンドラ王国に目の敵にされるかもしれないし、またユーロンみたいに暗殺者とか送ってくる馬ば鹿かが出ないとも限らない。

　ま、今度同じことをやられたら、どんな手を使っても黒幕を暴き出し、その報むくいは受けてもらうけど。

「ぶっちゃけた話、どうなの？　サンドラ王国って」

「自己視点でしか言えませんが……。王を頂点として、完全な支配による階級制度のため、富む者はさらに富み、貧しき者は希望がなにひとつない環境ですね。生まれた時点でその階級が決まっているのです。いくら能力があっても奴隷の子は奴隷、市民の子は市民。階級が落ちることはあっても、上がることはありません」

　他の国でも貴族の住む区画と一いつ般ぱん市民が住む区画などは分かれていたりする。それ自体は珍しいことではないが、他の国では能力があれば出世することは可能なはずだ。

　スラム街出身の者が冒険者となり、名声を得て騎士になることだって、難しいが不可能ではない。僕のところだってそうだ。

「市民の者はまだ国を捨て、他の国へ逃げることが可能ですが、奴隷はそうは行きません。死ぬまで働かされ、満足に食事も与えられず、死んでいくのが普通なのです」

「気分の悪くなる話だな」

　代わりなんていくらでもいる、そんな考えなのだろうか。

「で、サンドラ王の評判は？」

「評判もなにも。サンドラで王について、まともに話す者はおりません。『王は素す晴ばらしい人物』『感謝しかない』『私たちの太陽だ』と、決まり切った言葉が返ってくるだけです」

「それって彼かれらの本心？」

「さあ……。上の者は本心かもしれませんし、下の者は滅多なことを言って、奴隷に落とされたくはないでしょうから」

　上の階級の者を非難することは許されない、ってわけか。だとすると、諫かん言げんする部下なんかいなさそうだなあ。僕なんか毎日怒られているってのに。

「それとサンドラの軍事力も侮れないものがありますね。魔獣戦士団は厄介です」

「ああ、そうか。『隷属化の首輪』はもともと魔獣を飼い慣らすために作られたものだもんね」

　魔獣戦士団。その名の通り、魔獣を『隷属化の首輪』で従えた戦士団である。サンドラはどこの国とも接していないので、侵略を受けることもすることもほとんどない。

　しかし魔獣の多い砂漠、それに大樹海が接している環境から、危険極まりない魔獣がうろつく土地でもある。

　魔獣戦士団はそれを駆逐する存在だ。しかし、呆れてしまうのは、戦士団とは名ばかりで、騎獣になる魔獣が『隷属化の首輪』で従わされているだけでなく、乗る戦士も奴隷が多いとのことだ。つまりは奴隷兵というわけである。

　危険な仕事は全て奴隷にやらせろってことか。

「そんな危険な国へみんなを送り込むのは気が引けるけど……」

「大丈夫です。毎日ちゃんと連絡しますし、危なくなったらすぐに逃げて来ます。諜報機関の一番の任務は情報を持ち帰ることですから！」

　焔がそう言って胸を張る。大丈夫かなァ……。







◇　◇　◇







「そういや、冬とう夜や殿どの。最近、サンドラ王国のことを調べているとか？」

「ああ、余もそれを聞こうかと思っておった」

「耳が早いですね……」

　ベルファスト国王とレグルス皇こう帝ていの言葉に思わず呆あきれた声を漏らす。

　東西同盟の定例会議のあと、久し振ぶりに各国の代表がくつろぎたいというので、夕方まで遊ゆう戯ぎ室しつを開放していた。

　僕とベルファスト国王、レグルス皇帝、ミスミド獣王は雀ジヤン卓を囲み、レスティア騎士王とリーニエ国王は若い王同士でビリヤードをしていた。

　ロードメア全州総督とリーフリース皇王は遊戯室の隅にある防音エリアで奏助兄さんの奏かなでるピアノとクレアさんの料理に酔よいしれ、ラミッシュ教皇はその反対側の隅で、花恋姉さんや諸もろ刃は姉さん、耕助叔父おじや狩奈姉さんと、神様談義していた。ちなみに酔花はソファーで酒さか瓶びん抱かかえて寝ねている。

「まあ、サンドラを調べているのは冬夜殿だけじゃないってことさ。おっと獣王、それポン」

「あの国に迷めい惑わくを被こうむっているトコは多いからなあ……っと」

「そうなんですか？」

　話を聞きながら僕は手前の山から牌パイをひとつツモる。いらん。捨てる。

「ユーロンが消えて、ますます奴隷商人が集まるようになったと聞く。レグルスでも奴隷商人に攫われたと思われる事件が幾いくつか報告されているのだ」

「ウチもだ。村を盗賊団が襲おそって、若い男や女、子供たちを攫って行った事件があった。裏で奴隷商人が絡からんでいるのは間ま違ちがいない。獣人は高い戦せん闘とう奴ど隷れいになるからな。そしてその奴隷商人の温床となっているのがサンドラだ」

　確かにミスミドは大樹海を越えた先で侵入しやすいし、獣人たちはその種族によってあらゆる特殊能力を持つ。奴隷商人としてはおいしい商売なんだろう。

「いっそのことあの国、潰してくれんかな、冬夜殿」

「ははは、そりゃいい。冬夜殿なら一発だろ。なんならワシらも力を貸すぞ？」

「フレームギア数体で乗り込めば、一日もかからず王都を制圧できるんじゃないかのうー」

「…………冗じよう談だんで言ってるように見せて、半分くらい本気でしょ？」

「「「……………………」」」

　三人ともあさっての方向を向く。おいコラ、こっち見ろ。

「サンドラを潰してくれってのは冗談だが、奴隷のことはなんとかしてもらえたらありがたい」

　言葉だけ捉えると、サンドラ王国が問題というよりも、他国の人たちを奴隷として捕まえようとする、奴隷商人の方が問題な感じもする。その商人も国の命令で動いていたらどうしようもないが。

　あの国と国交を結んでいる国なんてユーロンよりもないからな。潰したところで困る国はないんだが……いや、難民とかが雪崩れ込んできたら困るか。真っ先に近くのライル王国とかに行くかもしれない。

「問題はやっぱり『隷属化の首輪』かな……」

　そもそもあの『隷属化の首輪』をどうやって量産しているのだろう。僕のようにエンチャント系の魔法が使える、付与術師がいるんだろうか。

　しかし無属性魔法なら遺伝はしない。一代限りだとしたら、これだけ長い間サンドラ王国に蔓延はびこるのはおかしい。

　そりゃあ、奴隷が死んでも首輪は残るわけだから、使い回すことはできるんだろうけど……だいたい奴隷商人をまとめているのは誰だ？　国王なのか？　それとも……。

「おっと冬夜殿、それロン。清一色チンイツ。跳ハネ満マン一二〇〇〇」

「げ」

　パタッと獣王陛下が筒ピン子ズ一色の手牌を倒たおす。しまった。見え見えの手に、ついうっかり……。

　点棒を払って、仕切り直す。今度の手牌も微び妙みようだな……。

「……もともとサンドラ王国ってのは『奴隷王』とかが建国したんでしたっけ？」

「そうだな。その時代、あそこは多数の部族が小競り合いをしていたらしい。ところがフラリと現れた男がその部族たちを瞬く間にまとめて、サンドラ王国を建国したと言われている」

　エルフラウと似たような建国物語だな。一人の男が仲間と国を興す……。あ、ウチも同じようなもんか。

「その男は足に鎖のついた足枷をしていて、どこかの国の奴隷だったとも、剣闘士だったとも言われているな」

　それで『奴隷王』か。どこかの国の剣闘士が脱走して、流れ着いたのかね。というか、その時代も奴隷っていたんだなあ。

「んでも一説じゃ、従えた部族の長を奴隷にしていったから『奴隷王』っていう話もあるぜ」

「うむ、『隷属化の首輪』を量産したのは、その後の大魔ま法ほう使つかいだが、元になったものを作ったのは『奴隷王』だって説もあるな」

　獣王と皇帝の話に首を捻る。むむう。すると、首輪の力で強引に部族をまとめ上げ、国を作ったってのか？　でも一介の剣闘士にそんなことできるだろうか。僕と同じように、どこかで古代魔法時代のアーティファクトを見つけたのかもしれない。

　サンドラの奴隷を解放すること自体は難しくないんだけどな。解放したらどうなる？　反乱……か、逃亡か。

　虐げられていた奴隷たちは貴族たちを許さないだろう。

　貴族連中が人を人とも思っていない奴らばかりだとしても、それはそういう環境で育ってきたから仕方ない……のだろうか。だからってそれを認めるわけにはいかないが。

　むむむ……。それとも向こうの国王に、他国から非合法に連れてきた奴隷たちを解放しろ、と言ってやるか。だけど、言っておとなしく従うかな？　従うわけないよなあ。

　普通なら経済制裁みたいなのもアリなのかもしれないが、あの国は国交自体がないからな。

　食糧事情も奴隷たちにはろくなものを食べさせていないし、国土の三分の二は砂漠とはいえ、残りは肥沃な大地があるし。

　国と国でやり取りはしていないけど、商人たちは行き来している。それ以外は鎖国状態の国だ。

　黒船でも作って大たい砲ほうを突つき付けてやろうか。

　むー。面倒くさいなあ。

　国を潰つぶすというよりも、奴隷商人の組織を徹てつ底てい的に潰した方が……。

「おっと、冬夜殿。それロン。清一色チンイツ。跳満一二〇〇〇」

「また!?」

　いかん、考え事しながらではダメだ！　もっと集中しないと！　このままじゃ負けてしま…………いやいやいや、違う違う。

　とりあえずはくのいち三人組の報告が来てから考えることにしよう。うん。










　次の日から、ブリュンヒルドには雨がシトシトと降ふり続いた。

　騎士団の訓練もお休みで、それぞれが自室で勉強か読書、武器の手入れなどをおこなっているようだ。

　バルコニー前の庇ひさしの下で、椅い子すに座すわって本を読んでいると、遠くから音楽が聞こえてきた。奏助兄さんか。

　これ……確かに雨の曲だけど、この雨の中、浮うかれた誰かが傘を持って踊って無いだろうな。

　にしてもけっこう降るな……。あと何日降るのかね。川が氾濫とかしなきゃいいけど。

　もう数ヶか月げつもすれば夏だ。ブリュンヒルドには海はないが、ダンジョン諸島にはある。

　漁港を造るついでにビーチも造って開放すればみんな喜んでくれるかもしれない。あの辺りは海の魔ま物ものも多いが、大海竜リヴアイアサンでも召しよう喚かんしておけば寄ってこないだろう。クラゲとかは来そうだけど。

　海の家とか出店とかあると楽しそうだな。祭りや縁日みたいに……あれ？

　そういえばこの国ってお祭りみたいなのがないな。まだ建国一年にもならないから、建国記念祭なんてのもやってないし。正月はスルーだったし。

　神社みたいなものもないしな……。まあ、別に日本風の祭りにしなくてもいいんだけど。ただ神社って言ったら祭神が必要なのかな。僕の中で崇める神様って言ったら、あの人しかいない。だけど勝手に祭神にするのもなー。

　怒ったりはしないだろうけど、もし本当にやるなら一応許可はもらわないといけないだろう。

　単に神様なら身近にゴロゴロいるんだけどねえ。っていうか、本当にゴロゴロしてるけどねえ！　酒神とか！

　酒瓶抱えて眠りこける酔花を思い出だして、頭痛を感じ始めたとき、懐ふところのスマホが着信を告げた。

　画面には『着信 焔』の文字。お、猿飛少女か。サンドラに着いたのかな。

「はい、もしもし」

『あっ、あの、陛下でいらっしゃられ、られますでしょうか！　まっ、町、町の人が、人が！』

「落ち着け。なに言ってるのかわからない」

　なんだ？　ものすごく慌あわててるみたいだけど。なにがあった？

『人が、キラキラして、死んでて！　キラキラが、身体から……あっ…………。……すいません、陛下。雫です。お電話代わりました』

　慌てふためいた焔に代わって落ち着いた雫の声が聞こえてきた。助かった。焔じゃ何言ってるのか、慌てすぎてて全くわからん。

　三人の上役である椿つばきさんはスマホの電源を切っているらしく、連絡がつかないため、三人は僕の方に電話をよこしたらしい。そういや今日は会議があるとか言ってたな。

「今どこにいるんだ？」

『サンドラの王都・キュレイより東にあるアスタルの都です。キュレイへ乗り込む前に、宿を取ろうとこの都に立ち寄ったのですが……異常な事態に遭そう遇ぐうしまして』

「異常な事態？」

　アスタルの都って、確かサンドラで二番目に大きい都じゃなかったか？　一体何があったんだ？

『都の住民が死んでいます。一人残らず』

「なっ!?」

　思わず椅子から立ち上がってしまう。一人残らず？　アスタルってけっこう大きな都のはずだ。それが全ぜん滅めつしてるっていうのか？

『全身から水すい晶しようのような結晶を生やして死んでいます。まるで身体中の水分を取られたように、身体は干からびてカラカラになっていて……』

　水晶？　そう聞いて、一番に思い出したのはフレイズのことだ。しかし、こんな症状は聞いたことがない。

　何かの病原菌だとも考えられる。だとしたら三人が危険だ。

「三人とも身体に異常はないのか？」

『はい。今のところは。ちょっと凪が気分が悪くなっただけで……』

「とりあえず、その都からすぐに離はなれろ。どこでもいい、遠くへ移動してそこで待機しているんだ。一時間以内に迎むかえに行く」

『はっ』

　電話を切ってマップを開く。アスタルの都の全図を出し、生存者を検索すると、都の端に離れていく三つの点があった。これがくのいちの三人だろう。

　それ以外の人間の反応はない。本当に一人残らず死んでいるのか？　一体何が起きている？

「考えていても仕方ない。とりあえずあの三人を迎えに行こう」

　その前に本当になにか伝染病とかだとマズいから、『錬金棟』のフローラに電話して、医務室に隔離場所と検査機器を用意してもらう。『研究所』のロリコ……もとい、ティカにも頼たのんでおくか。

　さっそく【ゲート】を開く。サンドラにはバビロンの遺い跡せきを探しに行っているから、そこまでは転移できる。

【ゲート】をくぐるとブリュンヒルドの雨天とは違ちがって、陽ひが傾き出してはいるが、砂漠の空は晴れていた。相変わらず暑いな……。

　マップを開き、三人がいる場所へ向けて【フライ】で飛び立つ。

　都の人間が一いつ斉せいに死んだ。一体何が起こっているのか。

　不気味さを払拭するように、僕ぼくは飛ぶ速度をさらに上げていった。
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　サンドラ第二の都、アスタルより離れた砂漠で、くのいちの三人を見つけた。

　とりあえず、全員に【リカバリー】を施ほどこし、そのままブリュンヒルド城の隔離医務室へ【ゲート】で送る。フローラとティカに検査してもらうためだ。

　万が一、何かの病原菌とかだと大変なことになるからな。大だい丈じよう夫ぶだとは思うが。

　入れ違いで暇ひましてた諸刃姉さんと狩奈姉さんに来てもらう。僕も含ふくめて神気が使える者なら病原菌なんて関係ないし。

　陽が暮れかかってきたが、二人を乗せて魔法の絨毯で一気にアスタルまで飛んでいく。

　途中、アスタルから逃げ出してきたような馬車と、何台かすれ違った。

　隠いん蔽ぺい魔ま法ほうがかかっているので、こちらには全く気がつかなかったようだが、どうも旅の商人らしい。先ほどのマップには生存者はいなかったし、たぶん訪おとずれたアスタルの惨状を見て、逃げ出したのだろう。

　やがて暮れなずむ砂漠の中に、ポツンと佇む城塞都市が見えてきた。あれがサンドラ第二の都市・アスタルか。

　赤茶けた煉瓦のような石で造られた堅牢で高い防ぼう壁へきは、敵の侵入を阻み、都を守るためにあるのだろう。

　ところがその門は今現在開きっぱなしで、役目をまったく果たしていない。

　門の前には数人の人間が倒れて死んでいる。鎧よろいを着込んでいるところから見て、門番だろうか。

「これは……」

　全員苦悶に歪んだ表情のまま、ミイラのように干からびている。全身のいたるところから、小さな水晶のような六角柱の結晶が飛び出していた。まるで身体の内部から皮膚を突き破って出てきたようだ。

　ブリュンヒルドの刃先でその水晶をつついてみると、根元の体組織ごとゴロッと転げ落ちた。

　落ちた結晶を手にとってみると、それはフレイズの晶材にしては脆すぎる強度しかなかった。力を入れると飴細工のように簡単に折れる。

「一体、この都で何があったんだ……？」

　一人呟つぶやくと、横にいた諸刃姉さんと狩奈姉さんが、難しい顔をしながら倒れている死体を覗き込んでいく。

「やっぱりこれは……」

「間違いなさそうだねぇ」

　二人が顔を見合わせて頷うなずく。なんだ？

「なにか気付いたことが？」

「そうだね。何があったのかはわからないが、ここに転がっている人たちは魂を喰われている」

「魂を喰われている？」

　どういうことだ？　疲れて気力がなくなるようなことを、魂が抜ける、とか言うのは聞いたことがあるが。

「わかりやすく言うと、人間は死ぬと身体から魂が抜け出して、あたしたちの住む神界より下の天界へと向かう。そこで魂の洗浄をされ、また生まれ変わるために、新しい身体へと送り出されていくのさ。輪廻転生ってやつさね」

「まあ、あまりにも罪を犯した魂は、強い浄化が必要になるため、魂を削けずられて、畜生にしか転生することができなくなるが、それでも転生の輪から外されることはないんだ。けれど……」

「ここにいる奴やつらの魂は天界へ昇ってないのさ。冬夜、『神眼』……神力を両眼に集中させて、この死体を見てごらん」

　狩奈姉さんの言うとおり、両眼に神力を宿して、死体に視線を集中してみる。

　すると死体の中に、弱々しく光る球体のようなものが見えた。これが魂なのか？

　しかしその魂はところどころ虫喰いのように欠けていて、じわじわと光が弱くなっていっているように見えた。

「見えたかい？　それが、『喰われた魂』さ。あとは消えるしかない。輪廻転生の輪からも外れて、二度と何かに生まれ変わることもない。本当の消滅だよ」

　本当の消滅。この世からもあの世からも存在が消える。そのことに思わずゾッとする。

「なんとか魂だけでも助ける方法は……」

「あるにはあるが、そいつは神の御み業わざさ。あたしらが地上ここで気楽に使っていいもんじゃない。あんたも試ためすんじゃないよ？　新しん神じんには荷が重すぎる」

　と、狩奈姉さんに釘を刺された。いや、やろうと思ってもやり方がわからないし。

「ここにある死体は全すべて焼き払わないといけないね。死んだのに魂が天に昇らないからこのままでは死体に定着してしまう。そうすればアンデッド化は免れない。生を求め、地上を徘徊するゾンビが生まれてしまう」

　諸刃姉さんの話だと、魂が欠ける欠けないに関わらず、死んだ後も魂が肉体に定着してしまった状態がアンデッドらしい。アンデッドには怨おん念ねんや生への執着から意思がある者もいるが、魂が欠けたアンデッドには意思は無い。

　普ふ通つう、アンデッドを浄化すれば、魂は肉体から解放されて天界へと向かう。しかし、欠けた魂は天界へは昇れない。肉体と共に消えるしかないのだ。

　本当に輪廻の輪から外されてしまうのか。

　都の中へ入ってみると、人だけじゃなく馬や犬、小鳥に至るまで魂を喰われ、体から水晶を生やして絶命していた。……これはやっぱりフレイズの仕業なんだろうか。

　いろいろ考えたが、これは都ごと焼いた方がいいと思った。

　家や店などに商品や現金などがあるだろうが、もったいないとか、いただいてしまおうとか、そんな気にはなれなかった。墓場泥棒みたいな真似まねはしたくない。

　かと言って放置しては、心ない者や盗賊たちの物になってしまうだろう。それならばいっそ、持ち主と共に地上から消してしまった方がいいような気がしたのだ。

　サンドラ王国に渡すという考えもあったが、病原菌の可能性もまだあるし、『隷属化の首輪』を量産する資金にでもされたら面倒だしな。

　検けん索さく魔ま法ほうで生物がいないことを確かく認にんし、金貨や銀貨、金属さえも溶ける熱でこの都市を焼くことにする。

　輪廻の輪から外れてしまった魂ごと全て。

「【炎よ狂え、煉獄の業火、プロミネンス】」

　都全体が僕の発動させた古代魔法の炎に包まれる。完全に陽が沈しずんだ闇やみの中で、天を焦がすほど燃え盛る業火がありとあらゆる物を焼いていく。

　家の壁が崩れ、屋根が落ち、炎に包まれて、溶けていく。

　僕はそれを眺めながら、なんともやるせない気持ちになっていた。

「魂を喰われるってのは、よくあることなの？」

「霊的魔物の場合、ありえるかな。レイスやファントム、スペクターなどだね。『魂喰いソウルイーター』の魔物は人間の負の感情に惹かれる。闇の感情に染まった魂は、奴らにとってはこの上ないご馳走なのさ」

「『恐きよう怖ふ』なんかは奴らの大好物さね。『不安』『怯え』『絶望』……そういった感情で染められた魂を好むのさ。だからやつらは姿を見せず、精神的な恐怖で相手を追おい詰つめる。わけのわからないものに対する『未知への恐怖』ってのは、誰もが持っている感情だからねえ」

　そういえば、闇を怖がるのは人間だけって何かで聞いたことがあるな。人間はその闇の中に『何か』いるんじゃないかと想像を働かせてしまう。それが『恐怖』を生み出す。『未知への恐怖』は想像力から生まれるのだと。

　まあ、霊的魔物が魂を喰うことがあるのはわかった。しかし僕は今回のことが魔物の仕業だとは到底思えない。

　あの水晶のこともそうだし、これだけの数の人々を全て捕食するってのはどうにも無理があるように感じられる。そりゃあ、何万体ものレイスが襲ったというのなら、わからない話でもないけどさ。

　何かが……わからない何かが動いている。

「ひとつ、思い当たることがある」

　燃え盛る都を眺めながら諸刃姉さんがつぶやく。

「魂を喰い、成長するモノ……『邪じや神しん』が生まれようとしているのかもしれない」

「あー、なるほど。それがあったさ。この世界にゃ神器なんて冬夜の『すまあとほん』くらいしかないから……従属神あんにやろかね？」

　邪神ってあれか。神々の力が宿った神器などに、悪しき心が集まって生まれる神の出来損ない。従属神より下だっていうから、神々にとっちゃそれほどでもないんだろうけど、地上の人々にとっては一大事だ。

　邪神とは言うが神ではないし、地上で生まれたモノだから、基本的に神々は不ふ干かん渉しようらしい。ただ、その誕生に神の力が関わっているのは確かなので、無責任に放置することはせず、勇者に神剣とか聖せい剣けんとかを与あたえるくらいのことはしているとか世界神様が言ってたな。

　従属神が神器のようなものを生み出し、邪神誕生を企んでいる？

「まあ、邪神が生まれようとこの世界には冬夜君がいるから心配はないけどね」

「どちらも神の力を持ちながら神ではない。だが、片や神々の最下層・従属神の生み出した紛いモノ、対するや最高神の眷けん属ぞく。勝負にならないさ」

「…………だといいんですけどね……」

　邪神とか勘かん弁べんしてもらいたいんだけどなあ。まあ、あのニート神よりも下ならなんとかなりそうな気はするけれども。

　それよりもあの水晶の症状が気にかかる。まさかとは思うが……フレイズと従属神が手を組んだとか？　そんなバカな……と思いたいが、その疑念が消えない。

　邪神誕生とかもフレイズが関わっているような気がする。まだ勘かんでしかないが……。

「……む？　なんだか様子がおかしいぞ？　なにか……動いている？」

　燃え盛る地じ獄ごくの業火を見ていた諸刃姉さんの声に、ハッとして顔を上げる。なんだ？

　炎の中で揺らめく影。バカな。鉄も溶ける古代魔法の炎だぞ!?

　驚おどろく僕の前に、炎の中から水晶の骸骨が飛び出してきた。

「うわっ!?」

　腕うでを振りかぶり、襲ってきた骸骨の頭を、狩奈姉さんの放った晶材の矢が撃うち抜く。

　頭を砕かれた骸骨はその場に倒れたが、砕かれた頭がパキパキと元通りに再生していった。これはフレイズと同じ……！

　再生が終わり、ゆらりと立ち上がる水晶の骸骨。その胸骨のあたりに、ゴルフボール大の赤く輝かがやく核かくがあった。

「っの……！」

　ブリュンヒルドを抜き放ち、核を狙ねらって銃爪ひきがねを引く。放った弾だん丸がんが核を貫くと、骸骨は全身バラバラに砕け散った。

　再生能力。核を砕くと活動を停止する。まさにフレイズと同じだ。おそらく魔法も効かないだろう。でなければ、あの炎の中をここまで来られるはずがない。

　これは……あの体から生えていた水晶のせいなのか!?

「まだ出てくるようだよ。どうやら都中の死体がフレイズ化したようだね……」

「ここじゃ戦いにくい！　砂漠の方へ！」

　僕の声に二人とも後方へと下がる。燃え盛る都の門から、次々と水晶の骸骨スケルトンがワラワラと這い出してきた。それと距きよ離りを取りながら、僕の弾丸と狩奈姉さんの矢が核を撃ち抜いていく。

　中には子供としか思えない小さな骸骨もいて胸が締め付けられる思いがしたが、それでも僕はその核を撃ち砕く。

　彼らの魂はもう救われることはない。成仏もしなければ、安らかに眠ることもない。ただ消え去るのみだ。

　諸刃姉さんが前に出て、骸骨フレイズの核を剣で砕いていく。一体一体は強くはないが、こうも数が多いと【アポーツ】で一個一個核を引き寄せて砕くのも難しい。

　強さ自体は普通の剣士でも倒せるレベル。だったら――――。

「【闇よ来たれ、我が求むは骸骨の戦士、スケルトンウォーリアー】」

　僕が地面に開いた召しよう喚かん陣じんから、真っ白な骸骨が次々と這い出してくる。右手に剣、左手に盾たてを持つ、骸骨戦士スケルトンウオーリアーだ。

　目には目を、歯には歯を。骸骨には骸骨を。

「城門から出てくる水晶骸骨を倒せ！　胸にある核を突くんだ！」

　他ほかのフレイズとは違い、水晶骸骨の核は剥むき出しで、そのまま砕くことも可能だ。さしたる脅威はない。

　次々と骸骨戦士スケルトンウオーリアーを呼び出す。その数、数千。僕の魔ま力りよく量ならなんとか維持できる。

　炎の中から這い出してくる水晶骸骨の軍団と骸骨戦士の軍団との戦い。どうやら水晶骸骨もフレイズと同じように、本能で人間を襲うらしく、アスタルには他にも門があるのに、全員こちら側に向かってくる。

　それを骸骨戦士の壁が阻み、水晶骸骨を淡々と砕いていく。なんと言うか……作業だな。

　不思議と人間以外の馬や犬などはフレイズ化していなかった。なにか条件があるのだろうか。

「骸骨と骸骨の戦いか……。まるで地獄絵図だ」

　おまけに背後には燃え盛る都。あながち外れてもいないように思える。

　――――二時間もかけて、水晶骸骨は骸骨戦士に完全に駆逐された。都を焼いていた炎もすでに消えかかっている。検けん索さくしてももう動いているモノは見つからない。

　こうして、サンドラ王国から第二の都、アスタルが消えた……。
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　次の日、東西同盟の代表たちに緊きん急きゆう招集をかけ、アスタルの都で起こった出来事を全て話した。都が滅ほろんだその内容も問題だったが、それよりも問題だったのはその原因である。

　フローラの検査ではくのいち三人娘むすめからは何も検出されなかった。結局、なにが原因で人間がフレイズ化したのか、未いまだにわからない。

　その報告に王様たちからは落胆の色が見えた。次に同じようなことが自分の国で起こるかもしれないのだ。そりゃ不安にもなる。

『魂を喰われた』人間がアンデッドになることは昔からあることらしいので、それ自体はあまり驚くことではないという。問題はその規模であり、これが魔物の仕業なのか、フレイズの計略なのかが判断がつかないところだ。

　だが僕は十中八九、フレイズのやったことだと考えていた。でなければあの水晶骸骨の説明がつかない。

　唯一の救い（というほどでもないが）は、骸骨フレイズ自体は普通の騎き士しや冒ぼう険けん者しやでも対処できるということか。

　ただ僕が思うに、あれはたぶん副産物に過ぎない。奴らの目的は人間の魂を喰うことであったのではないかと思えてならない。

　やはり諸刃姉さんたちの言う通り、従属神が邪神とやらを生み出そうとしているのか。

　従属神絡みの話は王様たちにはできないしなあ。教皇猊げい下かはわかってくれるかもしれないけど。

　とりあえず僕らにできることは今はない。せいぜい小さな変化を見逃さないくらいか。

　一応この情報はレリシャさんを通じて冒険者ギルドのギルドマスターだけには知らせておくことにした。




■『魂喰いソウルイーター』をする何かが『存在』すること。




■『魂を喰われた』人間が骸骨フレイズに転化すること。




■あとこれは僕の勝手な推測に過ぎないのだが……いわゆる『負の感情』に満ちた場所に現れるのではないか、ということ。




　もともと負の感情に引き寄せられるレイスやスペクターといった『魂喰い』の魔物と、人間の負の感情を取り込んで生まれる邪神。この共通点をスルーする気にはなれない。

　アスタルの都は『奴ど隷れい都市』と呼ばれるほど奴隷の数も多く、取引も多かったという。

　奴隷を売買する者たちの『欲望』、奴隷となった者たちの『絶望』、虐げられる奴隷たちの『悲嘆』、奴隷を虐げる者の『傲ごう慢まん』さ、そういった『負の感情』が呼び水となったのではないだろうか。

　あくまで仮説に過ぎないが、僕の考えはあながち外れてはいないと思う。

　これが当たっていたらユーロンあたりもマズいんじゃないかな、などと考えてしまった。だけど、あの辺りは人もまばらになってしまったし、『負の感情』が渦巻くほどではないかな。死んだ魂が、今でも地上を彷徨さまよっているとしたらわからないけど。

　これは僕の推測に過ぎないので絶対というわけではないし、本当のところはわからない。たまたまあの都がターゲットになっただけかもしれないし。

　とりあえずサンドラへの偵てい察さつはしばらく見合わせることにした。僕の予想が当たっているとしたら、『負の感情』が渦巻くサンドラが、再び『魂喰い』の被ひ害がいに遭う可能性もある。今回は助かったが、あの三人が巻き込まれるのは避けたいからな。

　邪神なんか誕生してほしくないんだが……。完全な神でもない以上、姉さんたちは神として大きく干渉できない。となれば、相手するのは絶対に僕じゃんか。邪神退治とか勘弁してほしい。

　……どこからか伝説の勇者でも現れてくれないもんかな。そんな都合良くはいかないか。
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「しかし、レスティアに現れるとは予想外だったなあ……」

　サンドラ第二の都、アスタルが消滅して十日ばかり。次に骸骨フレイズが現れたのは、騎士王国レスティアの南方にある町、メリカだった。

　メリカの領主は、レスティアの王都から遠く離れているのをいいことに、領民からかなり厳しい税を絞しぼり取っていたそうだ。当然、それにあやかろうとする小狡い奴も、それに泣かされる者もいる。アスタルほどではないにしろ、僕の予想した『負の感情』が満ちていたのは間違いない。

　結果、メリカの町は住人全てが魂を喰われ、骸骨フレイズとなった。正確には、水晶の骨を持つゾンビにだが。僕たちの時は肉体は焼いてしまったからな。

　このゾンビたちは近隣の町にいた冒険者と、駆けつけたレスティアの騎き士し団だんに打ち倒されている。

　骸骨フレイズ自体はそれほど強くはない。しかし、町ひとつの人口がゾンビになってしまうのは、かなりの脅威だと言える。下手したら隣の町もこのゾンビたちに襲おそわれることになるかもしれないのだ。

　その後、冒険者たちにもレスティアの騎士団員にも異常はないようなので、やはり感染するような病原菌ではないと思われる。

『なにか』が魂を喰っているのだ。おそらく『邪神の幼生体』とでも言うべきモノが。

　しかも、こいつはフレイズと同じく次元の裂け目からやってきて、人間を襲い、また次元の裂け目へ帰っていると思われる。支配種と同じく『揺り戻もどし』なのかもしれないけど、今回はそれが逆に厄やつ介かいだ。

　感知板タブレツトで、出現予測できるのは、下級、中級、上級フレイズのみだ。せめて邪神やつが下級フレイズなんかと行動を共にしていたら、発見することも可能なのに。

　イライラするなあ。見つけ出したら完膚無きまでに叩きのめしてやるのにな。

「冬夜様。眉間にシワが寄ってますよ？」

「え？　あ、ごめん。ちょっとイライラしちゃって」

　城の一室で考え込んでいた僕に、正面に座ったヒルダが微笑ほほえみながら声をかけてきた。

　僕は心を落ち着かせるために、すでに冷めてぬるくなっている紅茶を一気に喉へと流し込む。

「殿方といウものは、欲情が溜まってクるとああなルものでスよ。対処法としてはゴニョゴニョ……」

「えっ？　ええっ!?　そっ、それは……！」

「おいそこのエロメイド。デタラメなことを耳打ちするんじゃない」

　シェスカに耳元で何かを吹き込まれたヒルダが、顔を真っ赤にしていた。どんなことを吹き込んだか大体わかるから、ここで否定しとかないと後々面めん倒どうになる。

　ヒルダはいい意味でも悪い意味でも人を信じすぎるんだ。騙されやすいとも言える。剣での試合だとフェイントなんかには引っかからないのに、子供でも騙されないような嘘うそに引っかかることが多い。

　世間知らずなお姫ひめ様という立場を引いても、剣一筋に育て過ぎた感が否めない。祖父がああいったエロジジイであるのに、そっち方面はまるっきりだ。

　まあ、そこらへんはエルゼや八や重えも似たようなものなのだが。どうもうちの武闘派さんたちは、揃そろって色事方面に弱い。興味がないわけではなさそうなのが救いだが。

　あれかなー、武術なんかやってると、そういった邪よこしまな考えとかは昇華しちゃうのかなー。健全な精神は健全な肉体に宿る、的な？

　リンゼとかリーンとかユミナあたりの魔法使い派さんたちは、大胆な行動に出る時もあるんだけど。
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　そんなことを考えながら、未だ顔が赤いヒルダに向けて口を開く。

「僕はただ、レスティアでの事件を考えていただけだよ」

「ああ……。兄上も少し落ち込んでいましたね。もっと早くにメリカ領主の汚職に気づいていれば、と……」

「いくら優れた王だからって、国土の全てを把は握あくできるわけじゃない。仕方ないさ」

　とは言うが、レスティアのように大きな国ならまだしも、ブリュンヒルドのような小さい公国としては、隅から隅まで目が届くようにしておきたい。

　国民を守ってこその国である。国を守るために国民がいるのではない。

　一応、うちの国では警けい邏ら騎き士しや隠おん密みつ騎き士し、ニャンタローの猫ねこ部隊など、なにかあればすぐ僕の耳に届くようにはなっているけどさ。

「それでメリカの町はどうするって？」

「兄上に電話で聞きましたが……一応、再建……というか、建物はそのまま残っているので、移住者を募ってはいるらしいのです。ですが、ゾンビの大量発生した町ですからね……。難しいようです」

　そりゃ、そうだろうなあ。ゾンビの発生した町に住めって言われても。そこは呪われた土地なんじゃないかと、勘繰られても仕方が無い。

　呪われた土地とか墓場とか、あとは毒の沼地とか。ゾンビとは切っても切れない場所だしな。

　結局は死んだ魂が、成仏しにくい場所、ということなんだろう。そのまま魂が肉体に定着してゾンビとなる。

　そういやゾンビとスケルトンって、結局は同じようなものなのかな？　肉がついてるかついてないかくらいで。その差なのか、スケルトンの方が素す早ばやい動きをするような気はするけど。まあ、それでも大した速さではないが。

「レスティアの人たちが怖がる気持ちもわかるけどね」

「そウいっタ『恐怖の感情』が広まり、それがまた呼び水となっテさらに『魂喰い』を呼び寄せるコトにならなければいいのでスが」

　むう。そういうこともありえるのか……。シェスカの的を射た言葉に思わず考え込んでしまう。

『恐怖』は一番簡単な『負の感情』の一つだ。こんな事件が何回も繰り返されると、人々は不安になる。不安はやがて新たな恐怖を呼ぶ。その『負の感情』は『魂喰い』あるいは『邪神』を呼び寄せ……って、これじゃ負のスパイラルだ。

　この悪循環を断ち切るためには、やはりその悪の根本を叩き潰さないといけない。そのためにはなんとしても『邪神』の尻尾しつぽを掴まないと……。

「冬夜様、また眉間が」

「あ」

　どうも後手後手に回っているせいか、イライラしやすくなってるのかなあ。見えないところでネチネチと嫌いやがらせされてるようで、気分が悪いんだよね。陰湿なイジメを受けている感じ。

「はー……気分転換でもした方がいいのかなあー」

「アレはエロいコトをシたいといウ遠回しなお誘いでスね」

「そっ、そおなんですかっ!?」

「そいつの言うことは90％以上が嘘だから信じないように」

　まったく……。ストレス溜まるわあ。
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「大変です！」

　次の朝、みんなと朝食を取っていると、突とつ然ぜん諜ちよう報ほう部隊の椿さんがバンッ！　と食堂の扉とびらを開けて飛び込んできた。うわっ、びっくりした！

　リンゼが気管になにか入ったのかむせてしまっている。自分の行動に気が付いたのか、椿さんは赤くなって恐縮していた。

「ま、落ち着いて。なにかあったんですか？」

「先ほど、大樹海のパム様からゲートミラーでお手紙が届きまして、大樹海の部族がサンドラの魔獣戦士団に襲われたそうです！」

「なんだって!?」

　サンドラが大樹海へ侵しん攻こうしたっていうのか？　なんでまた……。大樹海の部族とサンドラ王国は、暗黙的にだが、お互たがいに不可侵だったはずじゃ……。

「襲ったサンドラ軍はその部族たちを次々と捕らえ、王都キュレイへと送っているとか。どうやら奴隷にするために集落を襲ったようです。この事態にパム様たち『樹王の部族』は、奪うばわれた同胞を取り戻すために、サンドラへと向かおうとする他部族を抑えるのに大変だとか……」

　奴隷にするために襲ったのか。おいおい、盗賊ならまだしも、一国の部隊が動いたってことは、大樹海の部族と事を構えるってことだぞ？　あそこはそれぞれの部族から成り立っているが、一つの国家と言ってもいいコミュニティを作っている。本気で喧嘩を売ったとしたら、戦争になるぞ……。

「やはり『隷属化の首輪』の、更なる量産化に成功したという噂うわさは本当だったのでしょうか？」

「うーむ……」

　その噂が本当かどうかを確かめるために、三人娘をサンドラに送ろうとしていたんだけどな。

『隷属化の首輪』だけ増えても意味がない。新たな奴隷を生み出すために、それを与える人間が必要になる。だから大樹海の部族が狙われた？

　奴隷が増えれば、それだけ魔獣戦士団の兵力を揃えることができる。いかに大樹海の部族が勇敢だとて、魔獣の大軍団を相手にするのはキツイだろう。

　その軍団をもって大樹海へと侵攻しようというのか？

「とりあえず、大樹海の部族がサンドラに攻せめ込むのはまずい。そんなことになったら完全に戦争になる」

「どうする気？」

　エルゼが眉を顰めて聞いてくる。

「幸い、ブリュンヒルドは『樹王の部族』であるラウリ族と友好関係を結んでいる。大樹海の部族とサンドラの間に立ち、捕らえた部族の返還をサンドラに要求しよう」

「返してくれます、かね？」

「返してくれて、いろんな損害を賠償してくれたら、なんとか……。関係は最悪だろうけどね。それでも戦争は避けられるかもしれない。ひょっとしたら一部の者たちの暴走って可能性もあるしさ」

　大樹海の部族を奴隷にすることが目的なら、虐殺されたりはしてないと思うが。殺されていたら……もうパムたちは引き下がれないかもしれない。

　樹海の民は何よりも同胞と誇ほこりを大事にする戦士たちが多い。どちらも傷付けたサンドラを許すことは無いだろう。

「そうだな……ある意味これはサンドラを知るいい機会かもしれない。パムと連れん絡らくをつけて、ブリュンヒルドの使いを正式にサンドラへ送ろう。そこで国王や重臣たちの考えを聞かせてもらおうじゃないか」

「使者を立てるわけですね。一体誰だれを？　まさか騎士団長のレインさんを送るわけにもいかないでしょうし、副団長のニコラさんか、よろしければ私わたくしが……」

「いや」

　椿つばきさんの言葉を遮って、僕はニヤリと笑う。

「僕が行く」

「え!?」

「姿を変えれば問題ないと思う。大樹海の部族から抗議文を託された、ブリュンヒルドの使者、ってわけだ」

　あんな物ぶつ騒そうな国にウチの大事な人材を代表役で送れるか。悪い噂しか聞こえてこないような国だぞ。『誘拐王国』って呼び名もあるのに。

　死んだりしそうもない、ウチの姉さんやイトコたちを使者として送るって手もあるが、みんな交こう渉しようには不向きなんだよなあ……。できそうなのは耕助叔父くらいか。

　まあ今回はサンドラの考えを探ってやろうってハラだから、僕ぼくが行くのが一番いいと思う。

『図書館』で見つけた無属性魔ま法ほうや、『研究所』のティカと博士に頼たのんでおいた、『隷属化の首輪』をなんとかする秘密兵器も完成したって言ってたし、いざとなったらいくらでも対処のしようはある。

　抗議文を渡わたし、最悪の答えが返って来た場合、サンドラ王国は二度と『奴隷王国』と呼ばれなくなるだろう。

　サンドラにゃウチのダンジョンに来ていた新人冒険者たちに、ちょっかい出だされた恨みもあるしな。

　あれは奴隷商人単独の仕業だったが、その裏でサンドラ王国自体が奴隷を買い取っていたのは確かなんだ。わざわざウチの情報まで教えてたらしいし。うまいこと自分たちの手を汚さずに、奴隷を手に入れようって考えだったんだろう。

　他の国王たちにも確かめたが、村を襲ったりして奴隷となる人間や亜人を集めている盗賊団も、サンドラお抱えの奴隷商人が手引きしているようだった。

　つまり、あの国の奴隷商会自体が、国のお抱えなわけだ。国家ぐるみで人攫いをしている。言ってみれば犯罪王国じゃないか。

　問題は国王がそれを知った上でやっているのか、まったく知らずに踊らされているのか。……どっちにしろ最悪な感じはするが。

　そこらへんを見極めさせてもらおう。結果次し第だいでは容赦はしない。
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　ガタゴトと馬車がサンドラ王国の首都・キュレイの街中を行く。固められた道はお世辞にも上等とは言えないが、取り付けたロゼッタ特製のサスペンションは、その衝撃を程よく吸収してくれているようだ。

　馬車の窓から見える街並みは、正直古めかしい。所々はげかかった壁かべや、崩れた屋根が見える。赤茶けたレンガ造りの家に混じって、掘ほっ建て小屋のような木造の家もある。

　ここはいわゆる下層階級の住宅地らしく、二級市民と言われる市民が住むエリアなんだそうだ。

「あまり人々が幸せそうじゃありませんね」

「まぁ、こんな生活じゃねえ……」

　僕の対面に座すわっていた新人騎士のランツが、同じように窓の外を見て感想を述べた。

　宰さい相しようの高坂さんにサンドラに使者として向かうことを告げると、お目付役として彼かれを連れて行くように言われた。信用ないな……。よほど向こうがケンカを売ってこなければ、暴れるような真似はしないってのに。

　本当は副団長のニコラさんあたりを付けたかったらしいが、使者よりも位の高い副団長が護衛というのも無理があるので、彼になったらしい。

　他にも四人ほどいるが、全員後ろに続くもう一台の馬車に乗り込んでいる。

　一気に【フライ】とかで行ってもよかったんだが、一応僕は『樹王の部族から抗議文を預かってきた、ブリュンヒルドの使者』となっているので、普通にここまでやってきた。王都の外までは【ゲート】で来たけどさ。

　抗議文を僕らに託してきたパムは『かまうことはないからサンドラ国王の横っ面をひっぱたいてこい！』と、えらい剣幕だったが。あれじゃ向こうの部族たちが乗り込んでいったら、間ま違ちがいなく戦争になる。

　大樹海の代表、『樹王の部族』の長がそれでいいのかとも思ったが、パム個人としては乗り込んでいきたいのだろう。しかし族長としてはみんなを止めなければならなかったのだろうな。

「やはり奴隷が多いですね。陛下の言う通り、満足に食事も与えられてないのか、痩せ細っている者が多く見られます。戦せん闘とう奴ど隷れいはそれなりに食事を与えられているみたいですけど」

「そりゃ戦うための奴隷だからね。いざとなった時、空腹で戦えないんじゃ仕方ないし。その代わり、命を盾にされるわけだ」

　二級市民でも奴隷たちを所有できるようで、街中にちらほらと姿を確認できた。屈強そうな奴隷は店の用心棒などの戦闘奴隷だろう。

　奴隷たちの中には獣人などの亜人たちもいた。彼らもひょっとして、どこからか攫われてきたのかもしれない。みんな粗末なボロボロの服を着て、そこから覗く手足は痩せ衰えていた。

「そういやランツ、『陛下』はマズい。どこで聞かれるかわからないからね」

「も、申し訳ありません。ではなんとお呼びしたら……」

　恐縮して聞いてきたランツに、なんと名乗るか決めてなかったことに気がついた。ううむ。

「ドラン、とでも名乗るか。ミカさんの親父おやじさんの名前だけど」

「ちょ、陛下!?　私とミカさんは別にですね！」

　赤くなって声を荒らげるランツ。ふっふっふ、君が相変わらず『銀月』に通いつめているのはお見通しなのだよ！　主に花恋姉さん経由で。

　まあ、からかうのはこれくらいにして、と。そうだな……。

「……『ロビン・フッド』……いや、『ロビン・ロクスリー』とでも名乗るか」

「ロビン・ロクスリーですか。ではロクスリー大使と？」

「そうだね。弓は苦手だけど」

「？」

　今着ているフード付きの使者の服が薄緑色なんで、なんとなく口をついて出ただけなんだが。

　ちなみに僕は【ミラージュ】で幻影を全身にはまとってはいない。髪かみ型がたと髪の色、瞳ひとみの色をちょっと変えているだけだ。それだけでだいぶ印象が変わるからな。まあ、僕を知っている人間なんて、この辺りにはあまりいないとは思うけど。

　馬車は二級市街を走り抜けて、一級市街の門へと辿り着いた。

　上等な革鎧を身につけた兵士たちが立ち塞がり、馬車を止める。

「ここから先は許可ある者しか通れぬ！　何処いずこの者だ、名乗れ！」

「これはこれは。私たちはブリュンヒルド公国から参りました者です。私たちの来ることは事前に御国へ報せてあるはずですが」

「ブリュンヒルド……？　チッ、ここで待っていろ、確認する」

　窓からこちらを覗き込み、威丈高に声をかけて来た兵士が、舌打ちしながら門の奥へと消える。

「一国の使者にあの態度……。どういう教育をしているんでしょうかね。レスティアなら上官から平手打ちを喰らいますよ」

「サンドラはほとんど他国との交流がない。こういったことには不慣れなだけかもしれないが……」

　面倒な仕事が増えたとばかりの態度をされると、ちょっとムッとするけどな。

　それからだいぶ待たされて、やっと許可が下りた。

「通れ。騒ぎを起こすなよ」

　正式な使者だとわかってもこの態度か。完全に舐められてるな。サンドラは地理的に隔離された国土ということもあって、今まで他国から侵略されたことが無い。長年他の国との付き合いがないためと言われればそれまでだが、その態度が他の国の使者に、どういう印象を与えるか考えもしないのだろうか。

　馬車が走り出すと、様変わりした街並みに驚く。さっきの二級市街とはうって変わって、整備された石畳の通りと、白い壁がまばゆい家並み。贅沢な装飾品を身につけた身なりのいい住人が、奴隷を引き連れて歩いている。

　先ほど見た二級市街の奴隷とは違ちがって、服はボロではなかったが、やはり幸せそうには見えない。

「格差が酷いとは聞いていましたが、ここまでとは……」

　窓の外を覗きながらランツがつぶやく。確かに一級市街と二級市街じゃ雲泥の差だ。

　道の先、緩ゆるやかな坂を登ったところに金や銀を塗りたくった、派手で豪勢な城が建っている。四角ばったフォルムのその城は、城壁の四方に円筒の塔がそびえ、いたるところがキラキラと輝いて威容な雰ふん囲い気きを醸し出していた。

　あの城も奴隷によって建てられたのだろうか。

　城門に着くと今度は連絡が届いていたのか、すんなりと通された。それでも門番には顰めっ面で睨まれたが。

　馬車を降り、城から出てきた不機嫌そうなローブ姿の男に案内されて、キンキラキンな王宮の回かい廊ろうを進んでいく。うはあ、悪趣味。今までいろんな城を見てきたけど、ここまで豪勢でキンキラなのは見たことがない。

　僕と後ろに続くランツを含めた騎士五人は、謁見の間の前で短剣以外の武器を取り上げられた。用心深いことで。まあ、今から国王に会うんだからわからんでもないが。

　謁見の間に通され、跪ひざまずかされる。周りはおそらくサンドラの重臣と将軍、それに警護の奴隷兵士がずらりと並んでいた。こんなにいるのなら、剣の一本や二本気にすることないだろうに。まあ、念のためなんだろうけど。

「して、その方がブリュンヒルドから来たという使者か。なんでも樹海の民からの要求を受けて来たとか。ご苦労なことだ」

　宰相と思われる赤と黒のローブを着込んだ禿頭の男が口を開く。嫌味ったらしい口調の男だ。

　その奥のキンキラキンに光る玉座には、眠たげな目で煙管キセルをふかしながら、ブクブクと太った男がこれまた煌びやかな衣装を着て座っていた。いや、一いつ瞬しゆんオークかと……。

　玉座の隣にはほとんど半裸のような、薄い衣と『隷属化の首輪』を付けられた奴隷の女性が灰皿を持って跪いていた。

　オーク似の薄毛の頭上には、純金の王おう冠かんが載せられている。こいつがサンドラ王国国王、アブダル・ジャーバ・サンドラ三世か。どう見ても名君には見えない。見た目で判断するのはいけないとは思うけど。

　玉座の背後の両サイドにはこれまたキンキラの鎧よろい兜かぶとと剣が飾られている。剣もまた宝石がちりばめられていたが、一応実戦用の剣のようだ。っていうか、絶対このオーク、あの鎧着れないよね？　サイズ的に。

　そんな失礼な考えをおくびにも出さず、僕はサンドラ国王に向けて話し始める。

「ロビン・ロクスリーと申します。さっそくですが樹海の民からの要求は、こちらの魔獣戦士団が連行した部族の者を、即刻返していただきたいと、」

「断る」

　用件を述べ始めた僕の言葉を遮って、国王は煙管を奴隷が持つ灰皿に軽く叩きつけた。そして奴隷の女性に煙草の葉を詰つめ替かえさせると、火を付けた煙管を再び受け取り、またプカリと煙を吐き出す。

　若い女奴隷の頬をいやらしい手つきで撫で回したあと、ニタニタとした薄笑いを浮うかべ、こちらを見もせずに口を開く。

「奴隷の数が不足している。返せんな」

「……奴隷として捕とらえるために樹海の部族を襲ったと？」

「それがどうした。他国に指図されるいわれはないぞ。まあ、できたばかりの小国がしゃしゃり出てきても関係ないが」

　ニヤニヤとした笑いを浮かべながら、サンドラ国王が言葉を投げかける。

　確信犯か。やはり国の命令で樹海へと侵攻したわけだ。

「……樹海の部族と戦争をお望みで？」

「戦争？　戦争になどなるわけがない。奴やつらは所詮、少数部族の集まりにすぎん。我らの魔獣戦士団にかなうものか」

「樹王の部族は我がブリュンヒルドと友ゆう誼ぎを結んでおります。我らとも事を構える所存ですか？」

　ピクリと眉を跳はね上あげた国王が、椅い子すに座ったままズイと前に身を乗り出してきた。

「調子に乗るなよ？　お前たちの王はなにやら勘かん違ちがいをしているようだが、巨人兵などをいくら持っていようと関係ない。サンドラと敵対すると言うのなら、せいぜい寝首をかかれないように気をつけることだ。我らはありとあらゆる暗殺に長けた者をも支配下に置いている。貴様の王などいつでも殺せるのだぞ？」

　サンドラ王の言葉に周りから含み笑いが漏れる。……ダメだこいつら。

　どいつもこいつも馬ば鹿かしかいない。初めから敵対する気満々だ。どこからその自信が出てくるのか不思議でならん。

　サンドラ国王が指を鳴らす。周りの奴隷兵士たちが一いつ斉せいに剣を抜いた。

　僕らも立ち上がり、ランツたち護衛騎士も唯一の武器である短剣を抜く。

「……これはなんの真似まねですかね？」

「なに、使者なんぞこの城には来なかった、ということだ。アスタルの都が潰つぶれてから奴隷の数が不足しているのでな。他国からもかき集めているが、ひと月もすればお前たちも従順な奴隷へと生まれ変わるわ。我が国くにには優ゆう秀しゆうな調教師が揃っているからのう」

　くっくっく、と笑う国王に、さすがに呆れ果てて声も出ない。初めから僕らを捕らえる気でここまで通したらしい。

　やっぱりこいつらは他の国でも人攫いをしていたようだな。他の国王たちの言う通り、碌ろくでもない国だ。いくらなんでも……と少しでも期待した僕が馬鹿だった。

　キレたわけじゃないけど、ここまで馬鹿にされておとなしくしていることに嫌気が差した。向こうがそういう態度なら遠えん慮りよする必要もないしな。

　もうちょっと腹の探り合いみたいなのを期待したんだけど、思ったより相手が馬鹿だった。

「……アホらし」

「なに？」

　ため息をついて、【ストレージ】からサンドラ国王の座る玉座にも負けない立派な長椅子を取り出す。

　そこへ腰こし掛けると国王へ向けてふんぞり返り、足を組んで背もたれに肘ひじを置いた。

「こうも馬鹿ばかりだと相手するこっちも馬鹿らしくなるわ。ああみんな、もういい。お芝居は終わりにしよう。こいつら戦争したいみたいだから」

「貴様……状じよう況きようがわかっているのか？」

　国王が立ち上がり、こちらを睨んでくる。おうおう、ひょっとして怒おこってらっしゃるのかしら。お顔が赤くなってきてますけれど。

「状況もなにも。この国の本ほん性しようがわかってよかったなあって。馬鹿過ぎる国王にアホな臣下。あのさ、『井の中の蛙かわず、大海を知らず』って言葉知ってる？　井戸の中の蛙は広い海を知らないって意味なんだけど、」

「こいつらを殺せ！」

「聞けよ」

　切りかかってきた奴隷兵士たちが、僕らの半径二メートル手前で不可視の壁に遮られる。【シールド】の魔法ぐらい張っとくさ。そりゃあ。

「なっ!?　き、貴様、ロビンとか言ったな！　何者だ!?」

「あー、それ偽名。本名は望もち月づき冬夜。あんたがいつでも殺せるって言った、ブリュンヒルドの公王だよ。初めまして、サンドラ国王陛下」

【ミラージュ】を解除し、髪や瞳の色を戻す。あちらが完全に敵対するんなら、もう隠す必要もない。

「ブリュンヒルドの公王だと!?　バカな、一国の王がなぜこんなところまで……！」

「元々冒ぼう険けん者しやなもんでフットワークが軽いんだよ。あんたも運動した方がいいと思うよ？　明らかに太りすぎだ」

　煙管を握にぎりしめて、歯をギリギリと鳴らしているオーク国王から、奴隷女性が恐きよう怖ふの表情を浮かべながら後ずさっていく。

「なにをしている！　こやつが本当にブリュンヒルドの公王なら好都合！　殺やってしまえ！」

　命令を下したハゲ宰相の言葉に、再び奴隷兵士や将軍たちが向かってくるが、半端な物理攻こう撃げきは【シールド】ですべて防げる。

「【炎よ来たれ、赤き連弾、ファイアアロー】！」

　物理攻撃が効かないと見たサンドラの魔ま術じゆつ師しが、火か炎えん呪文を唱えながら炎の矢を飛ばしてきた。

「【リフレクション】」

　それを反射魔法で丁てい寧ねいにお返しする。跳ね返った三本の炎の矢は、魔法を放った術者とその両脇にいた家臣に当たり、吹ふっ飛とんでいった。

「一国の王とわかった上での攻撃。完全にそちらから戦争を吹っかけたと見ていいのかな？」

「馬鹿め。お前たちをここで殺し、闇やみから闇へ葬れば、なんとでもなる」

　引きつった笑いでサンドラ国王がそう言い放つ。僕のことをほとんど知らないみたいだから仕方ないのかもしれないが、【ゲート】を使えばこんなところから脱出するのはわけないのにな。まあ、逃にげないけどさ。

「もう一度言うぞ。戦争をしたいのか？」

「我が国には魔獣戦士団と奴隷兵団がいる。死ぬまで戦い続ける兵隊がな。そちらも我らサンドラを敵にして無傷で済むと思うなよ？」

　やれやれ、本当に馬鹿野郎らしい。

「悪いが、ブリュンヒルドはサンドラを相手にする気はない。いや、正確には相手にする必要もないってとこか」

「なんだと？」

　訝いぶかしげにサンドラ国王が眉を寄せる。

　僕は長椅子に腰掛けたまま、サンドラ国王の方へ手のひらをかざし、無属性魔法を発動させた。

「【アポーツ】」

　手の中に『隷属化の首輪』が現れる。サンドラ国王から離はなれて、キンキラの鎧兜に隠れるようにしていた奴ど隷れい女性が、突とつ然ぜん首輪のなくなった感覚に驚おどろいていた。それを見た国王が目を剥むいて驚く。

「なっ!?」

「この『隷属化の首輪』だが……実は首輪に記き憶おくされた主人以外に最上位マスターとも言える魔ま力りよく波動が記憶されているのがわかった。つまりサンドラ国王、あんたの魔力波動だ」

　くるくると指で首輪を回しながら僕は説明する。主に僕らを取り巻く奴隷兵士たちに。

　考えてみれば当たり前だ。奴隷は主人に絶対服従。そんな奴隷をたくさん手に入れた者が、国王に反旗を翻したら大変なことになる。

　その主人よりもさらに上位の命令者として、すべての『隷属化の首輪』に特別な魔力波動を付ふ与よしていたわけだ。

　おそらくその魔力波動はなにかの魔道具アーテイフアクトで、代々の王に受け継がれるようになっている。

　でなければ、国王が代替わりした時に、新国王は奴隷を操あやつれないし、血筋だけで記憶されていると、王家の血を引いていれば操れることになってしまう。

　おそらくは王家の魔力波動と奴隷に命令を下せる魔道具アーテイフアクト、この二つが揃って初めて機能するサンドラ王家の秘術とでもいう力。

「つまりあんたはすべての奴隷に命令を下せる『スレイブマスター』というわけだ」

「……そうだ。私の命令ひとつですべての奴隷が貴様に牙きばを剥く。観念するがいい」

　確かに恐おそろしい力だ。今までは『隷属化の首輪』が大量生産されていなかったからいいものの、これが大量生産されて、他ほかの国々にばら撒かれてしまったら。

　欲望のままに人が人を奴隷にする。それはサンドラ国王の奴隷を、新たに生み出すことに他ならない。世界規模での奴隷王国の誕生だ。

　だが、そうはさせない。

「じゃあそのマスター権限が乗っ取られたらどうなるのかな？」

「なに？」

　さっきからスマホの【マルチプル】で、サンドラ王都にいる全すべてのターゲットを捕捉しているのだが、数が多くて時間がかかってしまった。よし、準備完かん了りよう、発動っと。




「【クラッキング】」







◇　◇　◇







　無属性魔法【クラッキング】はアーティファクトの起動式に割り込み、その発動条件や設定を書き換えてしまう魔法だ。

　例えば、蛇口を捻ひねると水が出てくる簡単な魔道具アーテイフアクトがあるとする。これを蛇口を捻るとジュースが出てくるとかまで書き換えるのは大変だが、『蛇口を捻れなくする』とか『蛇口を捻っても少ししか水が出ない』、あるいは『馬鹿みたいに出る』と書き換えるのは簡単にできる。

　バビロンの『図書館』で見つけた魔法だが、意外と使い勝手がいい。解析魔法【アナライズ】と組み合わせれば、魔力の流れから発動まで手に取るようにわかるからな。

　ただ、僕の知識ではどうにもならないアーティファクトもあるし、複雑過ぎる工程を踏んでいると、予想外の効果が出てしまうこともあるから注意が必要だ。

『隷属化の首輪』も意外と複雑な構造をしており、『主人に絶対服従』とか、『強制行動』、『首輪の解除防止』という機能そのものを無力化するのはちょっと厳しい。

　だけど、最上位権限に登録されている魔力波動を僕のものに書き換えて、それ以外を消去することは簡単にできた。すでに奴隷商人から手に入れた首輪で実験済みである。

　つまり持ち主の名前を変えることはできるのである。

　そして今、この都に存在する全ての『隷属化の首輪』のマスター登録を僕だけに書き換えた。つまり――――。

「どうしたお前たち！　やってしまえ！」

　サンドラ国王の命令に従い、奴隷兵士たちが剣を僕に向ける。しかしそこにいた兵士全員が、なにか戸と惑まどった様子でお互いの顔を見合わせた。

　そりゃそうだろう。強制的に動かされているわけじゃないのだから。今の行動は、命令されて思わず身体が動いてしまっただけであって、『首輪』の効果ではない。

「斬りかかれ！　そいつを殺せ！」

　なおもサンドラ国王が叫ぶが、奴隷兵士たちに反応はない。首輪が外れたのか、と首に手をやる奴隷もいたが、首輪は元のままだ。

「こ、これはいったい……」

「いったいどうしたのだ!?　なぜ奴隷たちが従わない!?」

　周りの重臣たちも様子がおかしいことにたじろぎ始めた。

「無む駄だ無む駄だ。『隷属化の首輪』をした奴隷は主人以外の命令を受け付けない。そして彼らの主人は、先ほどから僕だけになった」

「なっ、なんだと!?」

「サンドラにいる人間や亜人の三分の一は奴隷らしいね。しかもそのほとんどがこの国の労働力。その人々が今や僕に絶対服従なわけさ。わかりやすく言ってやろうか？　この国は――――僕が乗っ取った」

「なん……だと……!?」

　一瞬、呆然としたサンドラ国王だったが、すぐさま腕うでに付けていた金色の腕輪に魔力を通し、『再登録』をしようとする。察するにアレが『登録用』のアーティファクトか。

　だが残念。もうすでにマスター登録は上書きできないように書き換えられている。実を言うと他の街まではまだ国王の命令は届くのだが、教えてやる義理はない。

「そんな馬鹿な……！　『隷属化の首輪』の主人登録は、この『奴隷王の腕輪』を持つ我が王家の血筋の者しかできないはず……！　ハッ！　まさか貴様、我が王家の血を引いて……」

「気持ち悪いこと言うな、この馬鹿」

　お前と親しん戚せきなんて考えただけで虫酸が走る。オークの血なんか引いとらんわい。

　奴隷兵士たちは突然の出来事についていけないようで、視線が僕とサンドラ国王に行ったり来たりしていた。

「さて、奴隷兵士の諸君、僕は君たちになんの命令もしない。犯罪奴隷じゃないのなら、奴隷からの解放も約束しよう。何処かの国から連れて来られたというのなら、その故郷へ帰るのも自由だよ」

　椅子から立ち上がり、周りの兵士たちに話しかける。すでに剣は下ろされていた。中には泣き出している者もいる。

「本当に……解放されるのですか……？」

「約束しよう。君たちは自由になれる。もう奴隷じゃないんだ」

　話しかけてきた奴隷兵士の一人にそう答えてやる。すると他の兵士たちも嗚咽を含ふくんだ声で、口を開き始めた。

「奴隷じゃ、ない……」

「俺おれたちは奴隷じゃないんだ……」

「……普ふ通つうに、生きて、いいんだ……」

「故郷に帰れる……人生を取り戻せる……」

　堪えるように声を震わせて、男たちが涙を流す。喜びや悔しさ、怒りや虚しさ、いろんな感情が入り混じっているのだろう。

「馬鹿な……奴隷たちが、奴隷たちが……」

「【アポーツ】」

「は!?」

　玉座に倒たおれこむように座ったサンドラ国王の右腕から腕輪が消え、僕の手の中に現れる。これが『奴隷王の腕輪』か。

「か、返せ！」

「いやいや、もう必要ないでしょ」

　にっこり笑って腕輪を放ほうり投げ、落ちてきたところをブレードモードのブリュンヒルドでぶった斬る。

　床に落ちた腕輪は見事に真っ二つになった。これで完全に奴隷たちは国王の命令に従わなくなったわけだ。今はまだ他の町にいる奴隷たちは現在の主人に従わなくてはいけない状態だが、それも順次解放していくつもりである。

「貴様！　貴様、なんということを！　なんの権利があって、我が国から奴隷を取り上げるのだ！」

「これは面白おもしろいことを言う。なら、あんたらはなんの権利があって、彼らから自由を奪ったのか答えてもらえるのかな？」

「うぐぐっ……！」

　僕の周りにいる奴隷兵士たちが、国王に向けて激しい怒りの目を向けている。理不尽に人生を奪われ、人の尊厳を穢けがされた。怒りを覚えるのは当然のことだ。

　と、そのとき表からたくさんの悲鳴と、獣のいななく声が聞こえてきた。同時になにか暴れるような衝撃も響ひびいてくる。始まったか。

「な、なんだ!?　なにが起こっている!?」

　わけがわからず慌あわてふためく重臣たち。その謁見の間に、僕らをここへ案内したローブを着込んだ男が、慌てふためいて転がり込んできた。

「たっ、大変です！　魔獣戦士団の操る魔獣たちが暴れています！　まったく言うことを聞きません！」

「な、なんだと!?」

　まあ、そうなるわな。奴隷たちはまだ理性があるし、首輪が嵌まったままだから、余程のことがなければ、うかつに行動はすまい。だが魔獣たちは別だ。解放されれば本能のままに動き出すだろう。果たして抑え切れるかな？

「言ったろ？　もう『隷属化の首輪』は僕の支配下にある。僕以外の命令は受け付けないんだよ」

「ぐぐぐ……！」

　ちなみに魔獣たちにはこの都から脱出しろ、なるべく人は殺すな、と命じてある。おそらく都中パニックだろう。

「貴様ッ……！　よくもよくもよくも……！」

「だから何度も聞いたぞ。戦争がしたいのか？　ってな。僕は平和主義者だが、無む抵てい抗こう主義者じゃない。殴なぐられたら殴り返す。僕らに宣戦布告をしたのはあんたらだ。今いま更さら殴られる覚かく悟ごがなかったなんて言わせないぞ」

「黙れ黙れ黙れ！」

　憎々しげにこちらを睨み付けて来るサンドラ国王。さて、あとはこいつらを縛り上げて首輪を生産している場所を聞き出し、完全に破壊しないとな。

　そう思い、僕が一歩踏ふみ出したそのとき。

　サンドラ国王の横にいた女性奴隷が、いつの間に手にしたのか、宝石細工の剣を力一杯横に振り抜こうとしていた。




「ふひぇ？」




　そんな間ま抜ぬけな声が聞こえたと思った次の瞬しゆん間かん、オークにも似た人間の首は、見事に宙を飛んでいた。

　あまりのことにさすがの僕も動けなかった。いや、【テレポート】などで間に入ることは可能だったのかもしれないが、身体が動かなかったというか。助けようという気になれなかったというか。結果、僕はサンドラ国王を見殺しにしたのかもしれない。

　呆然とそんなことを考えていると、刎ねられた国王の首がこちらへ飛んで来ていた。

「うぉわっ!?」

　僕は足あし下もとへ跳ね転がってきた国王の首を、思わず横へ蹴けってしまった。あ、いや！　死者を冒涜するとかそんなんじゃなくて、本当に驚いて思わず！　生首がポーンって来たら、そりゃ驚くよ！

　飛ばされた首は見事に宰相のハゲ頭の下へ飛んでいき、その場に転がって止まった。

「ひいぃぃぃぃぃ！」

　宰相は腰を抜かしてその場に倒れ、それに続くように、首から勢いよく血を吹き出した国王の身体も玉座の前に崩れ落ちた。

　ブシュッブシュッとリズミカルに吹き出した血が、壇だん上じようからゆっくりと流れ落ちる。

　僕の方はと言えば、蹴飛ばした足にべっとりと血が付いて涙目だった。

　あっらー……。おちょくろうと用意してた【スリップ】とか出番無かったわ……。僕が何をする間もなく、勝手にご退場してしまった。いろいろ馬鹿にされたし、一発くらい殴りたかったけど……って、さっき蹴ったか。

「あー……とりあえず、【パラライズ】」

「うぐっ!?」

「ぐあっ!?」

　その場にいた重臣たちに麻ま痺ひ魔ま法ほうをかけ、身動きをできなくさせる。奴隷兵士たちに手伝ってもらい、全員を縛り上げた。

　呆然と力を無くしたように、その場で座り込んでいた女性奴隷が、僕に向けて頭を下げてきた。

「……おかげで姉妹たちの仇が討うてました……。ありがとうございます、ありがとうございます……」

　のちのち聞くとこの人、元は姉妹で冒険者をしていたらしい。レグルスで盗賊団に襲おそわれ、奴隷商人に売られたようだ。

　姉妹全員美しかったので、国王へと献上された。慰み者にされる中で、姉と妹が国王の勘かん気きに触ふれて、いたぶられながら殺された。その恨みをいつか晴らすためだけに、生き長らえてきたのだと言う。

　とことんクズ野郎だったわけか。自業自得と言えばそれまでだが。

　さて、この人をどうしたもんか。一応、状況だけ見れば一国の国王を殺害した犯人なわけだしな。敵国……ウチからすれば英えい雄ゆうなのかもしれんけど。

　こっそり亡命させちゃうってのもアリなんだろうかね？

　ブリュンヒルドとサンドラ間で戦争が勃発。十五分足らずでサンドラの奴ど隷れい戦力が無力化、サンドラ国王が部下の裏切りにあい、戦死（？）。戦争終結。

　戦争になってたなら、今までの推移はこんな感じだろうか。

　喧嘩売ってきたのは向こうだしなあ。高坂さんになんて説明しよう……。

　とりあえず、それは後回しにしよう。そうしよう。うん。

　腰を抜かしたハゲ宰相を麻ま痺ひから回復させて立たせ、『隷属化の首輪』を生産している工場へと案内させる。

　驚いたことに、城の西側にある塔の地下にその工場はあった。

　国が首輪を生産し、奴隷商人がそれを買い、盗賊団が人を攫って、奴隷商人がそれを買う。首輪によって奴隷になった人たちを、サンドラ国民がさらに買う……とこんな流れか。

　工場には多くの奴隷たちが働かされていたが、全て働くのをやめさせた。

　地下に設置されていた、電子レンジくらいの三つの箱状の魔道具アーテイフアクトが、普通の首輪を『隷属化の首輪』へと変化させる付与アーティファクトらしい。

　古びた方が何百年だか前に、大魔ま法ほう使つかいが作ったオリジナルの方で、他の二つが最近完成したコピーのようだ。何十年もかけて魔法使いたちが解析し、組み上げたモノだとか。

　ちなみにその魔法使いもフェルゼンから優秀と言われる魔工技師を攫ってきて奴隷にしたそうだ。

　その魔工技師も無理がたたったのか最近亡なくなったらしい。なので、コピーを作れる者は今はいない。再びコピーを作るために、また優秀な魔工技師を攫ってくる予定だったらしいが……。

「災いの芽は根元から断つべき、ってね」

　オリジナルを含めたその三つのアーティファクトに【グラビティ】をかけ、再生不可能なまでにペシャンコにする。

　これで二度と『隷属化の首輪』は作られることはない。……正確に言えば、博士と僕ぼくは【アナライズ】で解析してしまっているので、作れなくもないのだけれど。

　さて、後は奴隷たちの解放だが……。

　一気に解放すると暴動が起こりかねないからな。今の今まで虐げられてきた者が、復讐を企んでいてもおかしくはないし。だが罪を犯せば再び奴隷に落ちる可能性もあるわけだし、そこまで馬鹿なことをしないと思いたい。

　犯罪奴隷は解放する気は無いが、帰る場所や待っている人がいる者は、率そつ先せんして帰していった方がいいだろう。問題はその数だなあ。

　サンドラは国の大半が砂さ漠ばくで、国土面積よりはるかに人口が少ないとはいうけれど……。

　これから何日解放作業が続くやら。

「こりゃあ、東西同盟の皆みな様にも協力を仰ぐしかないかあ……」

　サンドラに関しては取り立ててなにをする気もない。が、規模は最小で終わったが、戦争は戦争だ。きちんともらうものはもらう。攫われてきた奴隷たちに最低限の賠償はサンドラからさせないとな。

　それで国が傾いても知ったことじゃない。奴隷たちを引き上げさせたら、サンドラを再興するなり勝手にすればいい。

　ただし、もう奴隷はいないから自分たちで全てやることになるが。犯罪奴隷は解放しないからこの国に残るだろうけど。

　国王もあんなことになってしまったから、ユーロンのようにまた自称王様が出てくるかもなあ。そして結局、都市国家として成り立って行くか、それとも覇権を巡って争うか。

　……いや、今まで奴隷に戦わせていた腰こし抜ぬけが、自分たちで戦争なんてできるとも思えない。どちらにしろサンドラは衰すい退たいしていくだろう。そういやあのオークの王様、子供いたんだろうか。

　ま、関係ないか。奴隷を操る力を失った以上、跡あと継つぎがいたところでそんな王家に従う輩やからがどれだけいるか。

　結局、他の王様たちの言う通りになっちゃったな。潰す気は無かったんだけど、あそこまで馬鹿だとは思わなかったんだもん……。チンパンジーと交こう渉しようした方が、よほど実のある会話ができるよ、たぶん。

　はぁ……。戦争はいつも虚しい。
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　サンドラ王国との小戦争から数日間、僕は事後処理に奔走することになった。

　まず、王都の攫われた奴隷たち（犯罪者登録された奴隷を除く）を集め、帰る場所がある者はサンドラ王国からぶんどった巨額の賠償金から、ある程度のお金を渡わたして、【ゲート】で送り出すことにした。申し訳ないが国ごとにまとめて送り出だした。東西同盟の各国には通達してあるので、ある程度スムーズに故郷へ帰ることができるはずだ。

　もちろん、パムたちに頼たのまれていた樹海の部族も助け出した。誰だれ一人ひとり欠けることなく、先に大樹海へと帰している。

「はい、並んで下さい。慌てないで一列に」

　奴隷たちが【ゲート】をくぐる前に、『研究所』のティカと博士の作った『秘密兵器』を使い、『隷属化の首輪』を無力化させて奴隷から解放していく。

　ティカが並んでいる奴隷たちの首輪に、針の無い注射器みたいなものを押おし付ける。あれが二人の作り上げた魔道具アーテイフアクト『イニシャライズ』だ。

　わかりやすく言うと、付与されている魔ま法ほうを全て消去して『初期化』してしまう魔道具アーテイフアクトである。

　これならば、僕がいちいち【アポーツ】をして外す必要はない。【アポーツ】は僕の手に収まらないと発動しないので、複数の発動ができないからなあ。ソフトボール一個なら持てるけど、二個も三個も同時には無理って話だ。ま、小さいなら複数引き寄せることもできるけどさ。

『イニシャライズ』はある意味とんでもない魔道具アーテイフアクトなのだ。アレにかかれば、古代王国からの貴重な魔道具アーテイフアクトも、ただの道具に成り下がる。フレームギアだってただの置き物になってしまうのだ。

　正確には初期化というより、強力な『無』の付与をする、という『上書き』なのだが。もちろんその莫大な魔力は僕が注ぎ込んだ。故に僕以外がチャージしようとすると、ものすごく時間がかかる。普通の魔法使いが一回分をチャージするのに一年くらい？

　バビロンナンバーズのみんなが奴隷たちの首輪を無力化し、首輪を外した人々が【ゲート】を通って次々と故郷へと帰っていく。

　当然ながら奴隷を手放したくない奴らが妨害してきたりもした。だけどウチの騎き士し団だんがそいつらを押さえつけ、縛り上げて、奴隷たちが入れられていた檻に逆にぶち込んでやった。忙いそがしいんだから邪じや魔ますんな。

　若じやつ干かんの例外として、自ら奴隷解放を拒む者もいた。無む理り矢や理りにそう言わされているのでは無く、その立場に満足しているようなので、それはそれで希望通りにさせてあげた。

　一応、首輪の機能は無力化したが。あとは本人の気持ち次し第だいだし。……そういう気質な人もいるしね、うん。

　数日かけて王都の奴隷たちを解放すると、今度は他の町の奴隷たちを解放しなければならない。

　その町の領主たちに歯向かわれると面めん倒どうなので、有無を言わさず、町を数十機のフレームギアで取り囲み、逆らう気を無くさせた。

　事前に、サンドラ国王がブリュンヒルドに戦争をしかけ、あっさりと負けて首を切られた、と噂うわさを流している。サンドラは敗戦国だと、逆らうと国王と同じ目に遭うと脅おどしたのだ。

　本当はそんな脅すようなマネはしたく無かったのだが、これも奴隷たちをスムーズに解放するためとあえてその手をとった。

　ちなみにサンドラ国王の首を刎ねたあの女性奴隷は、行く場所がないというのでこっそりとブリュンヒルドに逃した。元冒険者らしいし、生活するには問題ないと思う。

　同じように帰る場所も待つ人もいない者は、それぞれの希望する国へと渡っていった。行ったことのない初めての国へ渡る者や、サンドラに残るという者もいた。

　当然、ブリュンヒルドに行きたいという者も少数いて、僕はそれを受け入れた。土地も仕事もまだあるし、かつかつ暮らしていくだけなら問題はないと思う。

　今回のことをさんざん高坂さんには説教されたが、この移民については労働力を得たという意味ではプラスだったので何も言われなかった。ただ、もっとうまく立ち回ればさらに多くの賠償金などをせしめることができたのに、と残念がられた。後先考えない馬鹿ですみません……。あまりサンドラ国王だけを馬鹿にはできないな、こりゃ。

　そんなこんなで、サンドラ中の攫われた奴隷たちを解放するのに、ひと月以上もかかってしまった。奴隷たちを隠そうとする輩も多かったため、検けん索さくした上で乗り込んでいくこともあった。大半は奴隷商人だったけど。

　軒並み奴隷商人たちは職を失い、逆に犯罪奴隷となった。他国の国民を誘拐、監禁、売買していたのだから当然だ。彼かれらには一生奴隷鉱山で働いてもらう。マスター権限が僕にあるので、鉱山主でも解放されることはない。

　中には他国での誘拐に手を染めていない真っ当な（？）奴隷商人もいたので、さすがにそれは見み逃のがしてやった。ただ、犯罪奴隷として鉱山に行った方が安全だと思うがね。

　正直言って、解放された奴隷たちが今までの恨みからサンドラへと舞い戻もどり、奴隷商人や元の主人に復讐をすることも考えられる。

　だけど僕にそれを止める権利はない。復讐は本人のものだ。そのあと逮たい捕ほされたり、殺されたり、今度は犯罪奴隷となる覚悟があるのなら好きにするといい。せっかく自由になれたのに、馬鹿なことをしないといいが。

　犯罪奴隷たちに関しては、中には無実の罪で投獄された者もいるかもしれないとのことから、博士特製の嘘発見器キーラーポリグラフで判断することにした。『無実の人は手を上げて』と言えばいい。まあ、大たい概がいは図々しくも手を上げる。

　犯罪の度合いによってもいろいろとあるのだが、僕はサンドラの裁判官じゃない。さすがに『騙されて無理矢理に罪を犯し、奴隷にされた』なんて複雑な背景を持っている者までわからないし。

　それでもユミナやラミッシュ教皇猊げい下かの魔眼でできるだけチェックはしてもらった。

　正直、僕がここまでする必要はないとも言われたが、この際だから奴隷というものをある程度無くしておいた方がいいと思ったのだ。

　これ以降、奴隷というものは罪を犯した者が受ける刑罰のひとつで、個人で所有することはできない、という方向にもっていければ、と。

　なんにしろ、こっちにかかり切りだった僕も、やっと解放される。忙しすぎて、今まで仕事の奴隷だった気分だからさ……。




　ああ、自由って素す晴ばらしい！
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「……って思ってたのに、なんでこうなるかなあ……」

　面倒事から解放されたと思ったんだよ。

　僕は再びサンドラ王城の謁見の間まで来ていた。

　目の前の玉座に座すわるのはサンドラ王国国王、アブダル・ジャーバ・サンドラ三世だ。いや、元国王、か。

『グフグフグフ。現れたな憎っくき公王め、我が恨み晴らしてくれる！』

「うわあ……」

　腐りかけた生首が口を開く。豚国王が自らの首を小脇に抱え、玉座に座っていた。全身は土気色になり、キンキラだった服もボロボロになって汚れている。

　見たとおり、ゾンビであった。驚くべきことに、あのサンドラ国王の死体は投げ捨てられた墓場から蘇ったのである。邪じや神しんの仕業かと思ったが、まったく関係なく、素でゾンビになりやがった。よほどこの世に執着があったらしい。そういった死体がまれにいるとは聞いていたが……。

　ゾンビ国王はまず宰さい相しようを襲い、仲間に引き込んだ。どうやらゾンビに噛まれて死ぬと、ゾンビとして復活するようだ。

　その後は鼠算式に王都にゾンビが増えていった。他の町の奴隷解放に集中していたため、まったく気づかないうちに、王都はゾンビの都と化していたのである。

　謁見の間には、他にもゾンビ将軍やゾンビ大臣が勢ぞろいしていた。皆、一様に土気色の顔色で、だらしなく口を開いている。

　口からなんか出てる、なんか出てる。

『グフグフグフ。我は新たな力と奴隷たちを手に入れた。貴様も我が奴隷としてやるぞ。ブヒヒヒヒ』

　いや、ブヒヒヒヒって。死んでさらにオーク化が進んでないか、こいつ。

　うんざりとした顔を向けると、玉座の裏から似たようなオーク顔の三人の男と一人の女、……女だよな？　が現れた。

『ブヒッ、父上の恨みは我らの恨み。覚悟するがいい』

『グフグフ、腸はらわた引きずり出して、喰ってやる』

『ののの、脳味噌が、たたた、食べたいんだな』

『ブヒヒッ、ブヒヒヒヒッ、生きた男ォ！』

　うわあ。間ま違ちがいなくオークの王子様とお姫ひめ様だ。自分の子供たちもゾンビにしちゃったのかよ。しかし、顔がそっくりだな。本当に人間だろうか。いや、今はゾンビだけど。

『ブヒヒヒヒッ！　不死の肉体を得た我々に敵うものか。この力をもって、逃げ出した奴隷たちも再び我が物にしてくれん！』

　まだそんなこと言ってるのか、こいつ。『馬ば鹿かは死ななきゃ治らない』って言うけど、ありゃ嘘だな。死んでも治らん。それが今はっきりとわかった。

「いい加減うっとうしいから、キッチリ死んでくれんかな」

『やかましい！　お前たち、やってしまえ！』

　一番に襲いかかってきたゾンビ将軍の腕をブリュンヒルドでぶった斬るが、平然として再び襲ってきた。まったく応えていないようだな。腐ってもゾンビと言ったところ……変な言い回しだな、これ。

『グヒヒヒヒッ！　無駄無駄ァ！　不死となったこの身体に痛みなどないィィィ！　貴様の攻こう撃げきなど効か、』

「【光よ来たれ、安らかなる癒し、キュアヒール】」

『うぎょわぁあああッ！　あっ、熱っ！　熱うっ！　い、痛いぃぃ!?』

「嘘つき」

　効くじゃんか。回復魔法を受けて、七転八倒しているゾンビ将軍。アンデッドにとって、回復魔法は天敵だからな。

　さらに追い打ちとして、そいつへ向けて、【ストレージ】から取り出したボトルの中身をバシャバシャと振りかけた。

『あっつ！　とっ、溶ける!?　身体が溶けるうゥゥゥ！　なんだそれはァァ!?』

「なにって聖水」

『せっ!?　うヒィィィィィ！』

　煙を吹き出しながら、蒸発するようにゾンビ将軍が苦しみながら消えていく。なんまんだぶ。さすがラミッシュ教国お墨すみ付つきの光属性が付与された聖水だ。効き目バツグン。

『きっ、貴様！　なんでそんなものを!?』

「え？　ゾンビ相手にするんだから、そりゃ持ってくるよ。ちなみに僕、浄化呪文も使えるからな」

『なっ、なんだとっ!?　くっ！』

　玉座から身を翻し、ドタドタと逃にげ出そうとする豚国王。それに続けとばかりに他のゾンビたちも逃げ出し始めた。ゾンビのくせに素す早ばやいでやんの。

「【スリップ】」

『ぶげぇ!?』

　足下が滑り、一いつ斉せいに転ぶゾンビたち。転んだ衝撃で首や手足が折れたり、内臓をはみ出させてしまった者もいる。ゾンビは再生しない。浄化するか脳を破壊しない限り生き続ける。

「面倒だ。【光よ来たれ、輝かがやきの追放、バニッシュ】」

　僕が放った浄化魔法に周りのゾンビ家臣たちが光となり、消えていく。

『ぎゃあぁぁああぁぁ！』

『いや、嫌いやだァァ！　また死にたくないィィ！』

『消える、消えるゥゥゥ！』

　断だん末まつ魔まの叫びを残し、ゾンビ家臣たちが消えていく。残されたのは豚王家御一同。

　と、転んだままの豚王を置き去りにして、豚王子らが僕に向かって駆け寄り、飛び上がった勢いで土下座し始めた。ジャンピング土下座なんて初めて見た。どうでもいいけど、着地の衝撃で足折れてんぞ？

『ブヒィ、我らは言われたことに従っただけで』

『あの豚とは無関係』

『ななな、なんだな』

『見逃してェ、ウフゥン』

『ききき、貴様ら！　父を裏切る気かァ!?』

　転がったままの生首で、豚王が叫ぶ。それを聞いた四人が振り返り、揃そろって首を傾げた。

『『『『ブヒ？　どなたでしたっけ？』』』』

『くぬうぅぅぅぅぅぅ！』

　血管が切れそうなくらい歯を食いしばり、怒りを露わにする豚王。それを見ながらブヒヒヒヒと笑う四人の頭上から、バケツになみなみと入った聖水をぶっかけてやった。

『『『『ギョエエェェェェェェ[image: ]』』』』

　盛大な煙を上げながら、四人、もとい四匹の子豚たちの身体が溶けていく。そして今度はそれを見ながら、喜色満面の笑えみを浮うかべて豚王が叫ぶ。

『ブヒヒヒヒッ！　ザマを見ろ！　親を裏切るからだ、馬鹿どもめ！』

　なんと言うか……本当に救いようのない奴やつらだな。こんな奴らに好き勝手されて、死んでいった奴ど隷れいたちも浮かばれまい。

「【光よ穿て、輝く聖槍、シャイニングジャベリン】」

　光魔法の槍を豚王の身体に食らわせる。聖なる槍を受けたアンデッドの身体はボッ！　と火が付き、たちまち灰となった。

『わ、我の身体がァァ!?』

　豚王が玉座の横に転がったまま、目の前で燃えていく自分の身体を凝ぎよう視しする。さて、と。仕上げといくか。

【ストレージ】から大きめの水槽を取り出す。中にはたっぷりと水が入っているが、これは聖水ではない。普通の水だ。

　そしてその水の中で小さな【ゲート】を開き、ガウの大河から、『ある生物』を数匹呼び込んだ。全長十センチほどの細長いその生き物は、水の中を自由に泳ぎ回っている。そしてその生き物に、僕は光属性の付ふ与よをかけた。

『そっ、それはなんだ!?』

「ガウの大河の一流域に生息するカンディラって魚だ。肉食魚でね。腐った肉が大好物って話さ」

『ま、まさか……？』

「【ゲート】」

　豚王の首が床に発動した転移魔法で水槽の中に落ちる。その瞬間、一斉にカンディラたちがその腐肉に食いついた。

『いいい！　かごぼっ、や、やめ、目、目がァァァ！　目が喰われるゥゥゥ！』

「うーわ、聞いてた通り食欲旺盛だなあ」

　カンディラ。僕らの世界にもいた、カンディルという魚に似た肉食魚。

　カンディルはアマゾン川などに生息する全長十センチほどの細身の魚で、大型魚などの肉を食いちぎり体内に侵入、その内臓を食い散らかすという獰猛な肉食魚である。

　ナマズの仲間らしいが、ピラニアなんかよりもはるかに危険な生物で、自分よりも大きな獲え物ものを集団で襲う習性があるとか。それは人間でさえも例外ではない。殺人魚と言われるくらいだ。

　そしてカンディラは見事にその習性をそのまま持っていた。

『たっ、助けっ！』

「ダメだね。お前を助けたら殺された奴隷たちが僕を許さない。首を刎ねられたまま、墓場の下にいればよかったのにな」

　この城の奴隷たちを解放するとき発見した、地下牢に繋がれたまま死んでいた奴隷たちを思い出す。女たちだけじゃなく、まだ年端もいかない子供たちの死体もあった。

　あの豚は痛みも感じずに、首を刎ねられて死ぬとか、そんな生易しい死に方じゃダメだったんだと後こう悔かいした。ある意味、生き返ってくれて感謝している。サンドラ王にもっと残酷な死を！　という亡くなったみんなの祈りが届いたのだろうか。

『うぎぇ！　がぼっ、喰われる、喰われるゥ！　痛ッ！　痛いィィィ！　入ってくるなァァァァ！』

　カンディラには光属性が付与されているからさぞ痛かろう。ゾンビだから窒息死することもない。頭ひとつ分の肉をこのカンディラたちが完全に食い終わるまで、丸一日はかかるだろうか。

「せいぜい今までのことを悔やむがいいさ。殺された奴隷たちが許すとも思えないけどね」

『ブッ、ブヒィィィィィィィィィィィ！』

　ゾンビって脳の何割くらい失ったら死ぬんだろうな。ま、どうでもいいか。

　豚王以外の都全体にいるゾンビに、【バニッシュ】を発動し、残りを一いつ掃そうする。

　これでアスタルの都に続いて、王都まで死の都となったわけだ。サンドラの復興は万が一にもあるまい。土魔法でこの都の地じ盤ばんを少し崩しておいたから、やがてここも砂の下に沈むだろう。

　これで少しは殺された奴隷たちの魂も、安らいだだろうか。そんなことを思いながら、僕は砂漠の都を後にした。
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「……あれ？」

「冬とう夜や様？　どうしました？」

　その日は久しぶりにルーとレグルス帝てい国こくへ行った帰りだった。そのまま帰るのももったいないと思った僕らは二人でぶらりと市場へと寄ったのだ。ルーが夕食の食材を買いたいと言ったからでもあるが。

　さすが帝都ガラリアは西方でも一、二を争う大都市なだけあって、いろんなところからいろんなものが流れてくる。見たことのない食材がこれでもかとばかりに溢れ、雑多な雰ふん囲い気きを醸し出していた。

　客を呼び込む商人たちの声とともに、市場に並べられた食材からは様々な匂においが風に乗って僕らのもとへと漂ってくる。その中に僕の記き憶おくしている懐かしい香りが含まれていたのだ。

「この香りは……」

「香り？」

　香ばしい香りがほのかに風に乗ってくる。こっちか？

　匂いを頼りに市場の中を歩き回り、ついに僕はそれを発見した。間違いない。こっちの世界にもあったんだな。

　それほど値段も高くはないし、買って帰ろう。ちょっと今日の夕食後が楽しみだ。










「それがこれでござるか？　さほどいい匂いとは思えないのでござるが……」

　食事を終えた八や重えが買ってきたそれを手に取り、くんくんと鼻を近づける。あの露店で売っていた時は、客寄せのためか店の前でちゃんと焙ばい煎せんしていたからな。生豆の状態ではそれほど匂いはしないだろう。

「何かの実……いえ、種かしら？」

　リーンが緑がかった白いそれを見て聞いてきた。地球ではコーヒーノキという植物の種子だったが、こっちでもたぶん種だと思う。なにか植物系魔ま物ものの種だったりしたら怖こわいが。

　そう。僕が見つけたのはコーヒー豆だった。こちらの世界にもコーヒーがあったのだ。一部の地域でしか育たない上に、そのあたりの民族しか飲まないので、あまり知られてはいないらしいが。

　八重が手にしたそのコーヒー豆を、ひょいとエルゼが自分の口へと運ぶ。あ。

「……硬くてあんまり美味おいしくはないわね」

「いや、そういう食べ物じゃないと思うぞ……」

【サーチ】で確かく認にんしたから食べても毒ってことはないと思うけど。露店の店主も普ふ通つうに焙煎して抽出していたから、この世界でも一いつ般ぱん的には同じやり方のはずだ。少なくともボリボリ食べるタイプの豆じゃない。

「お待たせ致いたしました」

「お待たせしましたっ」

「しましタ」

　お、きたきた。

　メイドのラピスさんとレネ、それにシェスカが、それぞれのカップに先ほど僕がネットで調べて焙煎しておいたコーヒーを淹れて持ってきた。

「あ……いい匂いですね」

「でしょう？　あの豆は炒いると香ばしくなるみたいなんですよ」

　ユミナとルーが部屋に漂い始めたコーヒーの香りにはしゃいでいたが、目の前に置かれたカップの中身を見て、なんともいえない顔になる。

「あの……冬夜様？　これ、真っ黒なんですけれども……」

　ヒルダが引き攣った笑みを浮かべて僕に尋ねてくる。や、そういうものだから。

「不気味なくらい真っ黒じゃのう」

「香りはいい。……香りはいい」

　スゥも眉まゆ根ねを寄せている。あと桜、なんで二回言った。

「これはコーヒーといってね。僕らの世界じゃいろんな国々で好まれている飲み物なんだ。ま、飲んでみてよ。苦かったら好みでミルクと砂糖を入れて」

「は、はあ……。苦い、ですか」

　苦いと聞いてますますリンゼたちが難しい顔をし始めた。あまり反応は良くないが、とりあえず僕は飲むぞ。

　カップから立ち昇のぼる香りを楽しみ、ブラックのまま口へと運ぶ。

　……うん。きちんと焙煎された地球むこうのコーヒーほどじゃないけど、なかなかいける。少し苦味が強いかな？　焙煎しすぎたか。

「コーヒーなんて久しぶりだなぁ……」

　僕がほうっ、と至福の時を味わっていると、それを見たみんながやっとカップを傾けた。おい。僕は毒味役扱いか。

「「「「「「「「「にがっ……」」」」」」」」」

　一斉にみんなから漏れる苦々しい声。うん、飲み慣れていないと、まあそうなるよね。わかってた。

「こ、これは炭でも入っているのでござるか……？」

「王様。これは体に悪い。断言する」

　いやまあ、桜の言う通り昔はコーヒーに含まれるカフェインが身体に悪いとか言われてたらしいが、決してそんなことはない。

　脂質の吸収を抑え、脂肪燃焼を促進する効果なんかもあるらしいし。コーヒーダイエットなんてのもあった気がする。そりゃ飲みすぎたら身体に悪いだろうけど。

「苦かったら砂糖とかミルクを入れれば味が変わるよ。飲みやすくなる」

　僕がそう言うと全員が砂糖とミルクを入れていく。うーん、やはり慣れないと無理か。

　僕も小さい時は飲めなかったしな。父さんがいつもブラックコーヒーばかり飲んでいたので、僕もそれに感化されて少しずつ、という感じだった。

　今ではブラックじゃないと美味く感じない。缶コーヒーで『微糖』とかあったが、アレでもかなり甘く感じる。
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「砂糖を入れればまあ、なんとか飲めるかしら」

「ミルクを入れると色が変わって面白おもしろいのう。これならわらわも飲めるぞ」

　ま、飲み方は人それぞれなんで別にいいけどさ。

「冬夜様はよくこんな苦いのを飲めますわね……」

「僕の国じゃコーヒーは『大人の飲み物』なんて言われてたりもしたからね。大人ぶりたくて頑がん張ばったのさ」

　ヒルダに笑いながらそう返す。実際、子供の頃ころは苦いコーヒーを平然と飲んでいる大人にちょっとだけ憧れたりもしたしな。飲めたからって大人というわけでもないのにね。

「ああ、それでかぁ……」

「ん？　どうした。レネ？」

　銀盆を持ったメイドのレネが小さく頷うなずいていた。

「厨房で味見した時、あたしだけ飲めなかったんだ。メイド長とシェスカ姉ちゃんは普通に飲んでたのに。二人とも大人だから飲めたんだね」

　や、それはどうだろう……。ラピスさんはまだしもシェスカは怪あやしいな。味覚をカットしてたんじゃないだろうか。

「ふふン。私は色々と大人でスかラ。その飲み物のよウに今日は黒を着用してまスのデ」

　ドヤ顔で鼻を鳴らすバカメイド。そんな個人情報、聞いとらんわい。黒を着用してたら大人だとか誰だれが決めた。

「私は美味しいと感じましたが。もっと苦くて不味い飲み物を知っておりますので」

　ラピスさんの言葉に僕は引きつった笑いを返す。もっと苦くて不味いって、どんなのだろう……。

　まさかそれって毒物じゃないよな？　ベルファストの諜ちよう報ほう機関、『エスピオン』出身であるラピスさんだ。そういった毒物訓練を受けていてもおかしくはないけど。

「なんであんな苦い飲み物を飲むのかわからない。甘あまい方が絶対に美味しい」

「人の好みはそれぞれだからね。それにブラック……何も入れないコーヒーは眠気覚ましにもいいんだよ。僕も夜中に勉強するときに飲んだりしたもんだ」

　さらに砂糖を入れる桜にそう答える。そんなに入れたらカップの底に溶けきれなかった砂糖がドロドロに溜まるぞ。

「眠気覚まし、ねえ……。確かになんだか目が冴えた気もするけど」

　そう言ってエルゼがズズズッ、とミルクを入れたコーヒーを飲む。カフェインは砂糖やミルクを入れても消えないので、その効果はあるはずだ。そう考えると夕食後に飲ませたのはまずかったかな？　明日の朝にしておけばよかったか。

　ま、これだけの量なら大して問題ないだろ。それに地球のコーヒー豆と成分が一いつ緒しよかどうかもわからないし。

　店のおっさんも別に何も言ってなかったし、こっちのコーヒーには眠気覚ましの効果はないのかもしれない。僕は味さえ同じなら構わないのでどうでもいいや。

　久しぶりのコーヒーを味わいながら、僕は再び至福の時に浸っていた。
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「ちょっと、眠れないじゃない！　どうしてくれんのよ！」

「僕は眠いんだけど……」

　夜中に僕の部屋までエルゼが文句を言いに来た。ふわ……。

　眠れないって、それってコーヒーのせいか？　僕は眠いし、あんまり関係ないと思うんだけどなぁ。

「布団に入って羊の数でも数えていれば眠れると思うけど……」

「あたしの部屋に羊なんていないわよ」

　いや、リアルに数えろってんじゃなくてですね。

　コーヒーを飲んで眠れなくなるってのはよく聞くけど、個人差があるとかいうしな。エルゼの場合、人よりその効果が強く出たってことなのかしら。

　んー……。コーヒーといってもこっちの世界のものだからなぁ。僕ぼくが認識している常識と違ちがう可能性があることは、今までの経験からよく知っている。つまり、アテにならない。

　僕が考え込んでいると、エルゼが顔を赤くしながら迫ってきた。ちょっ、近い近い！

「ね、眠れないのはあんたのせいなんだから、責任持って眠れるまで相手しなさいよねっ！」

　なにこの可愛い生き物。正直言うと面倒だし、ここは古代闇やみ魔ま法ほうの【スリープクラウド】で強制的に眠らせてお部屋へご帰き還かんいただくかとも思ったのだが、そんな気は吹ふっ飛とんでしまった。ちょっと眠いけど少しだけ付き合いますか。

「それで、どうしろと？」

「徹てつ底てい的に疲つかれれば眠れると思うのよ。だから今から訓練場で組手を……」

「ちょっと待った！　それに付き合わされるのは遠えん慮りよ願いたい！　夜中に殴なぐり合いなんてどうかと思う！」

　体育会系はこれだから！　なんで電池が切れるまで動こうとするかな!?　それにそれは『眠る』んじゃなくて疲れ果てて『気を失う』んじゃないのか？

「じゃあどうしろってのよ」

　唇を尖らせてエルゼが反論する。うーん、普通に眠くなる状じよう況きようといったらなんだろう？

「……難しい本を読むとか？」

「確かに眠くなるかもしれないけど……。つまんないわね」

　いや、つまんないから眠くなるってことなんだが。興味のない授業とか受けていると眠くなるしね。

「他ほかになんかないの？」

「そう言われてもな……。ちょっと待って、調べるから」

　僕はベッド脇のサイドボードに置いてあったスマホを手に取り、検索を始める。

「ストレッチをする、音楽を聴く、温かい飲み物を飲む……」

「ストレッチってなに？」

「えっと……筋肉をほぐすために軽く動かすこと、かな？」

「ならやったわ。他に今言ったのも全部ね」

　音楽もか？　ああ、渡わたした量産型のスマホがあったか……。

　となるともうどうすればいいのやら。

「そうだ！　映画でも観せてよ。そのうち眠くなるかも」

　うーん……眠くなるかもしれないから映画を観るってのもどうなのかな。確かに何回かエルゼは映画を観ながら寝ちゃったことがあったが。でもやってることは寝るために難しい本を読むってのと根本的に同じか……。

　まあ、ちょうど僕も観たい映画があったからいいけどさ。ただ、眠くなるどころか目が冴えてしまうかもしれないが。

　スマホから映画を選び投とう影えいさせる。夜中なのでボリュームに気をつけないとな。

　映画が始まる。これはもともとゲームだったものを実写化した映画で、砂さ漠ばくの国の王子が活かつ躍やくする冒険物語だ。まあ、ゲームのストーリーとはまったく違うオリジナルらしいけど。

「へえ……いい動きするわね」

　映画を観ながらエルゼが前のめりになる。この作品は『パルクール』という、効率的に、かつ動きを止めることなく障害物を乗り越える移動術を多く取り入れている。そのアクションは武闘士としてどこか感じるところがあるのかもしれない。

　それから二人で夢中になって映画を観た。僕の思っていた通り、眠くなるどころか、エルゼは興奮して映画にのめり込んでいた。やはりアクション映画は彼かの女じよ好みなのだろう。

「面白かったわね！」

　観終わったエルゼが興奮した面持ちで僕に話しかけてきた。キラキラとした目がまぶしい。確かに面白かったけど、僕はそこまで素す直なおには表現できない。いろいろ見慣れてしまっているからだろうか。

「眠くはならなかったみたいだね」

「あ……。だ、だって面白かったから……」

　本来の目的をやっと思い出だしたようだ。エルゼのわたわたした姿が可愛くて思わず笑ってしまう。それを笑われたと勘かん違ちがいしたのか、エルゼは拗ねたように腕うでを組んでソファーへと身を沈ませた。

「もう！　リンゼは寝付けないことが多かったみたいだけど、あたしはこんなのあんまりないのよ……」

「リンゼは繊せん細さいそうだからなぁ」

「まるであたしは繊細じゃないって言い草ね……」

「あ、いや!?　そういう意味じゃないよ!?」
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　ジロリとエルゼが僕を睨んでくる。これ以上ご機嫌ななめになられると面めん倒どうなので、素直に謝っておこう。

　エルゼが繊細なのはよく知っている。男勝まさりな面が目立つが、その裏ではそういったことを気にして思ったことを言えなかったり、やれなかったりと悩む女の子なんだ。

「でもあんまりないってことは、何回かは眠れない時もあったんだろ？」

「まあ、その……。こ、怖い話とかを聞いた夜なんかは……。あっ、こ、子供の時の話だからねっ！」

　あたふたして言い訳がましいことをエルゼが述べる。なんとも怪しいが、つっこむのはやめておこう。

　そんなエルゼを微笑ましく思っていると、不意に、ガチャンッ、と廊ろう下かで何かを落としたような音がした。

　深夜に響ひびいた突とつ然ぜんの音に、僕らは二人ともしばらく固まり、つい耳を澄ましてしまう。

「な、なに？　今の……？」

「ちょっと見てくる」

　僕はエルゼを置いてスマホを手に廊下へと向かった。

　部屋のドアを開けて薄暗い廊下に出た。このエリアは僕らのプライベートエリアで、城の守りを固める警備騎き士したちも立ち入らない場所なのだ。誰かがいるとなると、他の婚約者みんなしかいないのだが……。

　廊下には誰もいなかった。窓から差し込む月明かりが廊下を照らしている。気のせい……なんかじゃないよな。

「うん？」

　月明かりの中、なにかバラバラになったものが廊下に落ちている。近づいてみると陶器の破片があちらこちらに散らばっていた。廊下に置いてあった小さな花瓶が台から落ちたらしい。さっきの音はこれか。

　だけどこの台はけっこう広く、花瓶はそう簡単には落ちないと思うが。やっぱり誰かがぶつかって落としたのか？

　さらに廊下に散らばった破片に混じって変なものを見つけた。指でつまんで目の前に持ってくる。

「コーヒー豆？」

　そこには今日買ったコーヒーの焙煎した豆が落ちていたのだ。ふと顔を上げると、二メートルほど先の廊下にも同じように豆が落ちていた。それを拾いにそこまで歩くと、さらにその先にまた豆が落ちている。なんだ、これ？

「ち、ちょっと冬夜！　なにしてるのよっ、早く戻もどって来なさいよっ！」

「いや、待ってくれ。なんか変なんだ」

　部屋からエルゼが顔を出して僕を呼ぶが、これを放置するわけにもいかない。ひょっとしたら泥棒かもしれないのだから。

「検けん索さく。『泥棒』」

『検索終しゆう了りよう。該当なシ』

　さすがに『泥棒』ではヒットしないか。見た目がいかにも『泥棒』といった姿なんて、コントに出てくるようなほっかむりを鼻の下で結び、唐草模様の風ふ呂ろ敷しきを背負った姿しか浮かばない。

　じゃあ『侵しん入にゆう者しや』では？

『該当なシ』

　うん？　ってことは僕がそいつを見ても侵入者だと思わない……つまり、この城の住人ってことか？　やっぱりユミナとか婚約者みんなの誰かなんだろうか。こんな真夜中にコーヒー豆を持ってなにを？

「ちょっと行ってくる。エルゼは部屋に戻って、」

「嫌よ！　なんで置いていくのよっ！　あ、あたしも行くから！」

　エルゼが部屋から飛び出し、僕の服の裾を掴む。……怖いんですね？

　僕らは廊下に落ちている豆を辿って薄暗い廊下を進んでいった。

　途中、廊下にかけられている絵画を見て、『あ』と、ウチの防犯システムのことを思い出す。

「リプル、いるか？」

『――――はいはい？　お呼びですかぁ、マスター』

「ひっ!?」

　にゅっ、と絵の中から、桃色の髪かみをリボンでまとめた可愛かわいらしい女の子が上半身だけを飛び出させて現れた。エルゼがビクッと僕にしがみつく。

　リプル。バビロン博士の造った『生命の額縁』に宿る、アーティファクトクリーチャーだ。この城の監かん視しカメラ役をしてもらっている。

「廊下の花瓶を誰が割ったかわかるか？」

『いいえぇ。残念ながら、みなさんのプライベートな空間には私の「目」はありませんのでぇ。誰が割ったのかはわかりませぇん』

　そうだった。四六時中監視されているのはさすがに……と外したんだった。

「怪しい奴が侵入してたりは？」

『しませんよぅ。さすがにそんな状態なら真っ先に警備の騎士さんたちに伝えますぅ』

　心外だ、とでも言わんばかりにリプルがプンスカとむくれる。ま、そうだよな。

「ゆ、幽霊とかじゃ、ないわよね……？」

「んなわけないだろ。一応この城には光魔ま法ほうの【バニッシュ】を付与しているから、そういった類のモノは近付けないはずだし」

　エルゼがちら、と絵から飛び出している半透明のリプルに視線を向ける。いや、リプルは幽霊じゃないからね？

　なんにしろ誰かが城の中をうろついているのは確かだ。まさかとは思うが、泥棒とかじゃないことをちゃんと確認しないとな。

　リプルは額縁から離はなれられないので、エルゼと僕だけで暗い廊下を進む。一応、スマホのライトを照らして明るくしているが、あらためて見ると夜の城ってしんとして不気味だな……。

「ち、ちょっと冬夜、【ライト】の魔法使ってよ」

「あのなぁ、城の中歩くのに【ライト】使ってたら何事かと思われるだろ。大袈裟だよ」

　光魔法の【ライト】はスマホのライト（ややこしい）のように前方だけではなく、全方位に向けて光を放つ。そんなのを連れて歩いていたら、外からそれを見た騎士たちが何事かと押おし寄せて来るかもしれないし。まだ泥棒かもわからないのに余計な騒ぎを起こしたくはない。

　廊下に落ちている豆はずっと続いている。これって袋に穴とかが開いていて、そこから落ちているのかな。まさか本当に豆泥棒とか？

　豆は点々ととある部屋の前まで続き、そこで止まっていた。泥棒はこの部屋の中にいるようだ。ここは……使ってない客間のはずだが。

　扉とびらの隙すき間から光が漏れている。中から話し声も聞こえてきた。この声は……。

「うえぇ。苦いのよ。ニガニガなのよ……」

「無理して飲まないでもいいんじゃないかな、花恋姉さん。私は別にそこまで苦いとは思わないけど」

「お姉ちゃんとしてこれくらい飲めるようにならないとなのよ。そう！　姉のプライドにかけて！」

「変なプライドを持つと大変さね。ま、あたしも普通に飲めるけど」

「私も普通に飲めますよ。大地が育んだ豆の味がよく染み出して美味うまい」

「あちしはお酒と混ぜるとなんとか飲めるかにゃ～。ちっと変わった味でたのしーね」

　扉の隙間から見えたのは、神々の酒盛り……いや、コーヒー盛り？　だった。相変わらず奏助兄さんだけは会話に入っていないが、手にしたギターはずっと楽しげな音楽を奏かなでている。夜中だから気を使ってか、ボリュームは控ひかえめだったが。

　酔花の傍かたわらに小さな穴の空いた麻袋がある。豆の出所はあれか。厨房に置いておいた豆を拝借してきたんだな。僕が【モデリング】で造ったコーヒーミルも一緒に持ってきたらしい。人騒さわがせな……。

「なんだ、幽霊じゃなかったのね……」

　心底ホッとした様子でエルゼが胸をなで下ろす。こんなことじゃないかとは思っていたけど、とりあえず泥棒じゃなくてよかったよ。

「ま、別に害はないようだし放置しとくか。酔花は花瓶を割ったから明日は厨房の手伝いだけどな」

　神とはいえ、裁きは受けねばならない。花瓶だってタダではないのだ。コーヒーもな。

　あのコーヒーはこちらの世界では収しゆう穫かく量の少ない貴重なものだが、現物を認識したんで【サーチ】で探せるはずだ。

　農耕神である耕助叔父なら栽培できないかな？　個人で飲むぶんだけ作れたらいいんだけど。

　日本でも沖縄とかなら作られているらしいし、温室的なものでなんとか……。バビロンの『庭園』ならできるかもしれないな。今度シェスカや博士に相談してみるか。

　足取りが軽くなったエルゼと部屋へと戻ると、なにやら自室から声が聞こえてくる。ちょっと待て、まさか……。

　部屋の扉を開くと、そこにはユミナたち全員がパジャマ姿で待ち構えていた。

「その、なんか眠れなくて、ですね。どうやら夕食の時に飲んだ『こおひい』のせいじゃないかと……」

　リンゼがもじもじとそう告げてくるが、異世界コーヒーにはそんなに覚醒効果があるのだろうか。カフェインだけじゃなく、変な物質も含まれているとかじゃなかろうな……。

　僕だけに効かないのは体質的なものなのか、神化した影えい響きようなのかはわからないが。

「眠くなるまで遊ぶのじゃ！　冬夜、トランプしようぞ！」

　ユミナのところにお泊まりに来ていたスゥが抱きついてくる。これから!?　もうけっこうな時間ですけど……。

　それからワイワイとボードゲームをしたり、再び映画を観たりしたが、みんな一向に眠くなるような気配を見せない。なんでだ。

　僕の方が限界になりそうだったので、こっそりと【スリープクラウド】を使い、みんなには夢の世界へと旅立ってもらった。さすがの異世界コーヒーも魔法には敵わなかったとみえる。

　あまりの眠さにふらつきながらも、一人一人部屋へと運び、自室に戻ってきた時にはベッドに倒たおれるようにして僕も眠ってしまった。いや、ホントにこっちのコーヒーってどうなってんの……？










　翌朝、食卓の上にはコーヒーが出されたが、みんなは手を出さなかった。無理に平静を装よそおいながら、花恋姉さんだけはちびちびとコーヒーを飲んでいたけど。飲めるのはわかったから、そのドヤ顔やめい。







あとがき。







　年の暮れに『異世界はスマートフォンとともに。』第11巻をお届けします。

　７巻と同じくまたもあとがき一ページです。「メカ設定無しにすればあとがき三ページになりますけど……」「ッ……！　一ページで！」という、担当さんとの短いやりとりの結果です。当然、後悔はしていない。

　てなわけですぐさま謝辞を！

　兎塚エイジ様。いつも素敵なイラストをありがとうございます。小笠原智史様。毎巻フレームギアのデザインが大変かもしれませんが、これからもよろしくお願い致します。

　担当Ｋ様、ホビージャパン編集部の皆様、本書の出版に関わった皆様方、いつもありがとうございます。

　そして「小説家になろう」と本書を読んで下さる全ての読者の方に感謝の念を。

　それでは皆さん良いお年を。

冬原パトラ
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